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第一話　いきなり夕ゆう也や危機一髪！





　八月は暑い。ただでさえ暑いのに、赤道に近いベトナムの八月は特に暑い。

　ベトナムは北回帰線よりも赤道に近いため、春分の日から秋分の日までの間、太陽はほぼ頭の真上にある。そしてぎらぎらと照りつけてくる。

「暑い……」

　春はる紗しや学園高等部一年生、座ざ堂どうシエラは超高級ホテルのプールを借り切り、フロートの上に仰あお向むけになってぐったりしていた。

　ホテル内にあるブランドショップで買った白い水着が、シエラの色白の肌や細身のボディによく似合う。フロートからはみ出た長い髪や細い手足の先がコバルトブルーのプールの水の中にゆらゆらと沈んで、まるで人魚のようだ。

　ふだんはシエラの携帯電話のストラップになっている小さな陶器のゴーレム「トーレム」も、いつもはこんな顔だが、焼き物のくせに暑さにへばってこんな状態でうだりながらシエラの横に転がっている。

　妖魔ダイモンを封印する力を持つ「聖櫃アーク」を奪っていった邪悪なる王ヘロデを追って、また彼の使徒サロメによって塩の柱とされた級友・宇う多た田だ夕ゆう也ややその他ほかの人々を救うために、イスラエルにある「ヘロディオン」という山に向かっているシエラたち一行。

　しかし全館冷暖房完備の屋敷に住んでいた箱入り娘のシエラには、雨期と台風で蒸し暑く、晴れた日には太陽がぎらぎらと容よう赦しやなく地上を焼き焦がす、サウナのようなベトナムの夏は許容範囲を超えていた。旅の途中で夏バテを起こし、ぶっ倒れてしまったのだ。

「大丈夫か、座ざ堂どう？」

　ハーフパンツの水着にヨットパーカーを羽織った新あら木き陣じんが、プールサイドに座って単語帳に何やらせっせと書きこみながら、心配そうにフロートの上のシエラに声をかける。

　ランプの魔神の家系に生まれたシエラの「ご主人様」が陣なのだが、セレブ育ちのシエラはちっともその設定に従う気は無い。

「全然……大丈夫じゃないわよ。見ればわかるでしょ……食欲は出ないし、めまいはするし……エアコンの効いた部屋に戻りたい……」

　いつものように憎まれ口を叩たたこうとしているようだが、本気でバテているらしく、声が弱々しい。陣は、小さな子供に言い聞かせるように語った。

「部屋でも車の中でも、エアコンで体を冷やしまくってるからバテるんだぞ。外の気温に触れて暑さに慣れて行かなくちゃ、この先インドも通るんだからな」

「インドって……暑いの？」

「インドには三つの季節があると言われてる。『ＨＯＴホツト（暑い季節）』『ＨＯＴＴＥＲホツター（もっと暑い季節）』『ＨＯＴＴＥＳＴホツテスト（最高に暑い季節）』……だ」

　陣が、指を三本立てて説明した。シエラの大きな目が絶望の色に染まり、フロートに乗ったままぶくぶくぶく……と沈み始める。

「今の話を聞いただけで、夏バテが加速したわ……」

「しっかりしろって！」

　陣がプールに手をのばし、沈みかけているシエラの腕を引っぱった。

「とっとと元気出して旅を続けないと、こうしてる間にも刻一刻と時間は流れて、塩の柱にされた母さんや夕也に危険が迫ってるんだぞ。ぐずぐずしてると夏休みが終わるまでに日本へ帰ってくるどころか、ヘロディオンにも到着しないぞ」

「別にいいもん……」

「よくないだろ。俺おれはいいけど、おまえは一学期、赤点取ったんだぜ。夏休み明けすぐに課題考査もあるんだし、また理事長が留年させるって言ってくるぞ」

　と、陣はシエラをプールサイドに引っ張り上げ、単語帳を渡した。

「ほら、一学期の単語帳まとめといてやったぜ」

「うう……大きなお世話ありがとう」

「大きなお世話ですかそうですか。いいか、夏休みの宿題のノルマも昨日からたまってるんだぞ？　理り科かⅠいちのプリントが『解いてぇ～、解いてぇ～』とすすり泣いてる声が聞こえないのか？」

「屋敷にいれば、夏休みの宿題なんてメイドたちが片付けてくれるのに……」

「諦あきらめずに頑張れって、おまえはやればできる子なんだからさ」

　シエラの肩にバスタオルをかけてやりながら、陣じんが優しく言った。立たせようとしたが、ふらふらしていて陣の胸の中に倒れこんでしまう。

「きゃ……！」

「うわ、大丈夫かっ？」

　陣はあわててシエラを抱きとめる。長い髪に水滴が真珠のように輝き、それよりも深く輝く大きな目が、驚いたようにきょろんと陣を見つめた。

　陣も驚いた。もともとシエラは華きや奢しやで軽いのに、夏バテで食欲が落ちているせいか、全体重をかけられているはずなのに羽毛のように軽かった。

（や、やばい！　胸、当たってる……！）

　小ぶりだけれど、ほろほろと柔らかい胸の感触に、陣の心臓の鼓動が速くなった。

　シエラもまた、陣の腕の中で白い顔を赤く染めていた。心臓が、定位置から転げ落ちてしまうのではないかというほど、ドキドキしていた。



    

  
    
      



    

  
    
      （しょ、庶民……。腕や胸の筋肉、前より硬くなってる……？）

　考古学マニアで発掘旅行によく出ていた陣じんは、山登りや穴掘りをよくしていたので、もともと体は引き締まっていた。しかし旅に出てからこちら、中国の砂漠での遭難や香港ホンコンでの生骸ゾンビとの戦いなどを通じて、陣がまた少し逞たくましくなっているように感じた。

　いつものシエラなら「キャー！　さわらないで！」と、真っ赤な顔で陣を突き飛ばしているところである。けれど、なぜか腕に力が入らない。夏バテのせいかもしれないが、陣の胸に寄り添っていると、心の中が温かさで満たされるような気がする。

　そのとき、座ざ堂どう家の執事のニコライ・パブロフが銀のワゴンを押してやってきた。

「おやおや、シエラお嬢様。おなかがすかれて、血糖値が下がっておられるようですね」

　三十度を軽く超えるベトナムの夏だというのに、執事らしい黒いスーツをぴしっと着込んだニコライは、寒いロシアで生まれたにも関かかわらず、額に汗ひとつ浮かべていない。

　ニコライは二十一歳で、銀髪碧へき眼がん、長身痩そう躯くで片眼鏡モノクルをつけている。陣はぎょっとしてシエラから離れ、あわててニコライの前に土ど下げ座ざした。

「ごめんなさい！　これは不可抗力で……！」

「庶民、何を怯おびえているの？」

　シエラはどうして陣が土下座しているのかわからず、不審そうな目で見る。

「いえいえ、ショミン様。お顔をお上げください」

　ニコライの言葉は穏やかだ。穏やかだけど目は笑ってないのパターンかと思って陣は顔を上げたが、いつもどおりの冷静な表情をしている。

「あれっ、怒ってない？　……って、今俺おれのこと、ショミン様って呼んだ？」

「ときどきシエラお嬢様がわたくしのいないところで、新あら木き様をそう呼ばれるのでお聞きしたら、新木様のセカンドネームとのこと。本名、新木・ショミン・陣様なのですね。今までどおり新木様とお呼びしたほうがよろしいでしょうか？」

　陣は、冷や汗をダラダラ流しながらニコライに尋ねた。

「にこやかにセカンドネームの話を出して俺を油断させた直後、お嬢様に手を出した不ふ埒らち者とか言われて、サーベルで五等分ぐらいですか？」

「ははは。そんな野蛮なことを、この執事の中の執事ニコライ・パブロフがするわけがないではありませんか。見ておりましたよ、シエラお嬢様がよろけられて支えてくださったのですから、当然不可抗力です」

　ニコライは爽さわやかに笑う。あまりにも聞き分けが良すぎるので、陣は余計に不安になる。

「……そう言って安心させておいて、後ろを向いた隙すきにズバーッと袈け裟さ斬ぎりとか……」

「大丈夫ですよ、新木様。確かに以前のわたくしは、何かというとすぐにコサック魂に火がついてしまいました。しかしわがパブロフ家は、先祖代々ロシア帝国のロマノフ王家に仕えた、由緒正しい執事の家系です。わたくしもその末まつ裔えいとして、もう少し執事レベルを上げねばならないと、反省したのです」

「執事レベルって何？」

　陣じんが硬い声でたずねる。彼らの戦いにおいて一番重要なシエラの魔神レベルが全く上がっていないのに、この人はなんでまた無駄なレベルを上げてくれていることだろうかと。

「香港ホンコンのホテルのボーイが、わたくしの鼻血に絨じゆう毯たんを汚されても冷静に対処したのを見て、目から鱗うろこが落ちたのです。執事たるもの、絶対にうろたえてはならないのです！」

「別の方向に暴走してるだけみたいな気もするけどなー」

「そのように自分を律することで、このニコライ・パブロフ、どのような状況でも冷静にシエラお嬢様を百二十パーセントお守りすることができるのです。たとえば今まででしたら、シエラお嬢様の水妖姫ルサルカとも見まごうこのような水遊び装束を前にすれば絶対に卒倒していたところですが、これこのとおり全く大丈夫でございましょう」

　ニコライは得意げに胸を張った。ちなみにルサルカとは、ロシア伝承の水の妖よう精せいである。溺でき死しした少女が変化した妖精で、楽しげに歌い踊る姿に魅入られた男を水みな底そこに引きずりこむという。以上、たぶん一生使う局面はなさそうな豆知識。

「信用していいのかなー。本当に後ろから斬きりかからない？」

「疑り深いですね。そんなことより、水遊びで冷えた体を温めるためベトナム・コーヒーはいかがですか？　甘くて血糖値も上がりますから、シャキッとしますよ」

「ベトナム・コーヒー？　ニコライ、そんなのも淹いれられるの？」

　シエラがプールサイドのロングチェアに座りながら、意外そうにたずねた。シエラは、ニコライの前ではまだ猫をかぶっている。

「このニコライ・パブロフ、この旅を通じてシエラお嬢様をお守りしながら執事レベルを上げつつ、執事レベルの一環としてお茶汲くみレベルも上げて行く所しよ存ぞん。今まで、メイド長メアリーどのの大英帝国直伝ロイヤルミルクティーを目の仇かたきとし、石炭の湯沸かし器サモワールを使ったロシアンティーにこだわってきましたが、柔軟に世界のお茶を取り入れてわが執事スキルの糧としようと思い立ったのです」

「それで、中国でもいろいろ変わったお茶を淹れてくれたのね」

「っていうか……ほんとそのレベル上げ、ヘロデ王と戦うのに全然役に立たないよな」

　陣が頭痛を感じて額を押さえる。

　ヘロデ王は聖書に記された邪悪な王だが、その正体は「十戒」の石版に封印された聖櫃の妖魔アークダイモンの一柱ひとり、十の悪徳のひとつ「唯一神の否定」である。いまだ完全復活はしていないものの、彼の使徒サロメの強さを考えると、かなりの難敵であることは容易に予想できて、陣はどうにも先行き不安を感じてしまう。

「それと、俺おれはコーヒーより食い物のほうがいいかな」

「だろうと思いまして、厨ちゆう房ぼうに言って新あら木き様には『フォー』をご用意いたしました」

　ニコライは銀色のワゴンに載せていた銀のドームを外す。そこには、丼どんぶりが五つ載っていた。青臭い香こう草そうの香りと、チキンスープのまったりした香りがふんわりと立ちのぼる。

「うまそー！」

「フォーって何？」

　シエラは、白く細く平たい、見慣れない麺めんを見て首をかしげている。

「ベトナム名物さ、米の粉でできた細いきしめんみたいな麺料理でベトナムの主食のひとつだ。ベトナム料理はこの、パクチーとかレモングラスとかのスパイシーな香草を生でどっさり使うのが特徴なんだよな」

　さっそくフォーを食べながら陣じんが説明した。トーレムも丼のふちに座って、ちゅるるるんと麺を上手にすすっている。シエラは珍しそうに覗のぞき込んできた。

「お米の粉で麺が作れるの？」

「ビーフンだって米の粉だぜ。『米べい粉ふん』の、中国南部の読み方さ。夏バテだからって何も食べなかったら余計にバテるぞ、座ざ堂どうも食えよ」

　陣はあっという間に、フォーを五杯とも完食してしまう。シエラは、首を横に振った。

「い……いえ、いいわ。見てるだけでおなかいっぱい」

「夕ゆう也やにも前に、そんなこと言われたな。確か、アルフの店の『スペルシャカレー』を食ってたときだっけ」

「ああそうそう、あれって『スペシャル』じゃないのよね？」

「アルフの店の大盛りペルシャカレーは十分以内に食うとタダなんだけど、俺おれがあっさり完食するからアルフの父さんがムキになって、超大容量の『スペルシャカレー』を作ったんだよな。夕也の奴やつ、思いだすだけで胸焼けするって言ってその晩の寮の夕食食わなくて、俺がもらってあげたんだよ。焼きうどんと酢の物と……」

　ははは、と笑いかけて、陣は急に口をつぐんだ。みるみる表情が硬くなる陣を不思議そうに思って、ニコライが声をかけた。

「どうされました、新あら木き様？　急に顔色が悪くなられたようですが、わたくし本当に新木様をぶった斬ぎったりはいたしませんが」

「もしかして夏バテが染うつったのかしら？」

　シエラも、少し心配する。陣は首を横に振って、立ち上がった。

「いや……。大丈夫だ、ちょっと部屋に戻ってる……」

　よろよろと陣は、ホテルの中に戻っていく。

「……食べ過ぎかしら？」

　シエラは首をかしげた。トーレムも不思議そうに、

『ぷきゅー？』

　と、首をかしげた。



　ここで、香港ホンコンの病院から陣じんたちがベトナムまでやって来た経緯について、説明をしておこう。

　数日前、香港で……サロメが復活させた生骸ゾンビ「南なん海かい不ふ敗はい」と戦って傷ついたニコライと、ペルシャ料理屋の看板娘で剣の魔神アルフ・シャムシールの二人は病院に入院した。サロメは再び攻撃するタイミングを見計らい、病院の外で待っていた。

　しかし、当然「ソロモンの知恵」を持つ陣はその可能性を考慮し、サロメに気づかれずに病院を出る方法を考えた。救急車が病院にやってきて患者を下ろすと帰りはカラッポになるが、その「帰り」の救急車に全員で乗りこんで鉄道の駅へ向かい、ベトナム行きの国際列車に乗りこんで、ここホーチミン市までたどり着いたのだ。

　……というわけで、サロメはまだ香港にいた。

「おかしい……」

　真紅の七枚のスカーフをドレスのかわりに身にまとい、百粒の真珠で胸元を彩った長い黒髪の美少女サロメは、病院を見下ろす木のこずえの上でもう何日も座りこんでいた。

　コーヒーとミルクティーをミックスした「香港コーヒー」の紙コップをくわえて飛んできた彼女の下しも僕べのドクロを、サロメはスカーフで弾はじき落とす。

『ひゃあ！』

「要らぬ。もう飽きた」

　サロメは不機嫌そうに言った。ドクロは萎い縮しゆくして、頭ず蓋がい骨こつだけでぺこぺこと謝る。

『も、申し訳ありません』

「おかしい。奴やつらが『南海不敗』に受けた傷はさほど深くは無いはず、翌朝には出てくるだろうと思って外で待っていたが……待ちきれぬ！」

　サロメはじりじりしながら、紅色の尖とがった爪つめを噛かんだ。

『焦ることはありません、サロメ様。奴らがサロメ様の攻撃を恐れ、病院からこのまま出てこないのならば、むしろ我々には良い事ではありませんか』

「何が良い事なのだ」

　サロメは真紅の目でドクロをにらむ。

『偉大なる王ヘロデの復活は間近。それまでの間、奴らがここから動かなければ、我々の勝ちではございませんか』

「籠ろう城じよう戦……ということか？」

『そうです。ヘロデ王が完全復活されれば、奴らを倒すことなど赤子の手をひねるようなもの。ヘロデ王自ら、〈ソロモンの指ゆび環わ〉を奪われることでしょう』

　ドクロは得意げに語ったが、サロメは不機嫌そうにどなる。

「ばか者！　わらわに、ここで奴らを何十日も見張っていろと言うのか！」

『し、しかしそれが一番確実では……』

「いいか、わらわは『ソロモンの知恵者』どもなどとっとと始末して、ヘロディオンに戻りたいのだ。わが王ヘロデはまだ復活途上であり、墓所の底、棺ひつぎの中から動くこともできぬ。わらわは王の墓所に少しでも多くの人間を塩の柱として運び、復活のための糧とせねばならぬのだ。何より、ヘロデ王には敵が多い。王の復活を察知した他ほかの魔神どもも動いていることだろう……ヘロディオンの妖魔ダイモンどもが撃退しているとはいえ、万が一ということもある。わらわ自らが王のそばで、王をお守りせねば安心できぬのだ！」

　サロメはドクロに向かって力説した。やれやれ、とドクロはため息をつく。

『でしたら……ちょっと病院の中を偵察して参りましょうか。奴やつらの病室を見つけて、そこを一気に攻撃すれば良いかと』

「おお、なるほど！　そなた、脳ミソも無いのに頭が良いな」

『恐れ入ります。あれ、おかしいな。目も無いのに目から汗が……』

　サロメを後にしてドクロは小さな真珠の姿に戻り、病院の中を虫のように飛びまわる。ぶんぶんと飛びまわっているうちに、ドクロは焦りはじめた。

『……マジかよ。奴ら、いねえよ……』

　慌あわててドクロは病院から飛びだし、サロメのもとに戻った。

『サロメ様っ！　やっ、奴らいません！　一人も……跡形も無くっ！』

「何っ？　ば、ばかな……いつの間にっ！」

　サロメは真っ青になった。百個の真珠を一気に放出し、百個のドクロに命じる。

「探せっ！　奴らを探すのだ！」

　百個のドクロは、クモの子を散らしたように、香港ホンコンじゅうに飛び去った。

　一人残されたサロメは、木の上で放心状態になっていた。

「まさか……どうやって、病院から逃げたのだ？　『ソロモンの知恵者』に、まんまと出し抜かれたというのか……？　わらわは……いったい、奴らに勝てるのか？」

　予想もしていなかった失態にサロメは叩たたきのめされ、絶望してしまう。

　だが、ぐっと気力を奮い起こしてサロメはこずえの上で立ち上がった。

「……いや！　諦あきらめるわけには行かぬ、わらわはヘロデ王をお守りせねばならぬのだ！」

　ヘロディオンがあるはるか西を見つめ、サロメは自らにそう誓った。



　さて、サロメは完全に出遅れてしまっているから、シエラ一行がベトナムにいることなど知る由もない。

　しばらくは追いかけてこられる心配も無いのに陣じんの表情が暗いことが、どう考えてもシエラには気になって、そわそわしながら陣が去った方向を見ていた。

「シエラお嬢様、新あら木き様がご心配でしょうが……せめて何かお召し上がりにならないと、倒れてしまいますよ」

　ニコライが優しくシエラに声をかけ、ワゴンに用意していた銀色のアルミの小さなカップの中に、ベトナムコーヒーの粉を入れはじめた。シエラは首をかしげる。

「コーヒーなのに、ペーパーフィルターを使わないの？」

「そうです、底に穴が開いたカップでコーヒーを抽出します。ベトナムコーヒーはコンデンスミルクを入れますから、とても栄養があって元気が出ますよ」

　ニコライはクラッシュアイスを入れたグラスの上に、先程の銀色のカップを乗せ、その上から熱湯を注いだ。濃いコーヒーがゆっくりぽたぽたとグラスの中に落ちて、アイスコーヒーになる。そこに、ニコライはとろりと濃厚なコンデンスミルクをたっぷり入れて、シエラに手渡した。

「ありがとう、ニコライ」

「エアコンで体調が悪いときは、汗を上手にかけなくて、体の中に熱がこもっているのです。冷たいものを飲めば気分が良くなりますので、アイスコーヒーに仕上げてみました」

　必死に両手足を振って自分をアピールしているトーレムにも、ニコライはコーヒーミルク用のピッチャーに小さなベトナムコーヒーを作って差しだした。

「はい、トーレム様もどうぞ」

『ぷきゅきゅ！』

　トーレムは喜んで、ピッチャーを両手でかかえ、ベトナムコーヒーを飲んだ。シエラは、セレブな自分が他人に仕える魔神だということを、使用人であるニコライには知られたくない。そこでニコライには、「自分は悪の魔王と戦うよう運命づけられた正義の女神の転生」か何かそんな適当な設定でごまかしている。そのためニコライは、魔法的存在であるトーレムのこともそれなりに納得していた。というより、けっこう可愛かわいがっている。

　シエラはストローでコーヒーを混ぜ、ちゅっと一口飲んでみる。深煎いりのほろ苦い味にコンデンスミルクの強い甘味が混じり、濃厚なコーヒー牛乳のようだ。シエラは笑った。

「おいしいわ。細引きのコーヒーが濃くて……コンデンスミルクの甘みもコーヒーの苦味も、どちらもパンチが強くて、頭がはっきりする感じだわ」

「元気になられて良かったです。食欲が無く、血糖値が下がってよけいに気分が悪かったのかもしれませんね」

「新あら木き君の具合が悪そうなのも、血糖値のせいかしら？　いえ、でも彼はフォーを五杯も食べていたわよね。あなたはどう思う、ニコライ？」

「気になられるのでしたら……ご自分でお聞きになってはいかがでしょう？」

　と、ニコライが言った。シエラの白い頬ほおがぽっと赤くなり、怒ったように反論する。

「べ……別に、それほど気にはならないわよっ！」

「しかし、シエラお嬢様が倒れられて、側そばに残ってくださったのは新木様だけ。少なくとも、新あら木き様はシエラお嬢様のことを気にかけていらっしゃるのでしょう……？」

　ニコライが言うとおりだった。ホーチミンに来る途中の列車の中で既にシエラはバテてしまい、夏バテが治るまでホテルに逗とう留りゆうする……と決まった瞬間、アルフを含む他ほかの四人は薄情にも町に飛び出してしまったのだ。

「ベトナムコーヒーをもう一杯、いかがですか？」

　ニコライが、優しくシエラに声をかける。自分が落ち込んでいるとき、ニコライやメイド長のメアリーがいつもお茶を淹いれてくれる事に、シエラは気づいていた。

　父は部屋に閉じこもって仕事（実際にはランプの魔神の魔法で金を出していた）、母は海外を飛び回って豪遊（実際には座ざ堂どう家のため会社を興していた）で留守ばかり……夏バテで倒れて皆に置いて行かれたとき、久しぶりにそのときの寂しさを思いだした。

　でも、あのころの心臓が締めつけられるような寂しさは感じない。陣じんが残ってくれたからかもしれない。考古学が大好きな陣は、真っ先に飛び出すだろうと思っていたのに。

「い……いえ、けっこうよ。それよりニコライ……そ、その、彼がわたしを案じてここに残ったのだとしたら、わたしも彼のことを気にかけなくてはフェアではないわよね？」

　シエラは赤くなって立ちあがり、自分に言い聞かせるように言った。

「そのとおりでございます、シエラお嬢様。では、行ってらっしゃいませ」

　シエラは、ぱたぱたと走りだす。ニコライは、優しく微笑ほほえんでシエラを見送った。

　まだピッチャーの中のベトナムコーヒーに舌鼓を打っていたトーレムが、ふと、ニコライの微笑みの中に一抹の寂しさがあることに気づいた。

『ぷ……ぷきゅ？』

　心配そうに、トーレムはニコライに声をかける。ニコライは振り返り、苦笑した。

「トーレム様には見透かされてしまいましたか。香港ホンコンのホテルのボーイに触発され、常に冷静にシエラお嬢様を見守る、超ハイレベルなプロフェッショナル執事を目指していたのですが……まだ、表情に出てしまっていましたか」

『ぷきゅぅー』

　うんうん、とトーレムがうなずいた。ニコライは言った。

「使用人として、個人的な感情は決して表に出してはなりません。わたくしはシエラお嬢様の幸福のため、陰ながら見守る役に徹する所しよ存ぞんです。どうか他の皆様にはご内密に」

　ニコライの男らしい言葉にトーレムは感心し、こくこくと高速でうなずいた。

「あ。しかしもちろん、新木様がシエラお嬢様に無礼を働きましたら、このニコライ・パブロフ、冷静かつ粛々と新木様を叩たたっ斬きる心積もりですので、ご安心くださいませ♪」

　にっこり、とニコライは微笑んだ。でも目は笑っていないし、シエラを護衛するために常に身に着けているサーベルは血を吸いたそうにカチカチと鍔つば鳴りがしている。

『ぷきゃああぁ……』

　トーレムは真っ青になり、ガタガタと震ふるえていた。



　一方、シエラを置いて町に出たアルフと、シエラの父でタキシード紳士の座ざ堂どう冷ピエール、陣じんの父で戦う考古学者の新あら木き大だい胡ご、春はる紗しや学園中等部三年生の図書委員にして「聖櫃アークの妖魔ダイモン」の一柱ひとり、「偶像崇すう拝はい」のアークダイモンである眼鏡っ娘この本ほん田だ聡さと子この四人は、道に溢あふれるバイクに絶句していた。

　中国の道路が自転車で溢れているのは有名だが、ベトナムではバイクが溢れている。市場でも歩行者とバイクが渾こん然ぜんとしていて、数人乗りは当たり前。バイクの後ろに客を乗せて走るバイクタクシーや、三輪自転車に座席をつけた人力車のような「シクロ」もある。

「ひゃあ、大変な混雑じゃなあ」

　サンドベージュ色の探検服姿の大胡が、呆あきれたように周囲を見回した。シエラパパが、この暑さの中でもタキシード姿で、涼しげに笑う。

「この活気がいいのですよ、新木さん」

「……座堂さん。あんた、いつもその格好で暑くはないのかね？」

「ははは。タキシードは紳士のたしなみですよ」

「思いっきり三十度超えとるぞ……」

「いやそれにしても、ベトナムの女性は世界一美しいというのは本当ですなあ。ベトナムでも普段着は洋服が増えているそうですが、制服やフォーマルとしてまだまだアオザイが現役のようで、いやー眼がん福ぷく眼福」

「アオザイとは……あの服のことですか？」

　と、聡子が市場の中でときどき見かける、チャイナドレスに似た上着にゆったりしたズボンを合わせた民族衣装姿の女性を指さしてたずねた。シエラパパが、ほくそえみながら聡子の肩にポンと手を置く。

「そのとおり、女性をより美しく見せるためというコンセプトで洗練された服だ。聡子くんもそんな子供っぽい安物の服ではなく、ああいう綺き麗れいなかっこうをしてはどうだね」

「永遠に横たわると見えるもの、しかれどもそは死者にあらず。五ご芒ぼう星せいの力弱まりしとき、驚異なる永えい劫ごうの……」

　聡子は淡々とした表情で、表紙にドクロが描かかれた黒い革張りの「死者の書ネクロノミコン」を手に、

　生骸ゾンビ召喚の呪じゆ文もんを唱えはじめる。あわてて、大胡がその口をふさいだ。

「やっ、やめんか！　まったく、おまえさんはいいかげん、人間の常識に合わせんか！」

「ククク……せっかく友達が選んでくれた服に、ケチをつけるからですよ」

　友達というのは、聡子の同級生で家庭科部部長の安あん藤どう奈な津つのことだ。

「はいはい、無駄話はそこまで！　しっかり『店』探しなよね！」

　ペルシャ人なのに江え戸どっ子なアルフが、ちゃきちゃきと先頭を切って歩く。聡子が、いつもネクロノミコンの書などを入れている、奈な津つとおそろいのキモブサのカエルのキャラクターが描かかれたポシェットからガイドブックを取りだして、アルフにたずねた。

「しかしアルフさん……ベトナムと言えば、オシャレとグルメに敏感な若い日本人女性が、『アジアン雑貨チョー可愛かわいい』とか『生春巻きヘルシー』とか『アオザイ超ロハスー』とか言いながらショッピングを楽しむイメージがあるのですが……。なぜ、わざわざお好み焼き屋さんを探しておられるのですか……？」

「お好み焼きじゃなくて、バインセオだよ。……あっ、あの店がそうじゃないかな？」

　アルフが指さした先には、日本のお好み焼き屋さんそっくりの屋台が出ていた。鉄板の上には、半円形のお好み焼きのようなものが乗っている。

　聡さと子こは、メガネの位置を正してしげしげとそれを見る。

「……お好み焼きというよりは、広ひろ島しま焼きに似ていますね」

「キャベツのかわりにモヤシを入れた広島焼きみたいなものかな。生き地じが米べい粉ふんでできてるから広島焼きよりパリッモチッとしてるのと、オタフクソースのかわりに魚醤ニヨクマムで作ったギョーザのたれみたいなソースで食べるって感じ。あっさり系で、日本人好みするんだよね」

　さすが食堂の娘らしく、アルフの説明は的確だ。聞いているだけで、大だい胡ごとシエラパパがだらだらとよだれを流しはじめる。

「そ……それは何ともうまそうじゃな」

「花より団子、アオザイよりバインセオということですかな」

「あら、バインセオはここで食べないんですか？　お持ち帰りですか？」

　バインセオを袋に入れてもらっているアルフに、聡子が不思議そうにたずねた。アルフが、白い歯を見せてニカッと笑った。

「だって、シエラが夏バテだろ？　これなら広島焼きに似てるから、ホテルでソースを借りれば日本人の口にも合うかなって思ってさ」

「なんと！　シエラをほったらかして、皆で町に遊びに来たわけではなかったのかね！」

　シエラパパが心底驚いて、アルフに言った。アルフは、当然のように答える。

「当ったり前だろ！　どうにか元気にしてやろうって考えるのが、友達じゃあないか」

「な、何と……！　わしはてっきり、パパイヤサラダやしじみごはんや揚げモチや淡水魚のから揚げ、生春巻きや揚げ春巻きや蒸し春巻きなど、ベトナムグルメをたらふく食べに出てきたと思っていた！　シエラは、良い友達を持ったものだ」

　シエラパパが感動して、涙を流した。大胡は「しまった、こんな事ならわし一人で町に出てグルメ三ざん昧まいしておくんじゃったわい」と小声でつぶやくが、今更自分ひとりグルメに走るのは薄情だと言われそうだったので、しぶしぶホテルへ帰る道をとった。

「アルフさんは、新あら木き先輩の『指ゆび環わの魔力』を独占すべく座ざ堂どう先輩をライバル視していると思っていましたが……人間とは、引きつづきわたしにはよくわからないことを考えるものですね。敵に塩を送る、というやつでしょうか？」

　聡さと子こに尋ねられ、アルフは首を横に振る。

「西安シーアンで、あたしもけっこうナガシュのことで落ちこんだからね。シエラが元気無かったら陣じんも心配するだろ、それって放ほうっとけないじゃん」

　江え戸どっ子らしくさばさばと、アルフが言った。

「……ふーん……。そういうものですか」

　聡子は今ひとつ理解できないのか、鈍い反応を返した。



　プールを上がった陣とシエラは、ホテル最上階にあるスーパースイートルームの中のそれぞれの部屋に戻った。

　百畳以上ある広いリビングには、華麗で繊細なフランス風のインテリアが置かれている。絹張りの豪華なソファに寝転んで本を読んでいた陣は、ふーっとため息をついた。

「庶民……？」

　シエラが、ひょこっと顔をのぞかせた。陣はいまいち気力が出ないようすで、シエラのほうに視線だけ向ける。

「座ざ堂どう……もう夏バテはいいのか？」

「庶民こそ急にどうしたのよ、フォーの食べすぎで消化不良？」

　陣の部屋に入ってきたシエラは、ピンク色の可愛かわいいアオザイを着ていた。透き通るような白い肌に、ありえないぐらい似合っている。可愛いだけではなく、白いズボンがとても清潔感がある。陣は、ソファからすべり落ちた。

「な……何だ、その服は！」

　どぎまぎして、陣の声が引っくり返る。シエラが学園じゅうの生徒に憧あこがれられる美少女だということは承知していたつもりだが、趣向の違う服を着ると全然違うシエラの魅力が引き出されるので、どうリアクションしていいのかわからないぐらいうろたえてしまった。

「着替えたのよ。わたしの服は洗濯に出したから、アオザイを持ってきてもらったの」

　シエラはアオザイの上着のすそをつまんで、くるりと回ってみる。長い髪がらせん状にひるがえる。シエラは、まるで可か憐れんな花のようだった。

「それで庶民、お医者でも呼ぶ？」

　アオザイ姿のシエラが、陣の横にちょこんと座った。自分が夏バテでしんどかったこともあり、シエラには珍しく、本気で心配しているようだ。

「いや別に、たいしたことじゃないし」

「わたしに言えないようなことなの？」

「だから、たいしたことじゃないって」

「何か悩みがありそうだから、このわたしがわざわざ聞いてあげようというのに言わないなんて、無礼にもほどがあるとは思わないのっ？」

「座ざ堂どう。ふつう他人の悩みを聞いてやろうという人間は、そんな高い位置から急角度で来ないものだぞ」

　陣じんは額を押さえる。シエラは、ぷうっと膨れた。

「だって、庶民がわたしに何も話してくれないんだもん」

「だから……いいんだって」

　陣は逃げるように、シエラから視線をそらす。シエラはムッとして、陣の顔を両手で押さえ、無理に自分の方をぐいっと向かせた。

「いてててて！　おいっ、今、首が百八十度回ったぞ！」

「言いたくないならいいわ！　病気じゃないなら、観光に行きましょ！」

　と、シエラはいきなり陣の腕を引っぱって部屋の外に連れだす。突然すぎる行動に、陣は目を白黒させた。

「な、何だよ、観光って！　おまえ、夏バテはもういいのかよ？　元気になったんなら、旅を続けりゃ……」

「わたしは元気だけど、庶民が元気じゃないじゃない」

「俺おれが元気じゃなくても、おまえに関係ないだろ？」

「あるわ！　セレブなわたしのそばで使用人がショボくれた顔をしていると、給料をあまり渡してない貧乏なご主人様かと思われちゃうじゃない！」

「座堂座堂。百万回聞いたような気がするが、ランプの魔神とランプの持ち主と、どっちが使用人でどっちがご主人様かわかるかな？」

　陣のことばを無視して、シエラはホテルの外に出ると、観光用に並んで待っていた、自転車の後ろに座席がついた「シクロ」に飛び乗った。

『お客さん、どこ行く？』

　片言の英語で、運転手が聞いてくる。まだ若い男で、肉体労働で鍛え抜かれた筋肉と、日に焼けた褐色の肌が逞たくましい。

『どこでもいいから、歴史のあるところにお願い』

　シエラが英語で答えた。陣は眉まゆをひそめる。

「座堂、俺たちは観光旅行なんかしてる場合じゃないんだぞ？」

「エアコンの当たりすぎで夏バテになるのと同じで、ずっとホテルの中に引きこもってたら気持ちが夏バテになっちゃうわよ。パアッと観光して気晴らしでもしたら？」

「あのなー！　俺がホテルに閉じこもってたのは引きこもってたんじゃなくて、おまえが夏バテで倒れて他ほかのみんなは出かけちまうし心配だったかいやいやいやいやいや！」

　陣は勢いづいてつい余計なことまで言いかけ、慌あわててごまかした。シクロはもう走り始めていて、陣じんのことばは周囲の雑踏の音にかき消され、シエラにはよく聞こえていなかったようで、

「え、今何か言った？」

　と、聞き返された。

　シエラに一方的に振り回されて……でも、アオザイを着ているシエラはいつも以上に清せい楚そで可愛かわいく見えるし、何よりシエラが自分を観光に連れ出したのは自分を案じてのことだし、歴史に興味のないシエラが「歴史のあるところ」だなんて、口は生意気でも心の底ではすごく陣のことを気にしているのがわかる。

　シエラが、猫っかぶりで気が強くてわがままだけれど、けっこう優しいところがあることを、陣も今までのつきあいでよくわかっている。

「やれやれ。わかったよ、観光につきあいますか」

　と、陣はため息混じりに言った。



　二人はシクロに揺られて、ホーチミンの町に出た。

　歴史のある観光地に向かう途中、市場を通過したのだが、ここもバイクの雑踏がすごい。陣はバイクの音がうるさくて耳をふさいでいたが、シエラはまるで平気な顔で、物珍しそうに目を輝かせながら雑踏のむこうの店を指さした。

「あっ、見て庶民！　あの花の刺し繍しゆうのクッション可愛い！」

「おまえの家に、似たようなのが山ほどあった気がするが」

「ココナッツの殻のお面も可愛い！　欲しい！」

「要らんだろ」

「見て見て、あの三角の帽子、日本の菅すげ笠がさそっくり！」

「藁笠ノンラーだな。ベトナムの伝統のかぶりものだ」

「南国風の花柄模様がすごく綺き麗れいね、ノンラーっていう名前も可愛い！　ねえ、あれ、みんなの分までお土産みやげに買って行かない？」

「おまえなあ、まだまだ旅は続くんだぞ。あまり荷物になるような物は買う……」

　陣は呆あきれてシエラに目を向け、はっとして言葉を途中で飲み込んだ。

　シエラは目をキラキラさせながら、いっしょうけんめい町を見ている。いつもニコライが運転する車で学校と家を往復している深窓の令嬢のシエラにとって、ブランドショップは珍しくなくても、こういう普通の町や雑踏はとても珍しいのかもしれない。

　何でもかんでも可愛い可愛いと感動して目を輝かせているおまえが一番可愛いんだよ……とはさすがに言えず、陣は赤くなった顔をうつむけて沈黙を守る。

　二人で並んでシクロに乗ってのんびり観光なんて、まるでデートみたいじゃないか……と思って、よけいに顔が熱くなった。

　陣じんが悶もん々もんとしているにもかかわらず、シエラは物珍しさが先に立って、そのことに気づかない。市場を抜けると、広く清潔な道路とヨーロッパ風の大きな建物が広がった。近代的なビルが立ち並び、都市と整備された公園が良いバランスで配置されている。

「庶民庶民！　見てっ、ノートルダム寺院そっくりの建物！」

「聖マリア大聖堂だな。フランスの植民地時代に建てられた物だから、パリにあるノートルダム寺院にそっくりなんだ」

　シクロの運転手が、必死に自転車をこぎながら振り返って言った。

『これからベトナムのお寺行くね。歴史あるところね』

　シクロに揺られているうちに、市街地を抜けて郊外に出、やがて中国風の大きなお寺が見えてきた。色鮮やかな瓦かわら屋根の寺に、観光客がたくさん集まっている。観光客用に、飲み物を出す屋台も出ていた。シエラは、屋台を横目で見てごくりとのどを鳴らす。

「庶民、のどが渇いたわ」

　真上から照りつける太陽に、さすがに疲れてきたらしく、シエラがうったえた。

「そりゃ、この暑さの中であれだけ喋しやべり続けてりゃのども渇くだろ。一休みするか」

　陣がシクロを降り、シエラに手を貸した。シエラはびっくりして、陣の手を取る。

「どうしたの、庶民。ずいぶん紳士じゃない」

「おまえ、さっきまで夏バテでフラフラしてただろ。危なっかしいからな」



    

  
    
      



    

  
    
      　ぶっきらぼうに答えられてシエラはちょっとムッとしたが、そっぽを向いた陣じんの耳が少し赤くなっているのに気づいて、自分も少し頬ほおが赤くなった。ごまかそうとして、あわててシエラはシクロの運転手に声をかける。

「あっそっそうだ、お金払わなくちゃ！　お幾ら？」

『二万ドンでいいよ、綺き麗れいなお嬢さん』

　運転手がシエラににこにこした目を向けながら言った。シクロには走行メーターがついていないので、料金は距離ではなく時間制である。観光客価格でふっかけてくることもあるのに、ずいぶん良心価格を提示してきて陣は驚いた。

　そう言えば、周りの観光客たちも、せっかくお寺に来ているのにシエラのほうばかり見ている。何より、運転手が若くてけっこういい男だし、陣はあまり面白くない。

　シクロの運転手が、料金を受け取ったのにシエラと離れがたくて、「このお寺のガイドをしようか」と一生懸命交渉していたが、陣はシエラの腕を引っぱって引き離した。

「ガイドなら俺おれがしてやる、行くぞ座ざ堂どう！」

「ちょ……ちょっと庶民、何怒ってるの？」

「怒ってないっ！」

　と、陣は怒りながら答えた。シエラは、何が何だかさっぱりわからず、きょとんとしていた。



　陣とシエラは、寺の近くに出ていた屋台で小休止を取った。かんたんなイスとテーブルが並んだカフェテラスに座り、ハス茶とハスの実のセットを注文する。

「ハスって、レンコンでしょう。葉や実も食べられるなんて、知らなかったわ」

「花も発酵させて緑茶の茶葉に混ぜて、ハスの花茶になるんだぜ」

　木陰は涼しく、二人はホッと一息つきながら、淡い茶色の茶を飲んだ。口に含むと甘い香りが広がり、喉のど越ごしはさっぱりしていた。ハスの実のほうは、サクランボぐらいの大きさの黄色い球で、甘納豆のように砂糖がまぶされている。

「おいしい！　ハスの実って栗くりみたいな味なのね、知らなかったわ」

「寺だから、ハスのメニューがたくさんあるんだな」

「仏像は蓮れん華げの上に座ってるものね。でも、ベトナムのお寺ってもっと南国風かと思っていたけど、中国のお寺みたいなのね」

　シエラがお茶を飲みながら、寺に視線を向ける。瓦かわら屋根のどっしりした建物は、確かに中国風だ。陣が説明した。

「ベトナムは昔、中国の支配下だったから、仏教も中国や日本と同じ『大乗仏教』なんだ。南部には東南アジア風の『上座部仏教』や土着の宗教もあるけど」

「庶民って、楔くさび形がた文字以外にもよく知ってるのねえ。歴史の教科書みたい」

　あらためて、シエラは感心してしまった。何かと憎まれ口をきくシエラが素直に賛辞を述べることなど稀まれなので、あまりにも素直に誉ほめられてしまい、陣じんはどぎまぎした。

「お、おまえが聞くからだろ。おまえは、歴史なんか興味ないと思ってたけど……」

「興味なかったけど、実際に歴史のあるところで歴史にふれると親しみがわくし……それに何を聞いても庶民が答えてくれるから、けっこう興味出てきたかも」

　シエラはテーブルにひじをついて、屈託無く言った。自分が好きなことを他人も好きになってくれるとすごく嬉うれしい、というのがマニア気質というものである。陣も例外ではなく、ふだんは陣の歴史ウンチクをうるさがっているシエラがけっこう乗り気になっているのを見ると、ついつい「それじゃあもっと教えてあげよう」という気持ちになってしまう。

　ほどほど、という言葉を知らずに、相手がちょっと興味を持っただけで一気にウンチクの波状攻撃をかけるからこそ、マニアはうるさがられるのであるが……。

「じゃあ座ざ堂どう、もう少し奥のほうに行ってみるか？」

　と、陣はワクワクしながらシエラに声をかけた。

「奥のほう？」

「ベトナムで千六百年以上も続いた、チャンパ王国時代の遺跡が残ってるんだ。徳とく川がわ家いえ康やすは香こう木ぼくマニアだったから、チャンパ王に『極上の伽きや羅らの香木を取り寄せたい、並のは要りませんから』って手紙を送ったこともあるんだぜ」

「へえ……！　ベトナムと日本って、意外に近かったのね」

　シエラは目を輝かせる。食べ物も景色もお寺のようすもどことなく日本に似ていて、なつかしいような気分になった。

「世界の国々の歴史は、どこかで必ず日本に繋つながってるのね……」

　シエラは、しみじみと言った。

「いいこと言うな、そのとおりだ。奈な良ら・東とう大だい寺じの正しよう倉そう院いんにある宝ほう物もつの香木『蘭らん奢じや待たい』もベトナム産だし、ガラスの器はペルシャ産……」

「わたしのランプも聖櫃アークも、よね？」

「そうだ、全すべての歴史が日本に繋がってる。だから考古学は面白いんだ、歴史を知ることは自分自身を知ることでもあるんだ」

　陣は目を輝かせて語る。その視線の彼方かなたにはるかな歴史を見ているときの、いつもの熱い目だ。その目を見て、シエラはホッとした。

「庶民……考古学の話が出てくるっていうことは、いつもどおり元気になったのね」

　シエラに言われて、陣はハッとする。

「そう……だな。おかげで、一瞬だけど忘れられたみたいだ」

「何を忘れられたって？」

「夕ゆう也やのことさ」

　陣じんはようやくシエラに語った。シエラは、「ああ」と納得した。

「そっか……。宇う多た田だくんの話が出たから、それで急に態度がおかしくなったのね」

「心配してたって、どうにもならない……俺おれにできることは、少しでも早くヘロディオンに行って、あいつを塩の柱から元に戻してやることだけなんだって、わかっちゃいるんだ。愚ぐ痴ちったり落ち込んだりしてても何も変わらないってわかっちゃいるのに、ふと思い出すとたまらなくなるんだ。俺みたいにつきあいにくい奴やつの友達になってくれたこととか、でもあいつがもし俺の友達でなきゃ、いっそ俺が考古学に興味なんて持ってなきゃ、聖櫃アークを奪いにきたサロメに遭遇して塩の柱にされることも無かったのにって……」

　陣は額を押さえ、うつむいた。顔が見えない。でも、黄金色のハス茶の上に、ぽちょんと小さな波紋が生まれていた。

（庶民……泣いてるの？）

　シエラは思ったが、指摘しなかった。ハンカチは持っていたけれど、渡そうかと一瞬思ったものの、やっぱりやめた。

　シエラも使用人に決して涙を見せない。広い屋敷の中で両親と何日も話をしなくてどんなに寂しくても、涙は自分の部屋で、誰だれにも見せずに流した。使用人たちを心配させたくない……という、セレブとしてのプライドだった。

　だからこそ、他人のプライドもシエラにはよくわかる。陣が泣いていることを指摘すれば、陣のプライドを傷つけてしまうかもしれない、と思って黙っていた。

　夕ゆう也やが塩の柱に変えられたのは、百パーセント陣の責任である。聖櫃アークを隠すために寮の部屋に置いたことが、全すべての原因だった。その責任を陣が感じていることと、いつ塩の柱が何かの事故で崩れて夕也が死んでしまうかもしれないという不安が、黙っていてもひしひしと伝わってきて、シエラも辛つらかった。

　陣はしばらく、声も無くうつむいて肩を震ふるわせていた。十分ほどして、陣はようやく落ち着いたのか、顔を上げた。目がまだ少し赤かったが、陣ははにかむように苦笑した。

「……悪かったな、座ざ堂どう。急に黙っちまって」

　シエラは答えず、ただ悲しげに微笑ほほえんで首を横に振った。

「ありがとうな……。俺のこと、心配してくれて。両親がいつも発掘旅行で留守だったから、俺を心配してくれるのは愛あい花かか夕也ぐらいで……」

　愛花は、陣の幼おさな馴な染じみで中等部一年生の少女である。今は日本で陣の帰りを待っている。

「庶民だって、夏バテしてたわたしを心配してくれたじゃないの。セレブは、他人に借りを作らないものなのよ」

「ありがとう、座堂」

　礼を言った後で、陣はハッとした。

「しまった。俺、今少しおまえに感謝してるんだけど……魔神モードじゃないから、今から感謝してもレベル上げにならないじゃないか」

「あっ」

　シエラが青ざめた。

「そ、そうだわ！　庶民を元気にしてあげることで感謝されて、感謝ゲージが上がって魔神レベルが上がるという、セレブならではの完かん璧ぺきな計画を立てなくてはならなかったのに！　ヘロデ王と戦う前に、レベルＭＡＸまで上げないといけないのにー！」

「つまり……おまえ、魔神レベル上げのためじゃなくて、ほんとに俺おれのことを心配して外に連れ出したんだよな」

　陣じんは優しい瞳ひとみで、嘆いているシエラを見つめた。シエラは涙目になりながら、くすんくすんと鼻を鳴らして陣を見つめる。

「うっかりしてたのよ」

「それだけ、俺を心配してくれたんだよな」

　陣が微笑ほほえんだ。シエラの顔が、ぼっと火がついたように赤くなる。

「もう一度言うけど、心配してくれてありがとうな、座ざ堂どう」

「なっ……何よ！　今感謝したってレベル上げの役には立たないってわかってて、どうして無駄な感謝をするのよ！　わけわかんない！」

　シエラは照れ隠しなのか、いつも以上にかみついた。でも、その前にシエラが陣のためにどんなに気をつかったかわかっているので、陣は腹が立つというより、ほほえましい気持ちになって、また微笑んだ。

「まあまあ。今度いつ感謝してもいいように、魔神モードになっておこうか」

　と言って、陣はポケットから魔法のランプと「ソロモンの指ゆび環わ」を取りだした。

　六ろく芒ぼう星せいの刻印のある指環は、ありとあらゆるものを「封ふう蝋ろう」のように封印し、また解放する力を持つ。指環をはめてランプをこすると、紫色の煙がぼわんと立ちのぼった。

　煙の中から、メイド服姿のシエラが現れる。ニーソックスにミニのエプロンドレスといういつものいでたちで、シエラは赤くなってスカートのすそを押さえた。

「ちょっ……！　こんな観光地でメイド服なんて、変人だと思われちゃうじゃない！」

「大丈夫さ、もう少し奥のほうの遺跡に行けば誰だれもいないはずだし」

　と、陣は寺の裏手の林を指さした。シエラが首をかしげる。

「遺跡って……ここが遺跡じゃないの？」

「この寺はそんなに古い時代のものじゃないんだ。俺が昔読んだ本によると、あっちのほうに古い時代のチャンパ王家の遺跡があるらしい。そっちなら人目が少ないはずだ」

「人目が……少ないの？」

　シエラは鬱うつ蒼そうと茂る亜熱帯の林のほうを見て、少しためらう。緑が深くて視界がきかなそうだ。シエラがためらっているのに気づいて、陣は慌あわてた。

「あっ、いや！　遺跡に行くだけだって、変なこと考えるなよ！」

「べっ、別に変なことなんて考えてないわよ！」

　図星だったので、シエラは真っ赤になって反論した。

　結局最後は口くち喧げん嘩かになりながら、二人は林の中に入っていった。



　だが……遺跡にやってきた陣じんは、愕がく然ぜんとした。

　遺跡は、四角く切った石を積んで造った、低い階段状ピラミッドのような建物だった。しかし、木こっ端ぱ微み塵じんに破壊され、砕けた石が四方に飛び散っている。

　遺跡を飾るクメールの特徴を持つ細身で女性的な仏像たちは、奈な良ら・興こう福ふく寺じの阿あ修しゆ羅ら像を思わせる。その美しい仏像たちも、無残に砕かれていた。

「……何だ、これは」

　陣は呆ぼう然ぜんとして立ちつくす。シエラは、落ちていた仏像の手首を拾いあげた。折れた部分が風化しているので、かなり以前に破壊されたものらしい。

「おかしいわ。この手首、あちこち焼け焦げたような、黒いべっとりした炭が……」

　シエラの言葉を聞いた瞬間、陣の顔からサッと血の気けが引いた。

「……そうか。ベトナムの遺跡は、ベトナム戦争で破壊されてたんだ」

「ベトナム戦争、知ってるわ。ランボーが行ったやつでしょ」

　学校では取り巻きたちの手前、詩人のランボーを好きだと言っているが、実は映画のランボーが好きなシエラが顎あごに人差し指を当てながら言った。

「何だか信じられないわ、町はあんなに栄えて平和そうで、近代的なビルもたくさん建っているのに……。ランボーが行ったんだから、そんなに昔のことじゃないんでしょ？」

「ああ。ほんの三十年前だ。一般人がいっぱい殺されて、森も村も焼き払われた。貴重な遺跡も多くが失われた……」

　陣は、頭をかかえる。シエラは心配して、陣の隣に座った。

「どうしたの、庶民。大丈夫？」

「ちっぽけな人間の欲望が、千六百年以上も積み上げられてきたチャンパ王家の歴史や、人々の技術や芸術や信仰……そんな貴重な考古学的遺産を、爆弾ひとつでぶっ壊してしまうなんて、人間ってのは何てバカなんだ」

　陣は、シエラが持っていた仏像の手首に手を伸ばす。

「『戦争は歴史を作る』なんて嘘うそだ。どんな戦争も、歴史を破壊するだけだ」

　陣は、ひびだらけの仏像の手首を両手で何度も撫なでた。そんなことをしても、砕けたひびも破壊の歴史も元には戻らないことがわかってはいたが、そうせずにはいられなかった。

（もうっ、せっかく庶民が元気になったのに、何戦争なんか起こして文化財を破壊しちゃってくれてるのよ！　庶民がまた宇う多た田だくんのこと思い出しちゃったじゃない、戦争起こす人のバカバカバカ！）

　シエラは、悲しそうな陣じんを見てじりじりする。

（でも……庶民の性格だもの、そんなかんたんに忘れられやしないわよね……。庶民はただ考古学が好きなだけだったのに、それが結果的に宇う多た田だくんを、聖櫃アークをめぐる争いに巻き込んでしまった責任を感じてるんだわ……）

　陣の心の痛みがシエラにも伝わってくるようだった。辛つらくて切なくて、そんな陣の表情は見たくない、とシエラは思った。

「大丈夫よ。宇多田くんはこんなバラバラにはならないわ、その前にわたしたちが絶対に助ける。そうでしょ？」

　シエラは陣を励ました。陣はためらうように視線をそらす。

「悪い、また蒸し返したな。でも、暇してるせいか、悪いことばかり考えちまうんだ」

「きっと元に戻せるわ、わたしも頑張る。宇多田くんはわたしにとっても友達だもの」

「たとえば、もし大きな地震でも起こって塩の柱になってる夕ゆう也やが崩れたら、とかさ」

「ニコライがきちんと梱こん包ぽうしたから、大丈夫よ」

「あのニャロメとやらが追いかけてこないのも、それはそれで心配なんだよな」

　このシリアスな状況でしつこく間違っているようだが、ニャロメではなくサロメである。

　シエラは、陣が何を心配しているのか理解できず、首をかしげた。

「どうして？　ニャロメが追いかけてきたら、攻撃されまくって息をつくひまも無いじゃないの。そのほうが心配よ」

「俺おれたちを見失ったニャロメが『人質』を取るか、もしかすると単なる腹いせで夕也をぶっ壊してしまうんじゃないか……とか考えちまうんだよ」

「それも大丈夫よ。西安シーアンでニャロメに襲われたとき、庶民が宇多田くんのことをけっこう大事だ的なカミングアウトしたわよね」

「カミングアウトって言うな、誤解されるだろ！」

「まあとにかく、あの庶民の発言でニャロメは、宇多田くんの存在がわたしたちにとってアキレスのかかとだということに気づいたはずなのよ。もしかして宇多田くんを狙ねらうかもしれないってことぐらい、わたしもとっくに気づいてたわ、だからメアリーに電話をかけて、座ざ堂どう家の全力を挙げて隠すように頼んでおいたのよ。だから今ごろ宇多田くんは、絶対安全な場所に移動しているわ」

　得意げにシエラが語った。陣は呆ぼう然ぜんとして、えへんと胸を張っているシエラを見つめる。

「て……天才だな、おまえ！」

「フッ、当然よ。庶民と違ってセレブのわたしは、常に『暗殺』『誘拐』にはとくに気をつけているもの」

　陣の頬ほおに血の気けが戻っているのを見て、シエラはにこっと笑った。

「今度こそ、やっと元気出たみたいね」

「ああ。ありがとうな、座ざ堂どう」

　陣じんがシエラの頭に手を伸ばそうとしたが、シエラがはっしとその手を止める。

「？　どうした、せっかく感謝しようと思ってるのに……」

「そんなちょっとだけの感謝じゃ、魔法書の一ページ分にも足りないわよ」

　と、シエラはエプロンのポケットから魔法書を取り出した。魔法書は一度失われて、現在「再発行中」である。表紙と二十枚ほどの白紙が閉じられているだけで、中には何も書かれていないし、薄っぺらくて裏表紙もないものだった。

「もっともっと感謝を溜ためて、ヘロデ王と戦うまでにレベル上げて魔法書のページを全部そろえて、いっぱい魔法をゲットしておかないと負けちゃうわ。ＲＰＧならレベルＭＡＸで伝説の武器を手に入れて、ラスボスを一方的にボコ殴りして、完かん璧ぺきかつ完全に勝つことこそセレブにふさわしい戦い方でしょ？」

「やばいな。俺おれ今一瞬、ラスボスに同情した」

「そうでなくても、ニコライは今回の旅を通じて、着々と執事レベルを上げているっていうのに！　どんどん差をつけられて、焦っちゃうじゃない」

「ニコライのは、無駄なパラメーターばっかり上がってるだろ」

　陣は足もとに転がる、破壊された石仏の体の一部を見下ろした。

「でも確かに……俺たちは『絶対』勝たなくちゃいけないんだよな。おまえが言うように、完璧かつ完全に勝たなくちゃ、誰だれかを守ることなんてできない」

「そういうことよ、だからわたしのレベル上げに貢献しなさいってわけ。何か頼みたいことでも考えたら？」

　シエラが腰に手を当て、陣の顔をのぞきこんだ。陣は、うーんと考えこむ。

「いきなり言われても、特に無いけど……」

「『特に無い』じゃ困るわよ。わたしに思いっきり感謝して、まだまだページが足りない魔法書の残りページを一気に全部そろえちゃうぐらいのスペシャルな願いごとを考えなさいよ」

「じゃあまずは、ご主人様とランプの魔神というヒエラルキーをそろそろ認識して、その上から目線な態度をどうにかして欲しい」

「またまたご冗談を」

「思いっきりスルーかよ」

「あっそうだ、いつも考古学の本ばかり読んで肩がこってるんじゃない？　肩叩たたいてあげるわ」

「えっ……い、いや、いいっておい！」

　戸惑う陣の後ろに回り込んで、シエラは陣の肩をとんとんと叩きはじめる。

「どう、庶民？　気持ちいい？」

　陣じんは遺跡の石段に座り、シエラはその後ろに正座している。シエラの姿が見えないと、かえって背後の彼女の存在感を意識してしまう。

「どうなの、庶民？　気持ちいいの？」

　石せつ鹸けんの清せい楚そな香りや、長い髪が動くたびにサラサラとかすかに立てる音、静かな息づかい、自分の背中とシエラの胸のあいだのわずかな空間を伝わってくる、もどかしいような温かさ。

「気持ち良くないの？」

　シエラがさっきから尋ねているのに、陣はドキドキしてしまって返事を忘れている。

　シエラは小首をかしげて少し考えていたが、ぎゅっとこぶしを強く握にぎって、力任せに叩たたきはじめた。

「えい！　えい！　えい！」

「いて！　いて！　やめろっ、おいそれ骨っ、骨の上っ！」

　陣は飛びあがって、悲ひ鳴めいを上げた。



　一方、まだ香港ホンコンに残っていたサロメのもとには、捜索に出していたドクロたちが戻ってきていた。

『サロメ王女。香港じゅうをくまなく探しましたが、〈ソロモンの知恵者〉らは見当たりません』

　ドクロたちは疲れ果て、意気消沈していた。サロメはぎりぎりと爪つめを噛かむ。

「奴やつらめ、すでに香港から出たか……！」

『もう少し手を広げて探してみましょうか』

「無理だ。そなたらは、わらわの魔力でひとときの命を与えられてるだけの生骸ゾンビにすぎぬ。わらわから遠く離れ魔力が弱まれば、もとの骸むくろとなって砕け散り、風化して果てるだろう」

　高い木のこずえの上に座りこんで考えているサロメの周囲を、百個のドクロは心配そうに飛びまわった。

『サロメ王女。こうなれば、ヘロデ陛下のお知恵をたまわるしかないのでは……』

「それはできぬ！　今もお体が動かず、いつ寝首をかかれるやもしれぬ状態で御身を案じておられるヘロデ王に、わらわごときの失態でこれ以上のご心配はおかけできぬ……！」

　考えこんでいると思いきや、こずえの上で肩を震ふるわせているサロメの前にドクロが回ると、彼女は泣いていた。吊つりあがった大きな目からぽろぽろと涙がこぼれ、色白の鼻の頭が真っ赤に染まっている。

『サ、サロメ王女。そう落胆しないでください』

　強大な魔力を誇るといえども、サロメは十六歳ほどの少女にすぎない。気丈に見えながらも、しゃくり上げているサロメにどう対すればいいのかわからず、ドクロたちはおろおろしながら周りを飛びまわったり、顔を見合わせてこそこそと相談しはじめた。

『おい、泣いちゃったよ。どーすんよ』

『ちょっ、俺おれに振るなよ。女の上司はジャンヌ・ダルクでこりごりだっての』

「ふがいない。もしわらわが『ソロモンの知恵者』たちを見失ったせいで、ヘロデ王にもしものことがあったら、わらわはどうすれば……」

　サロメはしくしく泣いている。ドクロのひとつが、慌あわてて案を出した。

『あっ……そ、そうだ！　何もこちらから追いかけることはないのです、かくれんぼで相手が見つからないときには、〈おびき出す〉という作戦があるではありませんか！』

　サロメは涙を指でぬぐいながら、不審そうな目を向ける。

「『おびき出す』？」

『そうです。必死こいて探すより、〈もう探すのやーめた、おやつ食べに行っちゃおー〉と聞こえよがしに言うのです。そうすれば隠れていた奴やつは、慌てて自分のほうから飛び出してくるのです』

「そなた、子供のころ友達に『やな奴』と呼ばれていただろう」

『憶おぼえていらっしゃいませんか、中国の神しん聖せい皇こう帝てい陵りようで、あの〈ソロモンの知恵者〉……新あら木き陣じんが言ったことばを』

「ニャロメって呼ばれた」

　思い出すと、サロメの目からまたじわりと悔し涙がにじむ。

『……じゃなくて。新木陣は日本で寮を攻撃したとき、塩の柱となった宇う多た田だ夕ゆう也やに対し、さほど心配するそぶりを見せなかった。しかし、それは奴を人質に取られまいとの計算からの行動だったではありませんか。本当は、宇多田のことが大事だったのだと』

「だから、何だというのだ？」

『すなわち、ここはいったん日本に戻り、宇多田夕也を探すのです。奴は塩の柱、少々の震動を与えても崩れて死ぬ身です。宇多田夕也を人質にして新木陣たちをおびき寄せるほうが、奴らを探すよりずっと早いではありませんか』

「……おお、なるほど。そなた、脳ミソちっとも無いのに頭が良いな」

『あれ、おかしいな。また目から汗が……』

「よし、こうしてはいられない！」

　サロメは涙をぬぐって、ぽんと両手を叩たたいた。

「皆の者、宇多田夕也を探しにゆくぞ！」

　サロメは「死者の書ネクロノミコン」を広げ、大地に向かって呪じゆ文もんをとなえた。

「永遠に横たわると見えるもの、しかれどもそは死者にあらず。五ご芒ぼう星せいの力弱まりしとき、驚異なる永えい劫ごうの時を経て、死すら死を迎えん！」

　大地が激しく揺れた。大きく土が盛りあがり、鳥のような姿をした巨大な化石の恐竜が飛びだした。鋭するどい牙きばが生えている。ドクロたちが驚き、あわてて逃げだした。

『ひー！　怪獣！』

『お助けー！』

「うろたえるな、ただの翼竜だ。海を越えるには、相応の『乗り物』が要るからな」

　翼竜の化石は、サロメの前でかしこまるようにうずくまった。翼長十メートルにもなる、プテラノドンの化石のようだ。

　香港ホンコンがある中国南部では、恐竜の化石が多数発掘される。翼竜はサロメの前に胸部をさらすと、肋ろつ骨こつを開いた。サロメはまるでヘリコプターのコクピットに乗りこむように、翼竜の肋骨の中に入る。サロメが乗りこむと肋骨が閉じられ、化石の翼竜が飛びたった。

「行くぞ」

『グオオオン！』

　翼竜がサロメにこたえる。ドクロたちは怯おびえて、数歩下がりながらついてきた。

　化石の翼竜は海を越え、日本へと向かった。



　そのころ、陣じんはまだシエラに力いっぱい肩を叩たたかれているところだったが、突然ぞくっと背筋に冷たいものが走って、体を震ふるわせた。

「な、何だ……。今、何か嫌な予感がしたが……」

「失礼ね。わたし、今日は殺意なんて抱いてないわよ」

「『今日は』って言っちゃったな」

「で、嫌な予感って何よ？」

「うん、まあ……ちょっと夕ゆう也やのことが、気になってさ」

　陣はシエラを振りかえる。シエラは呆あきれて、腰に手を当てる。

「またっ？　わたしが大丈夫だって言ってるのに、まだ何か心配なの？」

「いや、そういうんじゃなくて。さっきまでの単なる心配と違って、嫌な気配を感じたっていうのかさ……」

　歯切れの悪い陣に、シエラは頬ほおをぷくっと膨らませ、膝ひざを抱えて石段に座った。

「同じじゃない！　宇う多た田だくんは幸せよね、いつも庶民の心の中を独り占めにしてるなんて」

「おいおい座ざ堂どう、だからそういう誤解を呼ぶような冗談はやめろよな」

「冗談じゃないわよっ！」

　シエラは怒って、ぷいっとそっぽを向いてしまう。

　せっかく陣と二人でちょっぴりデートムードだったのに、陣が夕也のことばかり話すので、どうもシエラはムカムカしていた。何だかんだといっても陣はいつも夕也と仲がいいし、夕ゆう也やの頼みは断らない。今まで本音を言えなかったシエラが本音でつきあえるのが陣じんだとしたら、今まで本ばかり読んで人嫌いの気もあった陣と積極的に友達になったのが夕也だ。

（ありえない！　学園じゅうの男子から憧あこがれられている、可愛かわいくてセレブなわたしが、男の宇う多た田だくんにヤキモチを焼いてるなんてありえない！）

　夕也のことばかり考えている陣にも腹が立ったが、そんな自分にも腹が立って、シエラは背中を向けたままプンスカ怒っていた。

「……？　何いきなり怒ってんだ？」

　シエラに振り回されるのはいつものことだが、相変わらず彼女の考えていることがさっぱりわからなくて、陣は首をかしげていた。



　ところで、そんな陣の心配は、決して考えすぎでも杞き憂ゆうでもなかった。

　日本……春はる紗しや学園寮のすぐ近くを、サロメが歩いていた。

　むろん、ヘロデ王が復活する前に自分の存在を公にすることは、ヘロディオンに陣たち以外の敵をも呼びよせてしまう危険がある。そのため、赤い七枚のスカーフという特殊な服装ではなく、日本の「一般的な女子高生」の服を着ていた。

「……本当に、この服装がわらわの年とし頃ごろの、一般的な日本人の服装なのか？」

　サロメは、ためらいがちに歩いている。背中に「祭」模様のうちわをさした超ミニスカ浴衣ゆかたは、平日の街まち中なかを歩くには思いっきり目立っていて、道行く人々が振りかえる。真珠の首飾りは浴衣に似合わない、というドクロたちの意見で髪飾りになっていた。翼竜の化石はいったん召喚を解除し、土の中に戻して隠していた。

　真珠の姿をしたドクロたちが、だらしない笑みを浮かべながら口々に答える。

『もちろんですって！　あっ、襟えり元もとはもう少し開き気味に着こなさないとイモいですよ』

「日本人というものは、妙な格好をするものだ。世も末だな……ヘロデ王が復活されたら、真っ先にこの国を破壊していただかなくてはな」

　どう考えてもドクロたちに騙だまされているのだが、サロメは気づいていない。ドクロたちは小さな声で『眼がん福ぷく眼福』とか言いながら、ミニスカ浴衣のすそからのぞく白い足や、はだしにはいた赤い鼻緒の下げ駄たを、心ゆくまで鑑賞していた。

「さて……宇う多た田だ夕也の塩の柱は、どこにあるのだ？」

　サロメはため息をつきながら、顔を上げた。

　東とう京きように着いてすぐドクロたちを偵察に行かせたが、寮にはもう無かった。それなら座ざ堂どう家かとも思ってドクロたちを向かわせたが、そこにも無かった上に、探索途中でメイドたちにゴキブリと間違えられてホウキでびしばしとさんざんに叩たたかれ、ほうほうの体で逃げ帰ってきた。

「いったい、どこに隠したのだ……」

　サロメは困って、うちわを口元に当てる。そのとき、背後から彼女の肩を叩いた男がいた。振りかえると、若い男二人組である。暑いのに詰つめ襟えりでドレスのように裾すその長い学生服を着ていて、片方はリーゼントで口には先に葉っぱのついた小枝、もう片方は丸刈りにサングラスに鉢はち巻まき。ズボンは、片方に人一人入りそうな太いドカン型。どう見ても、はるか昔に絶滅したはずのヤンキーである。

「おう、おめえ可愛かわいいのう。ちょっとワシといっしょにお茶しろや」

　リーゼントがサロメの腕を後ろからぐいっとつかんだ。だが、サロメは振りかえりもせず、立ち止まったまま無視している。丸刈りのほうが、太いズボンのポケットに両手をつっこみながらサロメにすごんだ。

「おうおうアマ、もったいなくも鬼おに瓦がわら先輩がお声をかけてくだすってるんだぜぇー？　ガン無視ってのはどういう了見だコラァー？」

「おう、返事ぐらいせんかコラァー！　お茶はコーヒーか紅茶か、アイスかホットか、レモンかミルクか、どっちがええんじゃあーッ！」

　ふっ、とサロメは小さくため息をついた。

「騒がしいな。この類人猿モドキどもが、わが崇すう高こうなる王ヘロデと同じ人類だとは信じられぬ。だが今は騒動を起こすわけに行かぬ。特別に今の無礼は許してやるから、わらわから百メートル以内に近寄るな」



    

  
    
      



    

  
    
      「なっ、何だとこのアマーっ！」

　丸刈りがどなってサロメの肩につかみかかった瞬間、サロメはくるりと振りかえった。赤い目が冷ややかに光る。髪に巻いた真珠の首飾りから真珠がひとつ外れて、丸刈りの額を弾丸のように打った。

「ぐおお！」

　丸刈りは吹っ飛ばされ、アスファルトの地面にドオッと倒れる。

「お、おい、急に倒れてどうしたんじゃあ！」

　仰あお向むけになってピクピクしている丸刈りを見て、リーゼントは焦る。無視してスタスタと歩きだしたサロメの肩を、リーゼントが慌あわててつかんだ。

「こら待てや！　まだワシのお誘いにＯＫしとらんじゃろうがーッ！」

「……面倒だな。死なねばわからんのか？」

　サロメが、手に持っていた和柄のきんちゃく袋から「ソロモンの鎖骨」と呼ばれる悪魔召喚書を取りだした。悪魔を召喚してリーゼントを殲せん滅めつするのは良いとして、自分がヘロデ王の側そばにいないところを誰だれかに目撃されたら、ヘロデ王が危険になる。それを防ぐためには、視界に入る範囲の人間は全すべて皆殺しにする必要がある……と、サロメは考えた。

（ソロモン七十二柱の悪魔の中でも最強のひとりアモンを召喚し、周囲一帯を焦土と化すか……）

　リーゼントが、逆五芒星ペンタグラムが表紙に描かかれたその本をのぞきこむ。

「何じゃその本は、星占いの本か？　ワっ、ワシのナンパをＯＫして相性を占うつもりか？　ちなみにワシはロマンチストの乙女座じゃ！」

　誤解して鼻息を荒くしているリーゼントを完全に無視し、サロメは表紙の逆五芒星ペンタグラムを指でなぞりながら、呪じゆ文もんをとなえはじめた。

「アグロン、テタグラム、ヴァイケオン、スティムラマトン、エロハレス、レトラグサンマトン、クリオラン、イシオン、エシティオン、エクシスティエン……」

「何じゃ、恋のおまじないか？　ワシもやっとるぞ、ほら、小指の爪つめにピンクのハートを描いてナンパすれば千パーセント大成功じゃ！」

「エリオナ、オネラ、エラシン、モイン、メフィアス、ソテル、エマヌエル、サバオト、アドナイ。我、汝なんじを召還す……」

　サロメは、胸の前で逆十字を切った。あと一言「然りアーメン」ととなえれば、フクロウの頭を持つ悪魔アモンが現れて、その口から吐く火で半径数百メートルを一瞬にして焦土と化すはずだ。

　報道が発達している現在、むしろそんな大事件を起こしたら原因究明や責任問題で大騒ぎになってヘロデ王の存在まで暴かれかねないのだが、サロメは二千年間ヘロディオンの墓所で眠っていて、ついこのあいだ復活したばかりである。そのため「目撃者を全部消せば口封じおしまい♪」と単純に考えていた。

「おい、恋のおまじないはそのへんにして、ワシとデートせえ！　超オシャレなスイーツ食わす、ええ店知っとるんじゃ。フレンチのパティシエが作るクリーミィなクレームブリュレが最高なんじゃ！」

　しつこく一人で盛り上がってサロメの肩を放そうとしないリーゼントに、サロメは迷わず最後の呪じゆ文もんをとなえようとした。

「然アーメ……！」

　その瞬間、サロメたちのほうに何かが飛んできた。

「っ？」

　サロメはとっさに頭を下げて避よける。飛んできたのは、ツッカケ……サンダルではなく、あくまで「ツッカケ」だった。

「うごぉ！」

　ツッカケはリーゼントの顔面にめりこんだ。その勢いで、リーゼントが後ろに吹っ飛ばされる。

「な……何だ？」

　さすがのサロメも、ツッカケの意外な破壊力に冷や汗を流した。飛んできたほうを見ると、スタイルはいいが間違った英語のロゴ入りＴシャツがどうもおばちゃんくさい少女……安あん藤どう奈な津つが、投球フォームの余よ韻いんを残して立っていた。

　奈津は春はる紗しや学園中等部三年生で家庭科部の部長、自称「料理のうんちくなら右に出る者はいない」らしい。彼女の隣にはゴスっぽい黒ビニールレザーの服を着た高等部一年生で軽音楽部の毒どく呂ろ説せつ子こが、買い物の紙袋を持ってつまらなそうな顔で立っていた。

「やれやれ、あたしたちにはかかわりのないことだから放ほうっとけって言ったのに」

　と、説子は面倒くさそうにつぶやく。

　基本的に接点の無い二人だったが、オリジナルグッズを作りまくるほど大好きな夕ゆう也やがいなくなって一人で寂しい説子と、後輩の香か住すみ愛あい花かが帰省してしまって寂しい奈津の二人が先日たまたまデパートで遭遇してから意気投合し、長い夏休み、けっこう一緒に遊びに行くようになっていた。

「フッ……主婦のツッカケはゴキブリ駆除の最強ウェポンですよ、毒呂先輩。そこのあんた、だいじょうぶだった？」

　奈津が白い歯をきらりと光らせて笑う。サロメは、ムッとした。

「待て、このわらわを助けたとでも思っておるのか？　思いあがるな、人間ごときに助けられなくてもわらわは……！」

　サロメが反論しかけたとき、顔にツッカケの痕あとがくっきりとついているリーゼントがゆらりと起きあがった。

「よ……よぐもやりゃあがっだな！　ごむずめども、ぶぢごろずうううう！」

　逆上したリーゼントが奈な津つに襲いかかった。

「何よ、あたしとやる気だっての？」

　奈津は気丈というか無謀というか、もう片方のツッカケを脱いで、これを武器に戦う気マンマンだ。だが、体格的に勝ち目がないのは目に見えている。サロメは呆あきれた。

（人間はやはりバカな生き物だ、相手にかなうかどうかの見極めもできぬまま喧けん嘩かを売るような愚を犯しおって……）

　このままでは確実に奈津はボコボコにされる。自業自得でサロメには無関係ではあるが、たかが「人間」ごときに助けられて身代わりになられるのはサロメのプライドが許さない。かといって、敵視している「人間」を助けるために戦うのもまたプライドが許さない。

　どうすべきかサロメが迷っていると、ふと今までじっと無口に傍観を決めこんでいた説せつ子こが口を開いた。

「今時リーゼントに長ランにドカンってあんた、バッカじゃないの？」

　説子はリーゼントを、やる気無さそうに指さして指摘する。今にも奈津につかみかかろうとしていたリーゼントは、心をえぐるような鋭するどい言葉にピクッと動きが止まった。

「べ……別に、ワシがどんなファッションをしようとワシの勝手じゃろうがぁぁッ！」

「あんたの勝手？　道の真ん中で裸で歩いてる人間がいたとして、『自分の勝手』で通用すると思う？　警察に逮捕されるに決まってるでしょ、つまり『見苦しいものを他人に見せるということはそれだけで罪』なのよ」

　説子は冷ややかに言葉を続ける。リーゼントが、震ふるえながら涙目になって反論した。

「み……見苦しくなんか……ないもんっ」

「そうね。どんなに見苦しい豚でも、豚は自分を豚だとは思わないものだものね」

　さらり、と説子がショートの髪をかき上げた。その冷ややかな視線と言葉は、氷の刃やいばよりも鋭くリーゼントの心臓をえぐる。

「わーん！」

　リーゼントは目から涙を噴き出しながら走って逃げた。

　サロメは呆ぼう然ぜんとして、それを視線で追っている。

「な、何だ、この娘は……。わらわが使う破滅の呪じゆ文もんよりも強力に確実に、人の心を折る言葉を操るとは……」

　冷や汗がたらりと流れた。奈津が落ちているツッカケを拾って、説子に言った。

「いやー、さすが毒どく呂ろ先輩の毒舌攻撃はあたしのツッカケより強力ですねー」

「攻撃？　見たままをありのままに言うことが攻撃になるの？」

「うーん、毒舌毒舌」

　ふと奈な津つは、呆ぼう然ぜんと立ちつくしていたサロメに声をかけた。

「あんた、このへんで見かけない子ね。どこ中ちゆう？」

「ちゅ……中とは何だ？」

「そんなヒラヒラした格好でウロウロしてちゃ、またああいうスケベ野郎に声かけられちゃうよ。おしゃれしたい気持ちはわかるけど、ちょっと抑え目にしといたほうが学生らしくていいと思うなー」

　軽く説教するところがおばちゃんくさい奈津である。注意されて、サロメはムッとする。

「わらわに意見するつもりか？　わらわはそなたごとき、一瞬で消し飛ばせるのだぞ」

　サロメは奈津を睨にらんでつぶやいたが、奈津はくるっと背中を向けて、

「あー今の人助けでおなかすいた！　毒どく呂ろ先輩、『アルフライラ』に連れてってくださいよー」

　と、説せつ子こに声をかける。サロメは激怒した。

「そなたっ！　人の話を聞かぬかっ！」

「あんた、後ろで何わめいてんの？　助けてもらってありがとうの一言も無いとか、親の顔が見てみたいわね」

　説子が腕組みをして、冷ややかな目でサロメを見つめる。サロメはぐっと黙った。

　本当なら「別に助けてくれなど頼んでおらぬ！」「自力であれしきのチンピラ何とでもなったわ！」などと反論したいところである。だが、心の中で警けい鐘しようが鳴った。

（……だめだ！　今ここでこの小娘に反論すれば、さっきのチンピラが泣きながら逃げたように、百倍ぐらい言い返されてスンスン泣かされることは必至！　むろん破滅の魔法でこやつを消し飛ばすことは可能だが、魔法には発動時間というものがある。呪じゆ文もんの詠えい唱しよう中にあの毒舌攻撃を食らえば、呪文を唱え終わるより先に、わらわの精神力が０に削られるかもしれぬ！　それは避けたい、あの攻撃を食らうことだけは絶対避けたいっ……！）

　サロメは脂あぶら汗あせを流しながら、息をのみ、プライドを折って口を開いた。

「あ……ありがとう……」

　死ぬほどの屈くつ辱じよくだと思った。サロメは両手を拳こぶしに握にぎり、肩をぷるぷる震ふるわせている。

　ふと奈津が、両手で彼女の肩をほんわりと包みこんだ。サロメは、はっと顔を上げる。

「ねえ毒呂先輩、この娘こも『アルフライラ』に連れてってあげましょうよ」

「その娘も？」

　冷ややかな視線を向けられ、サロメはぞっと震えあがる。

「だって夏休みの真っ昼間から一人で浴衣ゆかた着てウロウロしてるし、何か口下手で友達いなさそうだし」

「べ、別に友達ぐらいいる！　百人ぐらいいる！」

　サロメは赤くなって反論した。百人というのは、彼女の手下である百個のドクロのことである。

「まあまあ、一緒に来れば『究極の主婦の知恵』を教えてあげるよ」

　強引に奈な津つはサロメの肩を押した。振り払おうと思えば振り払えそうだったが、そのとき説せつ子こがくるりと振りかえってこちらを見ている視線にサロメは気づいた。説子の目は冷ややかだ。明らかに「無む邪じや気きな奈津の好意を無駄にするようなことがあれば、心が折れるまで毒舌攻撃開始するけど覚悟しとけ」とその目が語っている。

　サロメはごくりと息を飲みこむ。奈津の言うがままになるしかなさそうだった。サロメは奈津に肩を押されながら、唇を噛かむ。

「なぜこんなことに……。わらわは、『あの男』を捜さねばならぬのに……」

「なになにっ、誰だれか好きな男子いるのっ？　その子捜してるのっ？　ところであんた、名前は？　ちなみにあたしは安あん藤どう奈津、そっちは毒どく呂ろ説子先輩ね」

「サロメだ」

「叉さ路ろ芽め田ださん！　アンドロメダみたいで素敵な名前だね」

「その無理矢理な聞き間違いはどうかと思うが。あと喩たとえも何だかおかしいぞ」

「叉路芽田さんが好きな男子ってかっこいいの？」

　奈津に聞かれて、サロメはぱっと頬ほおを赤くした。胸の中に、ヘロデ王の姿が浮かんだ。

「す……好きだなんてそんな、恐れ多いっ！　尊敬しているのだ、心から！」

「へー、尊敬。ってことは部活の先輩？　あたし年上って好きになったことないからピンと来ないなあ……毒呂先輩の好きな人も、同学年ですもんねっ」

　突然話を振られて、説子は急に焦り、どぎまぎしながら答えた。

「な……何よいきなり？　同学年って何のこと？」

「だって毒呂先輩、あの人が好きなんですよね？　ライブ見てたらわかりますよー、プリティプリンセス＆サーバンツのギターの……」

　プリティプリンセス＆サーバンツとは、シエラをボーカルに置く軽音楽部のユニット名だ。キーボードが説子、ギターが夕ゆう也や、陣じんがドラムである。

　説子は真っ赤になって、奈津をにらんだ。

「あっ、あたしは別にっ、あんな奴やつのことなんてっ！」

「あ。もしかしてこのあいだ、あたしがお手伝いした抱き枕まくら……。抱き枕にしては大きすぎるなーと思ったけど、もしかしてあとで枕カバーにアイロンプリントするって言ってた模様は、まさか……」

「わーわーわー！　ストップ！　そ、そんなことよりアルフライラに行くんでしょ、混こむ前にさっさと行きましょ！」

　説子が真っ赤になって焦り、奈津の背後から口をふさぎながらズルズルと引きずって連れていった。



　そして説せつ子こと奈な津つは、「アルフライラ」にやってきた。この学校裏のペルシャ料理屋は、アルフの実家である。

「あれ？　叉さ路ろ芽め田ださん、ちゃんとついて来てくれてたんだ」

　奈津がきょとんとして、背後に立っていたサロメに言った。

「はっ！　し、しまった！　つい勢いにのまれてひょこひょこついて来てしまった！　くそっ、わらわはこんなことをしている場合では……！」

　慌あわてて立ち去ろうとしたサロメの、襟えり首くびを後ろからアルフの母・シャウカがつかんだ。

「ヘイらっしゃい！　三人様ごあんなーい！」

　金髪のショートボブヘアと浅黒い肌のシャウカは、年齢を感じさせないナイスバディとちゃきちゃきの江え戸どっ子弁がアルフにそっくりだ。サロメは、彼女の手を振りほどこうと暴れた。

「まっ、待て！　わらわは忙しいのだ、こんな物を食っている場合ではないのだ！」

「こんな物？」

　シャウカの目が、ギラーンと光る。サロメは、ビクッとした。

「ほうほうほう……あたしの大事な人しとが作った料理が『こんな物』ってぇわけかい……」

　ちなみに料理を作っているのはアルフの父、シキーンである。先代の剣の魔神だったシキーンを扱う剣士だったのが、シャウカだ。剣の魔神の剣を扱うには二人の心の波動をぴったりと合わさなければならない、すなわち……娘が十六歳になっても今なおラブラブなのである。

　シャウカの背後に嵐あらしのようなオーラが見えてサロメは青ざめ、慌てて首を横に振った。

「あ、いや。食う、食わせていただく」

　いまいち押しに弱いサロメは、震ふるえながら席についた。壁には「いつも格安あなたの胃袋の恋人・アルフライラ、スペルシャカレー挑戦者受付中。五千円のカレーを十分で完食すればタダ！」の看板が出してあった。

「これこれっ！　これぞ主婦の知恵！」

　奈津が両手をモミモミする。説子は不審そうに奈津を見つめた。

「これが目当てだったの？　大食いのいったい何がどう主婦の知恵なわけ？」

「家計に占める食費の割合を『エンゲル係数』といって、エンゲル係数を低く抑えることが賢い主婦の知恵なんですよ、毒どく呂ろ先輩」

「まだ意味がわからないんだけど」

「そこで家庭科部部長のあたしとしては、エンゲル係数を低く抑える方法を考えてきたわけです。食料品は特売の日にまとめ買いするとか、パセリは買うと余るから家庭菜園で育てるとか……でも、それだけじゃ足りない。そこで思いついた究極の方法が『大食いチャレンジで食費をタダにして驚異のエンゲル係数０計画』！」

　どーん、と奈な津つは胸を張る。説せつ子こは呆ぼう然ぜんとする。サロメはまだ、小さくなって座ったままカチカチと震ふるえているので会話には混じって来ない。

「……えーと。ツッコんで欲しくて言っているということは、よくわかったわ。で、どこからツッコめば良いのか教えてくれるかしら？」

「そこであたしは大食い能力をゲットすべく、日々努力を続けてきたんです。家計を浮かせるために努力する、これぞ主婦の鑑かがみですよね！」

「ものすごく逆方向からの努力よそれは」

「というわけで、大食いチャレンジがある店を探してたんですけど、毒どく呂ろ先輩からここの話を聞いて、連れてきてもらったんですっ♪　学校の裏においしそうなお店があるのは知ってたけど、高等部の先輩が入ってると中等部のあたしが入るのは遠慮があったんですよねー。毒呂先輩に連れてきてもらえるなんて、光栄っす！」

　奈津が照れくさそうに頭をかく。アルフライラのテーブルは和風の食堂っぽい。シャウカがお冷やを運んできた。まだシャウカが怖いサロメは、びくびくしながら俯うつむいている。

「ご注文はっ？」

　シャウカが、テーブルにお冷やを並べる。奈津が、自信まんまんで注文した。

「じゃああたし、『スペルシャカレー』でお願いしますっ！」

「えっ？　あんたみたいなお嬢ちゃんがかい？」

　シャウカは驚いて、奈津の頭のてっぺんからつま先まで見回した。説子はメニューに視線を落とし、

「あたしは……絶対にスペルシャカレーが余るから、注文は保留にしておくかな。叉さ路ろ芽め田ださんもそれでいいよね、食べ物を無駄にしちゃもったいないし」

　説子に話を振られて、サロメはどきんとした。

「え、あ、えーと……。よ、よくわからぬから、それで良い」

「そんなに気を使わなくても大丈夫なのに～。主婦の知恵で、カレーごときぺろりん♪ですよ」

　奈津は余裕の表情で笑っている。シャウカの目がそのとき、キラリーンと邪悪に光った。

「あいよっ、スペルシャ１ワン！」

　シャウカが厨ちゆう房ぼうに向かって威勢良く注文した。アルフの父・シキーンが、アラブ風の串くし焼やき肉シシカバブを猛スピードで焼きはじめる。

　アルフは、シャムシールという剣の魔神の家系に生まれた。シキーンはその先代だが、今ひとつレベルを上げきれず、包丁シキーンていどの魔神でとどまっていた。そしてシエラパパがランプの魔神の座をシエラにゆずった瞬間に魔力を失ったのと同様、シキーンもまたアルフに剣の魔神の座をゆずって、魔力を失っている。

　すなわち、現役時代ならば妖魔ダイモンを食って魔力を上げていたためサロメの存在にも気づいていたはずだが、今のシキーンやシャウカは全く気づかないまま、説せつ子こたちのテーブルにスペルシャカレーを置いた。

「うわっ」

　さすがの奈な津つも、そのボリュームに思わずよろけた。周囲にいた客たちは、夏休み中の部活に出ている春はる紗しや学園の生徒がほとんどだったが、一いつ斉せいにどよめいた。

　スペルシャカレーは、パエリア用の大きな平ひら鍋なべの上に高さ三十センチ以上の白ごはんを盛り、たっぷりカレーをかけた上に、シシカバブをウニの針のように刺している。

「す……すごい」

　見ているだけで、奈津は汗が出てきた。サロメと説子も、かなり引いている。

「そ……それは食物なのか？」

「これはさすがに無理じゃないの？」

　だが、奈津はがんこに首を横に振る。

「……いや！　あたしの究極の主婦の知恵を証明するためにも、がんばります！」

　奈津はスプーンを手に取ると、山のようなごはんにざっくりと差し込んだ。



　そして、十分が過ぎた。

　奈津は半分だけ減ったカレーを前に、うなだれていた。目の前に置かれた小さなタイマーが「ピピピピピ」と鳴った。

「はいっ、残念だったね！　失格だよ」

　シャウカが笑いながら、フライパンとおたまをガンガンと叩たたいた。

　奈津は全身から脂あぶら汗あせを吹きだし、がっくりと頭を垂れる。

「毒どく呂ろ先輩……あたし、ひとつだけ間違ってました」

「いや、いろいろ間違ってたわよ」

「主婦の心はエコ、無駄遣いを防ぐエコ！　買い物にはエコバッグ、牛乳パックは洗ってリサイクル、それこそが主婦の心！　大食いでエンゲル係数を０にしたって、それは主婦の心じゃないんですね！」

「そういうこと。はいお勘定、五千円」

　シャウカが無情に勘定書きをテーブルに置いた。奈津は、テーブルに突っ伏して泣きだした。

「うわーん！　安く済ませようとして結局無駄遣いしちゃうなんて、全然『賢い主婦の節約テク♪』じゃなーい！」

「まあ五千円って、一人なら一週間分の食費だもんね」

　説子の鋭するどい指摘がさらに奈津の胸を深く穿うがった。

「わーん！　もう大食いなんてしませーん！　お米の神様ごめんなさーい！」

「まあまあ、こんなこともあろうかとあたしは自分の分を注文しなかったわけだし、あたしとワリカンにしましょ。残ったぶんはがんばって食べてあげるわよ」

「えーん、毒どく呂ろ先輩お気き遣づかいすみません、お世話かけますー！」

「すみません、取り皿とスプーン二つずつください」

　説せつ子こはシャウカに頼んで小さな取り皿と新しいスプーンをもらうと、スペルシャカレーから、小さなペルシャカレーを切りだしてサロメに渡した。

「はい、叉さ路ろ芽め田ださんも協力してくれる？」

「あ……ああ」

　ペルシャカレーを渡され、サロメはスプーンを口に含む。次の瞬間、舌を刺す辛から味みに顔を真っ赤にし、慌あわてて水を飲みはじめた。

「辛い辛い！　おのれ、わらわに毒を盛ったか！」

「大おお袈げ裟さね。叉路芽田さんって、大人味のカレーが辛くて無理なの？」

　ビターとか辛いとかが大好きな説子が、信じられないように言った。サロメは鼻の頭まで真っ赤にし、涙目になって反論する。

「わっ、わらわがお子様だとでも申すか！　『あのお方』はきちんとわらわを一人の大人の女性として認め、一人前の仕事を任せてくださっているのだぞ！」

「はいはい、妄想妄想」

「妄想ではないー！」

　サロメは説子にかみついた。奈な津つは、クスンクスンと泣きながら愚ぐ痴ちる。

「だけど絶対こんなおっきいの無理だって。誰だれも完食できっこないよ、詐欺だよぉ」

「おや、聞き捨てならないねえ」

　と、シャウカが額縁に入れた写真をテーブルの上にドーンと乗せた。

　そこには、大きな皿を前に陣じんと夕ゆう也やとシエラと説子が並んだ写真が入っていた。陣はスプーンを持って「何をそんなに大騒ぎしているのか」と言いたげなつまらなそうな顔、夕也は思いっきりピース、シエラは引きつった笑顔、説子もかなり引いている。

「ほーら、見てごらん。ちゃんと完食した奴やつはいるんだよ、それも制限時間をたっぷり残した五分二十秒でね！」

「っつーか、そいつをギブアップさせるために道具屋で一番でかい皿を買ってきて作ったスペルシャカレーだったんだが、全然力及ばずってところよ。畜生めい！」

　厨ちゆう房ぼうにいたシキーンが、悔しそうに言った。奈津は呆ぼう然ぜんとして、その写真を見る。

「こ……これは……新あら木き先輩！」

「軽音楽部のみんなで来たときに、新木くんが食べたのよ。あたしは量を知ってたから、絶対余るって言ったのよ。しかも新木君、これを淡々と食べた上、デザートまで要求したのよね……見てるだけでおなかいっぱいになって、結局あの日は何も注文できなかったわ」

　説せつ子こが言った。奈な津つは感動して、ぶるぶると震ふるえだした。

「こ、これを完食するとは、新あら木き先輩、何という漢かん……！」

「安あん藤どうさん。それ『漢おとこ』って読むから」

「フッ、これなら大事な後輩である香か住すみを安心して任せられるというものだわ！」

「あんたの国語力はちっとも安心できないけどね」

　説子が無表情につぶやく。

　一方、サロメも食い入るように写真を見ていた。その視線に気づいて、説子が尋ねる。

「どうしたの、叉さ路ろ芽め田ださん？　ああ、座ざ堂どうさんに見とれているのね。わかるわ、座堂さんって綺き麗れいで優しくて典てん雅がで知的だものね」

　毒舌な説子だが、唯一シエラだけはベタボメしているのはいつものことだ。なぜかと問えば、「座堂さんは完かん璧ぺきで、アリの穴ほどのツッコミどころも無いからに決まってるでしょ、頭に虫わいてんじゃないの？　まさにあんたの脳ミソは座堂さんと違って、アリの穴だらけだわね」という、大の男も思わず涙するような答えが返ってくることだろう。

　サロメは、声をかけられてハッと我に返った。

「あ……い、いや。まさか……こんなところで遭遇するとは思わなかったからな」

　サロメは鋭するどい視線を説子に向け、真剣な表情で尋ねた。

「そなた、こやつらの友人なのか？」

　一瞬、夕ゆう也やを探すよりもここで説子を塩の柱に変えて、新たな人質にしようか……とサロメは考えた。だが、塩の柱にする魔法をかけてから塩の柱が完成するまで、数秒かかる。その間、夕也は自分を口説き続けていたわけだが、仮に説子が塩の柱に変えられたとしたら……？

『うわっ何これ！　何してくれてんのあんた、他人を塩の柱にするとかどういう了見なわけ？　最低っていうか最悪っていうか、陰険そのものって感じよね。陰険な女って男にモテないから余計に陰険になるのよね、最悪と言えばその髪形のセンスも最悪じゃない？　それ、自分ではイケてると思ってその髪型にしてるわけ？　プークスクス』

　多分、これぐらいの台詞せりふを言う時間はあるだろう。

「はあっ、はあっ、はあっ……！」

　想像しただけで、冷たい手で心臓が握にぎり潰つぶされそうになり、サロメは肩で荒く息をした。説子が、怪け訝げんそうに尋ねる。

「叉路芽田さん、何やってんの？」

「い、いや。何でもない」

　サロメはびくびくしながら、説子から目をそらす。そのとき、隣のテーブルでシシカバブ定食を食べていた男子の一団が声を上げた。

「うわー、本当だ！　似てる似てる！」

「こえぇー！　宇う多た田だの生霊とかじゃねーの？」

　宇多田、と聞いて説せつ子こが振りかえった。彼らは、シシカバブ定食を食べるのも忘れて、店に置かれたテレビに見入っていた。

「！」

　テレビの画面を見て、説子もサロメも絶句する。

　それは、軽かる井い沢ざわと思われる緑豊かな場所に建つ、ヨーロッパ風の高級そうな山荘コテージだった。コテージの外側の、手すりのある回廊に誰だれかが立っている。カラー写真なのにその人物だけが色が無く、真っ白だ。顔立ちや髪型は、夕ゆう也やそっくりである。

　コテージの前に観光客らしい三人組の女子がピースサインをしながら写っているが、目の部分を黒い線で消されていた。

「ほんとだ。宇多田にそっくり」

　説子は驚いて、テレビの前に立ち尽くした。サロメも、目を皿のようにする。

「こ……これは『塩の柱』！　こんなところにあったのか！」

　と、サロメはいきなりテレビにつかみかかり、画面を剥はがそうとした。シャウカが慌あわてて止めに来る。

「こらーっ！　うちのテレビを壊す気かいっ！」

「この中身を取りたいのだ、どうすれば取り出せるのか教えよ！」

　サロメが羽がいじめにされながら、必死にテレビを指さして訴えた。シャウカはびっくりして、目をまん丸にする。

「……一周回って、新鮮なギャグだねえ」

「ギャグではないっ！」

　そのとき、画面が変わって、サロメははっと顔を向ける。女性アナウンサーと、山伏のような服装の怪しげな男が映った。

『では、スピリチュアル・カウンセラーの鷺さぎ狗く斎さい先生にこの心霊写真について霊視していただきます。先生、仲良し三人組で夏休みの楽しい軽井沢旅行中、偶然にも背景に白い男の姿が写ってしまったわけですが……』

『うむ。戦国時代、この辺りは古戦場だったのじゃ。これは合戦で死んだ武将の成仏しきれない浮遊霊で、女の子三人がにぎやかそうにしているのを見て、自分も仲間になりたいと思い、出てきたのじゃ。その証拠に、好色そうな顔をして、今にもナンパしそうに女の子たちのほうへ手をさしのべておる』

『まあ！　それでは、供養しなければ取り憑つかれてしまうのでは？』

『大丈夫じゃ、そんな時にはこのわしの霊力をこめた〈幸せになる壺つぼ〉を今なら特別価』

『はいっ、というわけで〈白い影の正体は戦国時代の浮遊霊〉という、スピリチュアル・カウンセラーの鷺さぎ狗く斎さい先生の霊視でした！』

　壺つぼを出してこようとした鷺狗斎の顔をアナウンサーがぐいっと後ろに押してカメラから外すようにしながら、にっこりした笑顔で続ける。

『いやー霊って、ほんっとに怖いですね！　引きつづき当番組では……』

　奈な津つは、驚いて目をぱちくりしていた。

「浮遊霊だったんだー。宇う多た田だ先輩にそっくりってことは、もしかすると前世とかですかねー」

「なわけないでしょ、どう見ても大理石の石像か何かよ。場所が軽かる井い沢ざわなわけだし、有名な彫刻家の別荘なんじゃないの？」

　説せつ子この意見は冷静だ。

「あー、石像かぁ～」

　奈津はちょっと残念そうにつぶやく。サロメは、シャウカの腕を振りほどいて叫さけんだ。

「わかってきたぞ、すなわちこの箱は遠くの様子を映すことができるのだな！　そして、ここは『カルイザワ』という場所なのだな！　こうしてはおれぬ！」

　サロメは食堂から飛びだした。奈津はびっくりして、目を丸くする。

「ど、どうしちゃったんでしょ？　まあいいや、毒どく呂ろ先輩、あたしたちはゆっくり……」

「あ。ごめん、あたしも急用を思いだしたわ」

　突然説子はよそよそしくなって、食堂を飛びだした。奈津は一人、ぽつーんと取り残されてしまう。

「ってことは……あんたが一人で払ってくれるってことかね？」

　シャウカが、勘定書きをピラピラさせながら奈津に見せた。奈津は、勘定をまだ済ませていなかったことに気づいた。

「うわーん！　もう二度と大食いなんてするもんかー！」

　奈津は大いに嘆いた。



　食堂を飛びだしたサロメは、すぐに翼竜を召喚してその背中に飛び乗った。

　空高く飛びながら、サロメは着慣れない浴衣ゆかたを脱いで投げ散らし、いつもの赤い七枚のスカーフを巻いた衣に戻った。

「で、カルイザワとはどこにあるのだ？」

　髪に飾った真珠を外して首にかけ直しながら、サロメは真珠たちにたずねた。ひとつの真珠がぴょいっと飛びだし、小さなドクロの姿になって翼竜の前方を飛びまわる。

『こちらでござる、サロメ様。この由ゆ利り鎌かま之の助すけがご案内いたす』

「おお。東とう京きように向かう途中、西の古城の近くで拾ったシャレコウベか」

『かの地はわが主君、真さな田だ幸ゆき村むら様の地。その祖父君、戦上手で知られた真さな田だ弾正忠だんじようのじよう幸ゆき隆たか様の地でござる』

　真田幸村とは、大おお坂さか夏の陣じんで家いえ康やすをあと一歩のところまで追い詰めたものの敗れて討ち死にした、豊とよ臣とみ側の武将である。そして由ゆ利り鎌かま之の助すけは、真さな田だ十じゆう勇ゆう士しとうたわれた幸村直属の忍者の一人だった。

『わが主君幸村様の首は真田家の奪還を恐れ行方不明、この由利鎌之助が生きておればみすみすと幸村様を討たせはしなかったものを。せめて幸村様の首を見つけて供養せねば気が済まぬでござる、貴き殿でんに助力すれば必ず見つけてくださるのでござるな？』

「もちろんだ、約束は守る」

『確かに……でござるか？』

　サロメは、鎌之助のドクロをふと、遠い目で見つめた。

「鎌之助とやら。そなた、最初は幸村とやらの命を執しつ拗ように狙ねらっておったが、捕らわれて改心し、家来になった……と話しておったな。それは、何な故ぜだ？」

『幸村様のお人柄に感かん銘めいを受けたからでござる』

「ならば、わらわも同じだ」

　サロメは高空の風に髪をなびかせながら、目を細めた。

「主君を思う気持ちはわらわも同じ、主君の墓所を守りたいと願う気持ちは同じ。だから、そなたとの約束をたがえることは無いと信じよ」

　鎌之助のドクロは、サロメの寂しげな表情にわずかに戸惑ったが、

『御ぎよ意い』

　と一言答えて、再び彼女らを西へと導いていった。目指すは軽かる井い沢ざわ。

　夕ゆう也や、危機一髪。



　一方そのころ……長なが野の県は軽井沢。

　浅あさ間ま山やまをのぞむ閑かん静せいな高級別荘地は、一軒一軒の敷地が広いためゴミゴミした雰囲気は全く無い、緑豊かな高原地帯だ。

　中でも広大な敷地面積を誇る座ざ堂どう家の山荘コテージでは、メイド長のメアリー・サバントがハタキを片手に、怒っていた。

「ミスター・イワノビッチ！　起きなさい！」

　メアリーは由緒正しい大英帝国出身のメイドである。茶色い髪と目が、二十代前半とは思えない落ち着いた清せい楚そな雰囲気をかもし出している。

　彼女に従って山荘にやって来た三人のメイドは、メアリーが怒っているのでおろおろしている。上品で物静かなメアリーだが、若くしてメイド長を任されているだけあって厳格そのもので、怒るとかなり怖い。

「んぁー？　ガスパージャ・メアリー、どうしたダー？」

　いくら涼しい避暑地である軽かる井い沢ざわでも、八月だというのに毛皮の帽子にロングコート、サングラスとマフラーで完全に顔を隠した巨漢ミハイル・イワノビッチが、目をこする。彼は、プチプチシートでくるんだ上からさらに青いシートを幾重にも巻かれ、しっかり梱こん包ぽうされた夕也の隣にソファを置き、腕を組んで座ったまま眠っていたのだ。

　ちなみに「ガスパージャ」とはロシア語で女性につける敬称、男性の場合は「ガスパージン」である。ミハイルは「ＫＧＢ（今日も元気に冒険だの会）」の人で、ニコライの友人だということしか知られていない謎なぞの人物だ。シエラが夏休みのあいだ軽井沢の別荘に夕也を隠してメアリーたちにその管理を任せたついでに、彼女らのボディガードとしてミハイルを雇ったのだった。

「どうしたダーではありません！　ごらんなさい、今日の昼間に放映されていたテレビです！」

　メアリーが、小型の録画機能つきワンセグチューナーＴＶをミハイルの前に突きだした。

　小さな液晶モニターに雪だるまが二体登場し、キスをする。

「お昼に再放送してる韓流ハンりゆう純愛ドラマ『冬のアナタ』がどうかしましたかダー？」

　ミハイルの冷静なツッコミに、メアリーは慌あわててボタンを操作する。

「こほん。こちらの録画ではありませんでした」



    

  
    
      



    

  
    
      「録画して見るほど大ファンダー？」

「ともあれ！　こちらです、ごらんなさい！」

　メアリーがあらためて、ミハイルに小型ＴＶを突きつける。心霊写真の番組を見て、ミハイルはやれやれと首を横に振った。

「このスピリチュアル・カウンセラー、嘘うそばっかダー。古戦場で死んだ武将の亡霊なら、浮遊霊ではなく地縛霊になるはずダー」

「心霊写真の鑑定をしてほしいのではありません！　そもそもこれは霊ではありません、シエラお嬢様に大事に預かるよう命めいを受けた、その石像ではありませんか！」

　メアリーが青いシートにくるまれた夕ゆう也やを指さした。メアリーたちを心配させないため、シエラはニコライには話してあるヘロデ王やサロメのこと、彼らに奪われた聖櫃アークを取りもどすためはるかイスラエルのヘロディオンへ行くことを、彼女らには話していなかった。夕也のことも、単なる「絶対壊れてはいけない高価な石像」だとしか説明していなかった。

「だって、中に何が入ってるか気になったダー。自分が護衛する物の正体も知らされずに護衛するのは、私ヤーの信条に反するダー」

「梱こん包ぽうを解いて、壊したらどうするつもりだったのですか！　その上、こんな野外に放置して！」

「せっかくだから、虫干ししようと思ったダー。古い石せつ膏こうや大理石を放ほうっておくと、カビでボロボロになってしまうのを知らないダー？」

「ともかく！　シエラお嬢様にお預かりした大事な石像なのです、もう二度と何があっても決して開封しないようにしてください！」

　メアリーはぷりぷり怒りながら、メイドたちとともに去る。ミハイルは、退屈そうにあくびをした。

「やれやれ。あのおネエちゃんジエーブシユカは、せっかく美人なのに怖い顔して怒ってばかりでもったいないダー」

　もう一度、ミハイルは寝なおそうとする。

　ちょうどそんなころ、窓の外はるか遠いシラカバのこずえに、サロメが姿を現した。

『サロメ様、こちらです』

　軽かる井い沢ざわに着いたサロメは百個のドクロを放ち、しらみつぶしに探させていた。うち一つのドクロがこの山荘コテージを見つけて、サロメを案内してくる。サロメは窓ごしに、わずかに見える青いシートを見た。

「あれがそうか？」

『先程、あの男とメイドの会話に聞き耳を立てておりましたから間違いありません。ここは〈ランプの魔神〉の別荘のようです』

　ドクロが答える。サロメはすぐに百個のドクロを呼びもどした。

「よし。ならば攻撃だ、行けい！」

　サロメが鋭するどい爪つめで山荘コテージを指さした。百個のドクロが一いつ斉せいに飛んでいく。

　だがその瞬間、ミハイルの肩がピクッと動いたかと思うと、ロングコートの下に隠していたカラシニコフ銃をいきなり窓の外に向けてぶっ放した。

『ぐぎゃああ！』

『おげえええ！』

　ライフルの連射を受けて、ドクロたちが次々に砕けて行く。まるでインベーダーゲームのようだ。サロメは慌あわてて叫さけんだ。

「ひっ、退ひけい！」

　叫んだサロメのこめかみを、流れ弾がかすめて行った。

「ひー！」

　サロメは頭を抱え、半泣きになって逃げだす。サロメを追ったドクロはわずか一個……残りは全すべて砕かれ、地面に落ちる前に塵ちりとなって消えてしまった。

　銃声に驚いたメアリーが、慌てて再び飛んでくる。

「ミスター・イワノビッチ！　今の銃声はいったい……ああっ、スウェーデンから直輸入した最高級の出窓が！」

　銃の連射を受けて完全に割れ砕けてしまった出窓を見て、メアリーは卒倒しそうになる。ミハイルは、ぽりぽりと頭をかいた。

「すまんダー。何か殺気を感じたので、脊せき髄ずい反射的に撃ってしまったダー」

「さ、殺気って、誰だれかいたのですか？」

「空を飛んでいたからカラスか何かかもしれないが、地面に落ちた音がしなかったダー。夢でも見てたかもしれないダー」

「夢で実銃をぶっ放すんですか、あなたはっ？　ほんとにＫＧＢって『今日も元気に冒険だの会』の略なんですかっ？　そもそも、外に人がいたらどうするんですか！」

「その点は大丈夫ダー。カラシニコフの最大射程距離は八百メートルだから、半径一キロ以上あるこの別荘の敷地から弾丸が外に出ることはないダー。もし弾丸に当たってケガをしたという人がいたら、それは侵入者しかいないダー」

　わかるようなわからないようなミハイルの説明に、メアリーはふーっとため息をついた。

「……とにかく、この出窓をどうされるおつもりですか？」

「仕方ないからダンボールでも貼はっておくダー」

「ざ……座ざ堂どう家の別荘の窓をダンボールですって……！」

　メアリーは、再び卒倒しそうになった。

「大丈夫ダー、明日そのへんで材木を集めて責任もって修理するダー」

「本当ですか？」

　メアリーは不審そうにミハイルを睨にらんでいたが、もう一度ため息をつくと背を向けた。

「……まあいいでしょう。シエラお嬢様がわざわざ雇われたのですから、ただのマヌケではないと信じましょう」

「綺き麗れいな顔して言うことがキツいダー」

　叱しかられて、ミハイルはしょんぼりしていた。



　ミハイルは「勘違い」だと思っていたが、実際にはそうではなかったわけである。サロメは別荘からかなり遠くまで逃げたものの、まだ心臓が落ちつかずドキドキしていた。

「い……いきなり攻撃してくるとは、何という野蛮人だ！」

　サロメはシラカバの根元にもたれかかって座り、ばくばくしている心臓を押さえている。

　たった一つ残っていたのは、鎌かま之の助すけのドクロだった。彼は、サロメに言った。

『先にいきなり襲撃をかけたのは、サロメ様のほうでは……』

「うるさい！　いったい何だ、あの魔法はっ？　弓の無い弩いしゆみのようだったが、矢も石も飛んできておらぬのに、わが下しも僕べなるドクロたちが全すべて打ち砕かれた……あのような魔法、見たこともない！」

　サロメは目を白黒させて、完全に混乱している。鎌之助のドクロが答えた。

『魔法ではないでござる。あれは〈種子島〉……火薬を使い、小さな鉛の玉を打ちだす武器でござる』

「に……人間が、わらわの魔力をもしのぐあのような武器を作れるようになったのか？　わずか二千年の間にっ？」

『現代は、もっと凄すさまじい武器もあるでござる。一発で百万人を殺せる武器もあると聞くでござる』

「ひゃ……百万人っ？　まさかっ、悪魔を用いてすらそのようなことは不可能だ！」

　サロメは青ざめ、信じられないように何度も首を横に振る。

「ヘロデ王が復活されたとして……そのような恐るべき武器を持った人間どもを果たして支配できるのか？　聖櫃アークの妖魔ダイモンやソロモン七十二柱の魔王より凶暴で邪悪なる者どもを？」

『わが主君、真さな田だ幸ゆき村むらの弔とむらいのために、支配してもらわねば困るでござる。そのために、それがしも協力しているのでござる』

　鎌之助のドクロは、混乱しているサロメを落ち着かせようとして言い聞かせる。だがサロメは、涙目になって首を横に振りつづける。

「だ、だが、わらわの下しも僕べが全て破壊されてしまったのだぞ。選よりすぐった戦士らのドクロが……！」

『また見つければ良いでござる。それがしを拾ってくだされたように』

「あれだけの兵力は到底取り戻せぬ！　わらわにはもはや、奴やつらと戦う力は無い……！」

『案ずることはござらん。どんなに強力な武器が発明されたところで、人間にとって一番の武器は知恵でござる。勝負を決めるのは、戦力の差ではなく知力の差でござる』

　はっきりと言い聞かせる鎌かま之の助すけを見上げて、サロメはクスンとしゃくりあげながら、人差し指で涙をぬぐった。

「そなた……『ソロモンの知恵者』のようなことを言うのだな」

『言ったはずでござる、それがしは生前忍者だったと。忍者の真の強さは武器ではなく、風説を流布して他国を混乱に陥れる知恵なのでござる』

「知っている。レオナルドとかミケランジェロとかだな」

『それはニンジャ○ピートルズでござる』

「忍者ではないのか？」

『亀かめでござる』

　鎌之助のドクロに、ドクロなのにこめかみの血管が浮きあがった。

『……とりあえず、この場はこの由ゆ利り鎌之助にお任せくだされ。圧倒的な軍事力の劣勢をも引っくりかえす戦略、それこそが頭脳なのでござる』

「わらわとそなた、たった二人しかいないのに、劣勢を引っくりかえすだと？　あの武器の攻撃をかいくぐって、塩の柱を手に入れられるというのか？」

　信じられないようなサロメに、鎌之助はしっかりとうなずいてみせる。

『そのとおりでござる』

「……わかった、そなたに任せてみよう」

　サロメはまだ半信半疑のようすながら、スカーフの中からドクロが描かかれた黒い表紙の「死者の書ネクロノミコン」を取りだし、呪じゆ文もんをとなえた。

「永遠に横たわると見えるもの、しかれどもそは死者にあらず。五ご芒ぼう星せいの力弱まりしとき、驚異なる永えい劫ごうの時を経て、死すら死を迎えん！」

　呪文の詠えい唱しようが終わると、ドクロに煙のようなものがまといつき、黒い鎖帷子くさりかたびらの男が現れた。ガリガリと言えるほどの長細い体格で、細面の美男子ではあるが、あごが細くてぎょろ目、両手に鎖くさり鎌がまを持っている姿はカマキリの印象だった。

　鎌之助は手慣らしに、両手の鎖鎌をヌンチャクのように操って見せた。

「これが『体』……！　久々に手に入れた感覚でござる！」

「で、そなたはどのようにして塩の柱を手に入れる心算つもりなのだ？」

　サロメが鎌之助を見上げてたずねた。鎌之助は山荘コテージのほうを鎌で示し、

「まあ、夜まで待つでござる。忍者の実力、ご覧に入れるでござる」

　と、目を細めてニヒルに笑った。



　そして、夜……。

　とっぷりと日が暮れるのを待って、鎌かま之の助すけは行動を起こした。

　座ざ堂どう家の山荘コテージの敷地内から、突如「ドーン！」という轟ごう音おんとともに火柱が噴きあがった。

　眠っていたメアリーたちが、びっくりして飛び起きてきた。揃そろいの白いパフスリーブのネグリジェとナイトキャップ姿で、二階にあるそれぞれの寝室から出てきて、廊下の窓から不安そうに外を見る。

「ミス・メアリー、いったい何でしょう？」

「自動車の事故……でしょうか？」

　メアリーが考えこんでいると、ミハイルが肩にカラシニコフ銃をかついで、えっちらおっちら玄関から外に出ていくのが見えた。メアリーはびっくりして窓を開け、叫さけぶ。

「ミスター・イワノビッチ、どこへっ？」

「ちょっくら見て来るダー、おネエちゃんジエーブシユカたちはしっかり戸締りして待ってるダー」

「お待ちなさいっ、ミスター・イワノビッチ！」

　メアリーの制止もまったく聞かず、ミハイルは飛びだした。残されたメイドたちが、不安そうにメアリーに尋ねる。

「ミス・メアリー、ボディガードのミスター・イワノビッチがいなくなって心配ですね」

「いや……むしろ彼が心配なのだけれど。また昼間のように、とんでもないことをするのではないかしら……？」

　気が気ではなくて、メアリーはずっと二階の窓から炎の柱のほうを見ていた。



　同じころ、鎌之助はダンボールが貼はられた窓から建物の中にそっと入ってきた。

「フフフ……初歩的な陽動作戦でござる。ロウソクと油を使った時限装置で爆発を起こし、注意を惹ひきつけているあいだに、モノを手に入れるという寸法でござる……」

　鎌之助は青いシートの包みを小こ脇わきに抱えると、ダミーとして持ってきた青いシートの包みをその場に置き、素早く外へ逃げだした。

　彼が逃げた直後に、心配になって山荘の中の見回りを始めたメアリーが部屋に入ってくる。彼女は、ダミーの青い包みを見て、ホッと胸をなでおろした。

「……良かった、石像は無事のようですね。シエラお嬢様にご報告しませんと……」

　メアリーは部屋の中にあった黒電話を取り、その横に置いてあったメモに書かれていたシエラの電話番号に電話をかけた。



　ベトナムと日本には二時間の時差がある。

　日本が深夜十二時でも、ベトナムはまだ十時だ。陣じんたちはみんなホテルに帰っていた。

　女子三人はひとつの部屋に陣取り、夜食がわりに、アルフが買ってきてくれたバインセオに舌鼓を打っていた。

　シエラは結局、思いっきり陣じんの肩叩たたきをしても（思いっきり肩叩きしたせいかもしれないが）いまいち感謝が薄く、保留してメイド服のままベッドに入っていた。

「いやー、それにしてもシエラが元気になって良かった。これで、明日には出発できそうだね」

　アルフがニコニコして言った。シエラはバインセオを食べながら、切なげに微笑ほほえむ。

「……ありがとう、アルフ。置いて行かれたと思っていたのに、わたしのためにお土産みやげを買ってきてくれるなんて……」

「何言ってんだい、水くさい。友達じゃないか」

　あっけらかんと笑うアルフに、シエラはとまどいながらうなずいた。

「……そうね。わたし、今まで本当の友達がいなかったから……家でも学校でも街まち中なかでも猫をかぶってばかりで、猫をかぶらなくてもいい人たちに囲まれてるなんて無かったから。この旅に出て良かったとか、思っちゃったりして……」

「わたしも珍しい本にいっぱい出会えるから、本当にこの旅についてきて良かったですよ……ククク」

　聡さと子こが、今回も山盛り買ったベトナムの本をベッドの枕まくらもとに積み上げ、読みながら言った。シエラが、その量に呆あきれながらたずねる。

「本ほん田ださん、西安シーアンでもたくさん本を買ってたけど、あれはどこに行ったの？」

「もちろんそこに抜かりはありませんよ、ククク……。全部、ホテルの郵便局から日本の、春はる紗しや学園の共同図書館宛あてに送ってます。日本に帰ったら、全部図書館に寄贈して分類して整理して貸し出しカードポケットを貼はって、検索用のパソコンに本のタイトルを打ちこんで、図書館の蔵書をますますわたし色に染めるのです……ククククク……」

「本田さんって、邪悪っぽく見えて実はすごくボランティアの人なのね」

　シエラが呆れて言った。アルフが、シエラにたずねる。

「そんなことより、夏バテしてると思ってたのに、陣と二人でどこに行ってたのさ。せっかくバインセオがアツアツのあいだにと思って急いで帰ってきたのにさ、ニコライとトーレムまで置いてって。言っとくけど、抜け駆けはフェアじゃないよ？」

「べっ、別に抜け駆けなんかじゃないわよっ！　っていうか庶民のことなんか何とも思ってないんだからねっ！」

　シエラは顔を真っ赤にし、汗をいっぱい噴きだして反論した。「ふーん」とアルフが目を細めてしらっとした視線を向けるので、シエラはますます焦ってしまう。

「た、ただ庶民がちょっと元気が無かったから、観光に連れてっただけよ。もも、もちろん心配したわけじゃないわよっ？　この服を見ればわかると思うけど、レベル上げをするためにあえて優しくしただけなんだからねっ？」

「陣じんが元気が無い？　珍しいね、食べすぎで食あたり？」

「宇う多た田だくんのことが心配だったみたい。わたしがちゃんと保管してるって説明して、肩を叩たたいてあげたらすっかり元気になって、『もういいっ全然元気！　早く次行こうっ！』ってものすごい勢いでシクロを探して飛び乗ってたわ」

「座ざ堂どう先輩の一方的な証言の信しん憑ぴよう性せいはともかく……そうですか、新あら木き先輩はやっぱり、かなり宇多田先輩のことを気に病んでいらっしゃったんですね……」

　聡さと子こが本を読みながら、考えこむ。シエラが、困った表情でうなずいた。

「うん、そうなの。寮が襲われたときはスルーしてたのに、西安シーアンでニャロメに宇多田くんを大事に思ってることがバレちゃって、宇多田くんに手を出されないか心配みたい」

「もし宇多田先輩が敵の手に渡れば、罠わなだとわかっていても新木先輩は、助けに行ってしまいそうですね……」

「庶民ならぜったいそうするわ、それがちょっと心配なのよ」

「大丈夫です。良い方法があります」

　聡子がにっこりと微笑ほほえんだ。

「良い方法？　宇多田くんを隠す絶対安全なシェルターでもあるのっ？」

「宇多田先輩を最初から破壊してしまえば、あの『百の首の王女』サロメに破壊される心配をしなくてもすみますよ……ククク……」

「本ほん田ださん。ものっすごく『これは名案』みたいに目がキラキラしてるんだけど、駄目だから。却下だから」

「っつーか、あんたほんとにアークダイモンだよねえ」

　アルフがベッドにうつ伏せになって頬ほお杖づえをつきながら、ため息混じりに言った。

　そのとき、携帯電話が鳴った。西安で携帯電話が使えず大騒ぎになったので、シエラはイリジウム携帯電話に買いかえたのだ。

『ぷきゅー！』

　トーレムが、電話を持ちあげてシエラに渡す。

「おかしいわ、別荘から電話だなんて……？　もしもし？」

　シエラは、不安そうに電話を取った。とたんに、メアリーの声が飛びこんできた。

『シエラお嬢様、メアリーです。ただいま別荘の外で不審な爆発がありまして、ミスター・イワノビッチが様子を見に行っています』

「な……何ですって！　そ、それで石像はっ？」

　シエラは真っ青になる。まさに今、心配していた話がいきなり現実になって、戸惑ってしまう。聞いていたアルフと聡子も、もっとよく聞こうとシエラにくっついてくる。

『大丈夫です、元の位置にきちんとあることを確認いたしました』

「ああ、良かった……」

　シエラは、ホッと胸をなでおろした。

『あっ、ミスター・イワノビッチが帰ってきました。代わります！』

『ガスパージャ・シエラ、何者かが敷地に入りこんで花火でも暴発させたようすダー。逃げていく人影を見つけたので、注意しようと追いかけたものの、木の根っこに小指ぶつけて動けなくなってる隙すきに逃げられましたダー』

　まだ小指が痛いのか、ミハイルの声が涙声である。

「いいわ。夏休みだもの、迷子になったキャンプ客でしょう」

『確かに、まだ小娘のようでしたダー。逃げていくのをチラッと見ましたが、目つきの鋭するどい色白で黒髪の、可愛かわいい系というより美人系に育ちそうな……』

　そのとき、プププッ、とキャッチホンの音が電話から聞こえてきた。

「電話が入ったわ。それじゃ、引き続き石像の護衛をお願いするわよ」

『了解しましたダー！』

　シエラは携帯電話のボタンを押して、電話を切り替える。

「……え？　公衆電話？」

　シエラは携帯電話を耳に当てた。聞こえてきたのは、サロメの声だった。

『もしもし、〈ランプの魔神〉だな？』

「そう言うあなたはニャロメ！」

『サ＃・ロ＃・メ＃』

　電話の向こうのサロメのことばのひとつひとつに、血管が浮きあがったこめかみ形の怒りマークが見える。後ろで男の声が、

『サロメ様、相手のペースに巻きこまれてはならんでござる。落ちつくでござる』

　と、助言している。シエラは怪け訝げんそうに尋ねた。

「……で、何の用なの？　っていうか、わたしあなたに電話番号教えたかしら？」

　サロメはコホンと咳せきをし、気を取り直して電話を続けた。

『〈ランプの魔神〉よ、そなたらの友人、宇う多た田だ夕ゆう也やの〈塩の柱〉は預かった。返してほしくば、そなたらが今どこにいるのかわらわに教えよ』

「あはは」

『いきなり笑うなっ！』

「だって、〈塩の柱〉はわたしが誰だれにも見つからないところにしっかり保管しているもの。そんな見えすいた嘘うそに引っかかると思ってるなんて、あなたってニャロメじゃなくてむしろ元祖天才バカ○ピン？」

『ははは。ついにわらわが天才だと認めたか』

「ほほほ。バカ○ピンを知らないなんて、まさに天才級のおバカさんね」

『相変わらず性格の悪い奴やつだな！』

　サロメは怒鳴る。とんとん、と肩を叩たたくような音がして、電話が男の声に変わった。

『この由ゆ利り鎌かま之の助すけが交渉を代わるでござる』

「ユリなのにカマ之助？」

『サロメ様、ほんっとーにこいつ性格悪いでござるな』

　鎌之助の声が低くなるが、さすがにサロメのように激げつ昂こうはしない。

『嘘うそではないでござる。軽かる井い沢ざわの山荘コテージに隠した塩の柱、この由利鎌之助が盗みだしたでござる』

　びくっ、とシエラの顔色が初めて変わった。

「か……軽井沢って、何のこと？」

『ごまかしても無駄でござる。護衛がいたので、敷地内で爆発を起こし、陽動作戦で気をそらしているうちに盗みだしたのでござる。もちろん、盗んだことがわかれば追っ手が来るから、替え玉として青いシートの包みを置いてきたでござるよ』

　シエラの顔から、どんどん血の気けが引いていった。

（そ……そう言えば、ミハイルが言っていた『逃げていくのをチラッと見た何者か』って……。目つきの鋭するどい色白で黒髪、まさかニャロメのことなのっ？）

　シエラが無言になったので、鎌之助は優勢を感じて余裕の口調で語りかける。

『どうやら、嘘ではないとわかったようでござるな。では、貴き殿でんらが今どこにいるか、それがしにお聞かせ願えるでござるかな？』

「嫌と言ったら？」

『破壊するでござる』

「……では、少し考えさせてくれるかしら？」

『駄目でござる、〈ソロモンの知恵者〉に相談する時間など与えぬでござる。貴殿が答えるのでござる、今ここですぐでござる！』

　さすが戦国時代に知略を尽くして戦いぬいた忍者だけあって、鎌之助の交渉術は見事だった。完全に鎌之助のペースにのまれて、シエラは言葉も出ない。

『さあ、早く返事をするでござる。それとも、こやつの指の先から少しずつ削って行くでござるかな？』

　鎌之助の言葉は容よう赦しやが無い。携帯電話を持つシエラの手は迷って震ふるえていたが、気丈に応答を続けた。

「……わかったわ、他ほかに選択肢は無さそうね。わたしたちは今、ベトナムのホーチミンにいるわ」

「シエラ！」

　アルフが驚いて叫さけんだが、シエラの苦渋の表情を見て、それしか方法が無いのだということを悟り、ぐっと口をつぐんだ。

『フッ……では明日の正午、まみえようでござる。来るのは〈ランプの魔神〉〈剣の魔神〉〈ソロモンの知恵者〉の三人のみ。特に、〈ソロモンの判決〉を持ったじじいと、〈偶像崇すう拝はい〉のアークダイモンは絶対に呼ぶなとのことでござる。場所は選ばせてやるでござるよ』

「では、よく目立つランドマークといえば……」

　シエラは、昼間陣じんとともに見た、ノートルダム寺院のような壮麗な教会を思いだした。

「そうね、聖マリア大聖堂の前で待っているわ。宇う多た田だくんに傷ひとつつけたら、許さないわよ！」

『そちらこそ小細工をすれば、即刻塩の柱を打ち砕くと思うでござるぞ』

　鎌かま之の助すけは電話を切った。電話が終わったあともしばらく、シエラは携帯電話を耳に当てたまま、震ふるえて身動きができなかった。



　一方、深夜の公衆電話のボックスで鎌之助は受話器を置いた。

「完かん璧ぺきにこちらのペースでござりますな、サロメ様」

「うむ、鎌之助。よくやった」

　途中から鎌之助に電話を代わって、自分は後ろで小銭渡し係に徹していたサロメが言った。電話ボックスに、青いシートの包みが立てかけられている。

「それにしても、さすがは忍者だな。奴やつらの現在位置を知るのに、まさか屋敷の中にあるメモから電話番号を探しだしてくるとは。単純すぎて逆に思いも寄らなかったぞ」

「フッ、お褒めにあずかって光栄でござる。忍者は逆転の発想が大事でござる」

「下しも僕べがそなた一人となったときには、どうなることかと思ったが……」

「無能が千人いようが、有能な一人にはかなわぬものでござる」

「フフフ……奴らを呼びだして、今度こそ禍根を断つべく全滅させてくれる。そうでなくとも、人間どもの武器の力がこれほど強くなっているのならばますます、わが王ヘロデには『魔神の魔法書』と『魔神の剣』が必要だということだ。今度こそ必ず手に入れてみせる……」

　サロメは化石の翼竜を召喚すると、その背に座った。鎌之助も横に立ち、はるか南東へと飛び去っていった。



　再び、ベトナムでは……シエラから話を聞いた陣が、最悪の展開に頭を抱えていた。

「夕ゆう也やが……！」

　シエラパパと大だい胡ごとニコライも、どよめいている。

「そうなの。だからとりあえず、明日ニャロメに会うわ。宇多田くんを守りきれなかったのは、わたしの責任だから……わたしが行くわ」

「おまえ一人で？」

「本当は、庶民とアルフも来るように言われてるわ」

「なるほど。魔法書と剣と、そのふたつを操ることができる指ゆび環わをコンプリートするってことか」

「新あら木き教授と本ほん田ださんは来るなってことなの。一番戦闘力になる二人抜きで行くということは、勝ち目が無いということよ。それなら三人とも犠牲にならなくても、行くのはわたし一人でじゅうぶんだわ」

「おまえ一人で何ができるんだよ？」

「セレブの誇りにかけて、何が何でも宇う多た田だくんだけは助けてみせる。このまま宇多田くんをわたしのミスで死なせてしまったら、わたしはもう二度とセレブだなんて名乗れないんだもの！」

　シエラは、強い目で陣じんを見上げた。

「もしわたしに何かあっても、『指環』が無ければ魔法書は手に入りっこないから大丈夫。それにレベル０魔神のわたしなんかいなくても旅に大きな影響は無いわ、そうでしょ？　だから、感謝ゲージなんて無くていいから、わたしの姿を元に戻しなさい！」

　シエラの口調はしっかりしていたが、指先がかすかに震ふるえている。

「……わかった」

　陣はシエラの頭に手を伸ばし、そっと撫なでる。

「ちちんぷいぷい」

　その呪じゆ文もんはシエラの感謝ゲージを上げるためのものであり、王者に必要な「智ち仁じん武ぶ勇ゆう」という四つの資質を意味している。シエラのヘッドドレスがその瞬間、パアア……ッと光り輝いた。

「えっ？」

　シエラはびっくりして目をまん丸にする。虹にじ色に激しくきらめくヘッドドレスから光の粉が吹き上がるようにこぼれ、シエラの全身を包んだ。その美しさに、周囲にいたシエラパパたちも思わず声を上げる。

「す、素晴らしい！　感謝ゲージがこれほど強く輝く姿を、さすがのわしも今までに一度も見たことがない！」

「つかぬことをお伺いしますが、座ざ堂どう先輩のお父様が魔神だったころも、感謝ゲージはヘッドドレスだったのですか……？」

　と、聡さと子こが鋭するどい疑惑をぶつける。

「いや、わしの時は白い蝶ちようネクタイだった」

「それを聞いて何やら安心しました……」

「聡子くん。きみが一瞬何を想像したのかは、精神衛生のためにも聞かないでおこう」

　シエラは呆ぼう然ぜんとして、自分の頭に手を置いている陣を見上げた。

「ど……どうして、この状況で、こんなに感謝ゲージが輝いてるの……？」

　光の洪水の中で、陣じんは優しく微笑ほほえんで答えた。

「おまえが悪いんじゃないさ。おまえは精一杯やってくれたし、今だって自分を犠牲にしても夕ゆう也やを助けようって考えてただろ？」

「で、でも宇う多た田だくんはさらわれちゃったのに……なのに、どうしてわたしなんかに感謝するのよ？」

「おまえも夕也も、俺おれみたいな奴やつのために、いつも一生懸命やってくれて……俺みたいな無愛想な奴、一発で見捨てられてもおかしくないのに。だから本当は俺、二人にはすごく感謝してるんだ」

　微笑む陣の目に、かすかに涙が光っていた。

「でも俺は……いつも素直になれなくて、感謝のことばを出すタイミングを失ってばかりで。夕也にも、もっと素直にそう言ってやれば良かった……あいつが塩の柱になる前に、感謝してるぜって言えれば良かったのにな」

　シエラのエプロンのポケットから、魔法書が飛びだした。空中高く浮かんで、キラキラと輝きながらページがぱらぱらと自動的にめくられる。今まではページが半分くらいしかなく薄っぺらで、表おもて表びよう紙ししかなかったのに、今はページが全すべて揃そろい、真新しい裏表紙まできちんとくっついていた。もちろん中はまだ全て白紙だったが、これでまた再び呪じゆ文もんを集めなおすことができる。

「……庶民！　見てっ、魔法書が！　ページが全部そろってる……！」

「だからおまえにもちゃんと言わなくちゃな。ありがとう、座ざ堂どう」

　シエラの顔に、ぽーっと血の気けが差した。アルフは、ちょっと面白くなさそうに、頬ほおを赤くしてそっぽを向く。

「へんっ！　江え戸どっ子は、甘い菓子とぬるい風ふ呂ろは苦手だってんだ、てやんでえ」

「ああ、シエラお嬢様、光り輝いて何とお美しいお姿でしょうか。まさに邪悪なる魔王を倒し、闇やみに包まれた大地に光を取りもどすため転生された女神にふさわしいお姿、ニコライ・パブロフこれからも執事レベルをガンガン上げてお嬢様に従ってまいります……！」

　ニコライは感動して、涙をぼろぼろこぼしていた。またシエラがニコライに適当についた嘘うそから変な設定が勝手に増えているような気もするが、今大地が闇に包まれているのは単に夜だからである。

　やがてシエラのヘッドドレスの光がおさまり、魔法書が残ざん照しようをはなちながらゆっくりとシエラの手の中に降りてきた。シエラの手の中で、魔法書の最初のページにアラビア文字がふわっと浮かびあがる。

　見覚えのある文字に、シエラは目を輝かせた。

「これは……『ラッムール』！　砂の呪文だわ！」

「すごいではないか、庶民！　庶民といえどもやればできるではないか、可愛かわいいわしの娘にろくすっぽ感謝もせん厚顔無恥で無礼な庶民だと思っていたことを謝ろう」

「謝るんなら、それを胸の中におさめずに俺おれの前で口にしたことを謝れよ」

　なれなれしく肩を叩たたいてくるシエラパパを、陣じんは睨にらんだ。

　シエラは魔法書を胸に抱いて、陣を見上げる。

「……ありがとう、庶民。わたしのミスなのに、こんなに感謝してもらえるなんて……絶対に宇う多た田だくんは助けてみせるわ！」

「大丈夫だ、俺も行く」

　陣は言った。シエラは驚いて、目を丸くする。

「え……！　で、でも庶民にもしものことがあったら、ソロモンの指ゆび環わは……！」

「夕ゆう也やは俺の友達だ、友達を助けるのは当たり前のことさ」

　と、陣はアルフにソロモンの指環を手渡した。アルフは戸惑う。

「陣……っ？　指環、どうする気？」

「置いて行く。作戦があるんだ」

「作戦？」

「みんなは明日、寺の裏にあるチャンパ王の遺跡で待機してくれ。座ざ堂どうはこのまま変身を解かずに、俺と行く。座堂が夕也にしがみついたら、その場で魔法のランプの召喚を解除する。座堂と夕也とランプは、ランプの煙のゲートを通って、昼間俺がランプをこすったチャンパ王の遺跡に戻ってくる。そうしたら、速攻で逃げるんだ。そうすればあいつらの手に、指環もランプの魔神も剣の魔神も渡らずに済む、今までどおりヘロディオンへの旅を続けられるって寸法だ」

「そのとき、庶民もいっしょに逃げるのよね？」

　シエラが不安になって、陣を見上げた。

「……。あ、ああ、もちろんさ」

　陣の返事が一呼吸あいた。落ち着かないように目をそらすクセを、もうずいぶん長いつきあいになったシエラは覚えている。

（わたしたちを逃がすために時間稼ぎをするつもりでしょ、そうでしょ！　庶民のくせにそんなカッコいい役、生意気なんだからっ！）

　そう叫さけびたかった。けれど、叫んでもどうにもならないことはわかっていた。

　今はとにかく、夕也を救わなければならない。そのためには、陣が言った作戦しか無いこともシエラはじゅうぶん理解していた。

（もしそうなったら……わたしは庶民を見捨てて行かないといけないの？　魔法書がヘロデ王の手に渡れば、多くの人が死ぬかもしれない……世界を守るために、わたしは庶民を見殺しにしなくてはならないの？）

　あまりにも残酷な選択肢に、シエラは胸が張り裂けそうだった。けれど、陣じんの父親である大だい胡ごにしても、シエラ同様陣の魔神であるアルフにしても、陣が心配な気持ちは同じのはずだったから、シエラは感情に任せてわがままを言えなかった。

　その夜はメイド服のままで寝ることになったが、シエラは全く寝つけなかった。



　そして、翌日……。

　陣の作戦どおり、シエラパパ、大胡、ニコライ、アルフ、聡さと子この五人は寺の近くにあるチャンパ王の遺跡で待っていた。

　陣たちが戻ってきたらいつでもダッシュで逃げられるように、荷物をまとめてジープに積みこんである。運転手は、国際免許を持つニコライだ。

「陣……死ぬなよ」

　大胡が空を見上げる。

「シエラお嬢様、どうぞご無事で……」

　ニコライも祈る。

　陣とシエラは、聖マリア大聖堂の前にやってきていた。

　いつもシエラの携帯電話のストラップになっているトーレムは、今回はエプロンドレスのポケットに潜んでいる。万一のとき、伏兵としてランプをゲートの中に放ほうりこむという重大任務を担っているので、いつもはこんなのんびりした顔をしているトーレムだが、今日はちょっぴりりりしい。

　真昼でみんな昼食を取っているのか、目の前の道のバイク通りも少なく、静かだった。

　メイド服のシエラは、教会の尖せん塔とうを見上げた。きのう、陣と二人シクロで観光したときにも通った教会……ちょっぴりデートのようだった思い出が、胸の中によみがえった。

「庶民……ねえ、庶民」

　シエラがふと、陣に声をかけた。緊張して正午を待っていた陣が、はっとしてシエラに視線を向ける。

「な、何だ？　悪い、ちょっとぼーっとしてた」

「ゆうべ言ったわよね。宇う多た田だくんが塩の柱になる前に、感謝してるって言えれば良かったって」

「あ、ああ？」

　それがどうしたのだろう、と陣は首をかしげる。シエラは、限りなく澄みきった大きな目でじっと陣を見つめた。

「誰だれにとっても未来なんて、どうなるかわからないから……だから、わたしも今のうちに言っておくわ。きのう、庶民といっしょに観光して、すごく楽しかった」

「座ざ堂どう……」

　陣じんの顔に朱がさした。シエラは恥ずかしくなり、慌あわててそっぽを向いてしまう。トーレムは何となく二人の間に割って入れず、

『ぷきゅー……』

　と、ポケットの中へ寂しげに沈んでいった。

　気まずい時間が流れて、奇妙なことに陣は、さっきまで緊張していたことも忘れ「早くサロメが来ないかなー」とか考えはじめていた。

　そのとき、フッと黒い影が陣たちを覆った。顔を上げると、頭の真上に太陽があり、その太陽を隠すように巨大な化石の翼竜が飛んでいた。高さは、聖マリア大聖堂の高さの半分ぐらいだから、二十メートルほどだろうか。

　サロメは翼竜の背中に立ち、クククッ……と冷ややかに笑いながら、嘲あざけるように陣たちを見下ろしていた。陣は、ごくりと息をのんだ。

「……来たな、ニャロメ」

「だからニャロメじゃないニャロメーっ！」

　一瞬前の冷淡な笑みから一転し、サロメは真っ赤になって激怒した。顔も真っ赤だが、黒髪からも赤いニャロメ耳がぴょこんと飛びだしている。サロメの横で青いシートの包みを支えて座っていた鎌かま之の助すけが、小声でツッコミを入れる。

「サロメ様、いきなり奴やつらのペースにハマっているでござる。奴らの人数がこちらの提示より少ないことをまず、っていうか、変な耳が出てるでござるよ」

「だって普通、この状況でまだいきなり喧けん嘩か売ってくるとは思わないではないかっ？」

「喧嘩売るというより、多分本気で名前覚える気が無いでござる。考古学とか興味のある本ばかり読んでるマニアは、自分が興味のあるマニアックな知識はメチャクチャ記憶するくせに、人の顔とか名前とかちっとも覚えないものでござる」

　上空でわめいているサロメと、彼女をなだめている鎌之助の二人を見て、シエラの目がキラーンと光る。

「今なら落とせる！　砂魔法ラツムール！」

　シエラは魔法書を開いて呪じゆ文もんをとなえた。陣じんがギョッとしてどなる。

「こら座ざ堂どうっ！　何やってんだ、夕ゆう也やが落ちっ……」

「大丈夫よ、任せて！　落ちてきたところを、砂すな嵐あらしをクッションがわりにして受け止めるわ！」

「あっ、なるほど。頭いいな、おまえ」

『ぷきゅぷきゅぷきゅっ！』

　トーレムもぱちぱちと拍手する。

　ザアッ、と大量の砂が竜巻のように巻きあがり、上空の翼竜に襲いかかった。

「ぬう！　こしゃくな真ま似ねを！」

　サロメがとっさに、砂を吸いこまないようスカーフで口をおおう。

　ところが……砂は、翼竜までもうちょっと、というところまで頑張ったのだが、ぎりぎりのところで伸び悩み、ぱらぱらぱら……と落ちてきた。

　翼竜の上で、サロメはあきれている。シエラは、呆ぼう然ぜんとして天をあおいだ。

「と……届かない。そうか、重い砂を上空まで運ぶには、もっと魔力が必要だったのね……」

「やばいなー。ニャロメの奴やつ、めちゃくちゃ怒ってるなー。とりあえず砂を吸ったら寝ちまうから、ハンカチでも口に当てとけよ」

　陣じんは計画していた作戦を頭からシエラにぶっ壊されて、さーてどうしようかと途方にくれながら考えている。サロメはこめかみに血管を浮かせ、安全のために高空に浮かんだまま、厳しい声でどなった。

「そなたらっ、ここまで来て往生際が悪いにも程があるぞ！　そもそも、わらわは剣の魔神も連れてこいと言ったはずだ！　わらわを出し抜こうなどと考えるとどうなるか、思い知らせてやろうか！」

　と、怒りにかられたサロメは鎌かま之の助すけから青いシートの包みを奪い、両手で頭の上に持ちあげた。シエラは、悲ひ鳴めいを上げて顔を覆う。

「きゃーっ！　やめてっ、謝るからやめてー！」

「ならば、まずはそなたの魔法書を渡せ！　そして、剣の魔神を連れてくるのだ！」



    

  
    
      



    

  
    
      　サロメが上空にいる限りどうすることもできず、陣じんは考えこむ。トーレムのほうをちらっと見て、

（こいつを投げ上げてどうにか……）

　とも考えた。トーレムが嫌な予感にギョッとするが、投げても届きそうにないのでやめた。シエラの魔法を利用しても、砂が届かないのだから、砂より重いトーレムが届くわけがない。絶体絶命である。

「早くしろ！　早くせぬと、まずこの『塩の柱』の片腕を折るぞ！」

　サロメが強硬にどなった。シエラは焦って、陣に叫さけぶ。

「庶民……何か作戦はないの、わたしなら何でもするから宇う多た田だくんを助けて！」

　殊勝な台詞せりふに、陣は驚く。

（……ああ、そうか。こいつ、ふだんはワガママだけど、本物のセレブなんだなあ。戦いのときには民を守るために、自ら先頭を切って戦場に飛びこむ『高貴なる義務ノーブルス・オブリツジ』ってやつなんだな）

　自分の好みはともかくとして、シエラが客観的に見て普通に可愛かわいいということは陣も認めていたが、その瞬間シエラが中世のお姫様のように見えて、陣は目をこすった。学園で猫をかぶっていると思っていた、優しさや気品……それは、本当はシエラの中にもともと潜在していたものではないかと、陣は思った。

　でも……自分は、お姫様を盾にするような騎士ナイトにはなりたくない。そんなシエラだからこそ、絶対に守りたいと陣は思った。しかし、この状況をどう打破すれば良いのか？　陣はサロメを見上げて考える。そして、ふと「あること」に気づいた。

「……おい、ニャロメ！」

「サロメだから」

「イソップ物語は紀元前六世紀に作られたから、おまえも知ってるよな。愚かなロバが川に落ち、背中に積んだ袋の塩が溶けて、軽くなったと喜ぶ。牧草を背負っているときにわざと同じ事をして、もっと重くなってしまうって話だ。つまり、塩ってのは重いんだよ！」

　と、陣はサロメが軽々と持ちあげている青いシートの包みを指さした。

「なのに、おまえのそれはずいぶん軽そうじゃないか。そのシートの中身は、本当は夕ゆう也やじゃないんじゃないのかっ？」

「ば……ばかなことを！　これは確かに、山荘コテージから盗んできたのだぞ！」

「だが、座ざ堂どうの山荘には元通り、青いシートの包みがあったんだぜ？」

「だから！　それはあの武器を持った男に追われぬように、ダミーを置いて偽装したのだ！　それほど疑うなら見せてやる！」

　サロメは怒って、青いシートを乱暴にほどきはじめた。鎌かま之の助すけも手伝う。あんな上空でシートをほどいて、万一夕也が落ちてきたら……と、シエラは冷や冷やしながら見上げるが、陣じんは落ちついていた。

　シートをはがして行くと、夕ゆう也やの顔が現れた。シエラは「あっ」と叫さけぶ。サロメはシートをほどくのがけっこう大変で額に汗粒をいっぱい浮かべながら、勝ち誇って陣たちのほうへ突きだすようにして見せた。

「見よ！　どうだ、確かに本物だったであろうが！」

　だが、陣はなぜかこわばった表情で、思いっきり引いている。サロメは、その妙な表情に「おや」と思う。

「……どうした。驚きすぎて声も出ぬのか」

「うん……どっちかと言えば、ことばにできない。っていうか、ある意味『本物』だったってことはよくわかった……おまえがな」

「は？」

　サロメには、まだ何が何だかよく理解できていない。そのとき、隣にいた鎌かま之の助すけが、

「サ……サロメ様。それ……」

　と、引きつりながら夕也を指さした。

　サロメは、夕也を自分のほうに向けてみる。どう見ても夕也そのものだ……が、どうも「のっぺり」している。大理石像のような塩の柱にしては凹凸が無いし、軽いし、ふんわりしているし、色がついている。これは石像というよりは、どちらかといえば「抱き枕まくら」である。

「だっ……抱き枕ーっ？」

　サロメはびっくりして、青いシートを全部はがした。

　中から現れたのは、夕也の写真をプリントした抱き枕カバーをかけた抱き枕である。

　しかも、表は制服姿だが、裏は男性アイドルの写真集からコラージュしたと思われる、水着姿である。

　サロメは愕がく然ぜんとした。だが、陣とシエラも呆ぼう然ぜんとしていた。

「……そうか。夕也を塩の柱に変えたのは、たまたま夕也が聖櫃アークのそばにいたからじゃなくて……こういうコレクションだったんだな。超危ないストーカーだな……」

「なっ……ち、違うっ！　こらっ、何をドン引きしておるのだ！」

「毒どく呂ろさんの自作グッズもすごかったけど……宇う多た田だくんって、けっこう濃い愛されかたをするタイプだったのね……」

　シエラが遠い目をした。サロメは、真っ赤になってどなり散らす。

「だから違うと言っておるだろうがっ！　こっ、これは何かの間違いで！」

「そうね、青春の過あやまちね」

「哀れみをこめた瞳ひとみで微笑ほほえむなーっ！」

　サロメは絶叫した。そのとき、高空にいるはずの彼女に、影がかかった。頭上から「バラバラバラ……」という、ヘリコプターのローターのような音が聞こえてくる。

「な……っ？」

　サロメは顔を上げた。太陽の中に一機のヘリコプターがいる。新聞社の撮影用ヘリコプターではない。迷彩色に塗られたそれは、明らかにベトナム戦争時の攻撃ヘリコプターだった。

「まさか！」

「その『まさか』ですよ……ククク」

　冷たく無感情な笑い声が上のほうから聞こえる。

　聖マリア大聖堂の二つの尖せん塔とうの高さは高さ四十メートル、その尖塔の先に黒髪の少女がスカートをはためかせて立っていた。メガネの底から、凍りつくような視線でサロメを見下ろしている。本ほん田だ聡さと子こだった。サロメはうなる。

「そなた……『偶像崇すう拝はい』のアークダイモン！　そなたが近くにいればわらわにはわかるはず、だのになぜわからなかったのだっ？」

「なぜって？　わたしは座ざ堂どう先輩に言われたとおり、ずっと別の場所で『留守番』していたからですよ……。しかし、携帯電話でこちらの話を聞いて、宇う多た田だ先輩が抱き枕まくらだったと知り、それならちょっと反撃しなくてはと思いましてね……ベトナム戦争時代のアメリカ軍のヘリを召喚して、ここまで文字どおり飛んできたというわけですよ、ククク……」

「携帯電話？」

　シエラがきょとんとしてポケットの中を見下ろす。トーレムが、今日は携帯から外されてはいたが、機転をきかせてポケットの中にあったシエラの携帯電話で聡子に一部始終を流していたのだ。

「やるわね、トーレム」

『ぷきゅー』

　シエラに誉ほめられ、トーレムは赤くなって頭をぽりぽりかいた。

　一方、聡子はサロメが持っているのと同じ「死者の書ネクロノミコン」を取りだした。

「せっかくだから、もうちょっと召喚しておきましょうかね。永遠に横たわると見えるもの、しかれどもそは死者にあらず。五ご芒ぼう星せいの力弱まりしとき、驚異なる永えい劫ごうの時を経て、死すら死を迎えん！」

　呪じゆ文もんの詠えい唱しようが終わったとたんに、迷彩色のヘリが数機の編隊で、地面からボコボコボコッと現れた。すさまじいローターの爆音、コックピットに座っているのはヘリが墜落したためか焼け焦げた骸がい骨こつとなった生骸ゾンビの兵士だ。これが映画「地獄の黙もく示し録ろく」なら、ワグナーの「ワルキューレの騎行」の音楽が聞こえてくるところである。

　ヘリコプターの編隊を見た陣じんが、慌あわてて叫さけんだ。

「こらっ、本田！　こんなところで戦闘とかするなっ、せっかくの文化遺産が壊れちまうだろうが！　そうでなくてもベトナム戦争では、多数の文化遺産が木こっ端ぱ微み塵じんに……！」

「大丈夫です、爆弾も機関銃も使いませんから」

　聡さと子こはニヤッと笑うと、人差し指をサロメに向けた。それが命令となり、ヘリがいっせいにサロメに向かって突撃してくる。

「ヘリそのものを武器とし、ローターで微み塵じん切りにしてくれます……ククク……」

「本ほん田だ、おまえもうちょっと正義の味方っぽい戦いかたをするのを努力目標にしような」

　サロメは慌あわてて翼竜を上昇させ、逃げだした。逃げてもヘリは追ってくる。最初の攻撃で出遅れたため、反撃しようにも呪じゆ文もんを詠えい唱しようする時間が取れない。複数のヘリから逃げ回るだけで精一杯だ。

「く……くそっ！　覚えているがいい、最後に勝つのはわが王ヘロデなのだっ！」

　捨すて台詞ぜりふを残して、サロメは天空高く消えていった。ヘリコプターの編隊も、それを追って消えた。

　生骸ゾンビのヘリコプターは自動追尾状態でサロメが乗った翼竜を追いつづけたが、数キロ離れたところで突然空中分解して土くれとなり、地上に落下していった。

　猛スピードで必死に逃げていたサロメに、鎌かま之の助すけが声をかける。

「サロメ様！　もう大丈夫でござる、『偶像崇すう拝はい』の術の有効範囲からようやく脱出し、『屁ヘコキ豚ブタ』なるあれらの兵器が消滅したようでござる」

「何？」

　サロメは、気力の無い顔で振りかえった。

「うむ……ようやくだな。余談だが、恐らくあれらの空飛ぶ兵器の正式名称は、『屁コキ豚』ではなかろう」

　サロメは疲れ果て、翼竜をのろのろと飛ばしながら、夕ゆう也やの抱き枕まくらにもたれかかる。

「やっと逃げ切れたか……。まったく、何がどうなっているのだ。そなたは確かに塩の柱を盗み出したと言ったな、鎌之助」

「はっ、確かに。それがしにも、どこでこのようにすり替わったのか、見当もつかないでござる」

「忍者であるそなたが想定していた以上に、あのデカい男がクセ者だったということか」

「そうでござるな。最初からそれがしが偽物をつかまされた……としか考えられないでござる。あの男、マヌケに見えたが見事に裏をかかれたでござる……それがしの時代遅れの戦法では、到底『塩の柱』を見つけることはかなわぬでござる。力及ばず申し訳ござらん、しばらく反省の意味をこめて蟄ちつ居きよするでござる。ごめん！」

　ぼんっ、と鎌之助が小さな真珠の姿に戻った。今、サロメが持っている真珠は一つのみ……少し前まで幾重もの真珠のネックレスだったものが、今は真珠一つのプチペンダント状態である。最後に残った部下である鎌之助までいなくなると、サロメはただよう翼竜の上で、一人ぼっちになってしまう。

「どうすれば、どうすれば奴やつらに勝てるのだ！　『偶像崇拝』以外の奴らならば、わらわのほうがはるかに魔力が勝っているのに、なぜ勝てぬのだ……いまいましい！」

　サロメは八つ当たりで、夕ゆう也やの抱き枕まくらを殴ってみる。すると、ぽふっとしていて、ちょっと気持ちいい。

「……おや？」

　思わず、今度は抱きついてみた。

「ふむ……。下らぬ物だと思っていたが、これはなかなか寝心地の良いものではないか」

　サロメが、ぎゅうっと抱き枕を抱きしめる。抱きしめると涙が出てきた。

「くそっ……『百の首』を失ったとはいえ、わらわは諦あきらめぬ！　どうにかして、次こそは絶対、奴やつらをわらわの前にひざまずかせてやるっ……！　そしてヘロデ王のもとに連れていって、誉ほめていただくのだっ……！　くそっ、くそっ……！」

　サロメはスンスン泣きながら、翼竜の背の上で、抱き枕に涙をこすりつけていた。



　サロメが泣いているすきに、陣じんたちは大急ぎでニコライのジープに飛び乗り、ジャングルの間を通る細い未舗装の道を揺られながら、国境へ向かった。

　目指すははるかな西のイスラエル、ヘロデ王が眠る墓所ヘロディオンだ。

　シエラもメイド服からもとの姿に戻り、一行はホッと一息である。

「聞いたよ、ニャロメの奴もなかなか人をかつぐねえ。まさか夕也の偽物を持ってくるとはね、まんまと『夕也危機一髪か？』って騙だまされちゃったよ」

　アルフが後部座席で陽気に語る。シエラパパが、うんうんとうなずいた。

「当然だ、ミハイルの護衛は完かん璧ぺきなのだから宇う多た田だくんを奪取することなど不可能に決まっている。何たって彼はＫＧカーゲー……あいやいや」

「やっぱりＫＧＢは『今日も元気に冒険だの会』の略じゃなかったんだな」

　陣が青い顔でつぶやく。シエラは不服そうに、目の前を流れていく深い緑の風景を見つめていた。

「それにしても、ゆうべ一度感謝ゲージが上がったあと再召喚されてないから、今日の分は感謝ゲージに反映されてないなんて……。感謝ゲージが、一度の召喚あたり一回だけだなんて知らなかったわ」

　ぷんすか、とほっぺを膨らませているシエラに、陣は謝った。

「悪かったな、俺おれも知らなかったんだ」

『ぷきゅー、ぷきゅー』

　トーレムも、陣をフォローするようにうなずく。

「まあいずれにせよ……今日に関して言えば座ざ堂どう先輩は余計なことをしただけで、あまり感謝されるに値することはされなかったのでは」

　ベトナムで買いこんだ本を読みながら、聡さと子こが冷静に語る。シエラはムッとして、聡子を睨にらんだ。

「わたしが魔法を使ったからこそ、ニャロメの持ってる宇う多た田だくんは偽物だってことに、庶民が気づいたんじゃないの。つまり、全すべてはわたしのおかげなのよ」

「その通りですとも、シエラお嬢様のお力があればこその解決です。何と言ってもシエラお嬢様は、悪の魔王を倒す使命を受けた女神が転生されたお姿なのですから」

　運転しながらニコライが、完かん璧ぺきにシエラ擁護に回る。聡さと子こはつまらなそうにため息をついて、聞こえないように小さな声でつぶやく。

「しかし、今回はわたしのほうがずっとよく働いたのに……新あら木き先輩がわたしの頭をナデナデしてくださらないのは、公平や平等という観点から見て合点が行きませんね」

「え？　本ほん田だ、今俺おれの名前呼んだか？」

「いえ、別に……」

　別に、と言いながら聡子は不服そうな顔をしている。聡子が何を怒っているのかわからなくて、陣じんは首をかしげた。

「もしもし、君が不服そうな顔をしていると、ここで全員殺されそうで生きた心地がせんから、もうちょっと笑顔になってくれんかのう」

　絶対に聡子がラスボスだと信じて疑わない大だい胡ごが、青い顔で聡子に言った。世界を股またにかける考古学者として陸路や国境の手続きに詳しい大胡は、道案内のため助手席に座っていた。

「でも、確かにシエラはせっかくまた魔法が使えるようになったくせに、今回ちっとも役に立たなかったねえ」

　と、アルフがからかった。シエラは、赤くなって怒る。

「だ、だから、少しは役に立ったじゃない！　……敵には届かなかったけど」

「そうだな、これから役に立つこともあるさ」

　陣がフォローしてくれたので、シエラはちょっと溜りゆう飲いんが下がる。

「そ、そうよね？」

「でも、せっかくなら西安シーアンで兵へい馬ば俑ように捕まったときに砂魔法ラツムールがあれば良かったのにねえ。閉じた地下の洞どう窟くつで周りが全員敵……なんて、眠りの砂の魔法が最大に効力を発するシチュエーションだったのにね」

　残念そうにアルフが言うと、シエラパパが無ぶ遠えん慮りよに笑った。

「ははは。シエラはいつも、ワンテンポずれているのだな」

「パパ、そういう結論じゃないわよね？」

　シエラの目に殺意が宿った。やれやれ、と陣はシエラを眺めている。

　けれど、シエラには言わないが、陣の胸には最近ずっと、ある疑問が渦巻いていた。

　シエラの魔法が「ワンテンポずれている」、そしてニコライは「無駄に執事レベルを上げている」。このへんのことからモヤモヤしていたのだが……。

（座ざ堂どうはランプの魔神だ。ランプの魔神は炎の属性らしい。魔法書が全すべて呪じゆ文もんで埋まって『完かん璧ぺきな魔法書』になったとき、座堂は最強の魔力を持つ魔神に成長する……らしいが）

　陣じんは、シエラが今まで手に入れたことのある呪じゆ文もんと、聡さと子こが言っていたその上の呪文のことを思い出す。

（砂魔法ラツムール、泥魔法トウイーン、石魔法ハジヤル、岩魔法サツフル、土魔法テユラーブ、そして谷魔法ワーデイ、山魔法ジヤバール、地魔法アルルド……どう見てもこの魔法の属性って『火』じゃなくて『土』じゃないのか？）

　聡子の話から考えると、二千年前からシエラパパがまだランプの魔神だったころまで、使えた魔法は「地魔法アルルド」どまりだったということになる。

（もしかして……このまま魔神レベルを上げていっても方向性が間違ってるから、座堂は最強の魔神にはなれないんじゃないか？　水泳選手が砲丸投げの腕を磨いてるようなもんだよな。座堂は『レベルを最高に上げてラスボスをボコ殴り』って言ってたけど、ＲＰＧで攻撃力をＭＡＸに上げた魔法使いが、腕力だけで果たしてラスボスに勝てるのか？）

　考えるとあまりにも恐ろしくて、とてもシエラには言えない。というか、今までもかなり苦戦しながら勝ち抜いてきた根本的な原因はそこにあったのだろうか……と思うと、陣は頭を抱えてしまった。



　日本からヘロディオンまで、九〇〇〇キロ。

　悩める陣じんたちの現在地、ベトナム。ヘロディオンまで、あと七六〇〇キロ……。



　それはそうとして、結局、塩の柱になった夕ゆう也やはどこへ行ったのだろう？

　シエラたちは、サロメが偽物を持ってきたのだから塩の柱はそのまま別荘にあるものだと思っている。

　しかし、今別荘にある塩の柱は、鎌かま之の助すけが置いていった偽物のはずだ。ミハイルがメアリーに命じられて「金輪際決して開封しない」と約束したので、シエラたちが帰ってくるまで、それが偽物だとばれることはないだろう。

　では、本物の塩の柱である夕也はどこへ行ったのか……？



　ここで、賢明な読者様は、サロメの行動とミハイルの証言の間の矛盾に気づいたのではないだろうか。

　山荘コテージに忍びこんだのはサロメではなく「鎌之助」だったのに、ミハイルが逃げて行くのを目撃したのは「目つきの鋭するどい色白で黒髪の、可愛かわいい系というより美人系に育ちそうな小娘」だった。

　その通り、シエラはそれをサロメのことだと勘違いしていたわけだが、実はもう一人、鎌之助が忍びこむよりも先にダンボールを張っただけの窓から忍びこみ、シートの中身を抱き枕まくらと入れかえて、塩の柱を盗んでいった真犯人がいたのである。

「ふ、ふ、ふ……」

　自分の部屋で、ひとりほくそえんでいるのは毒どく呂ろ説せつ子こだ。

　写真、Ｔシャツ、バスタオル、コップ、ぬいぐるみ、クッションなど、ありとあらゆる自作夕ゆう也やグッズが飾られている。夕也の写真を撮るのが説子には恥ずかしいので、全すべて集合写真から切りだして拡大したものだ。

「これを抱えて電車に乗って帰ってくるのも大変だったけど、その苦労も報われる素晴らしさだわ……。本当にそっくり、偶然にしては似すぎてるわ。まるで今にもナンパしてきそうな表情とポーズ、これぞ究極の宇う多た田だグッズだわ～」

　説子はうっとりしながら、部屋の真ん中に置いた塩の柱を見あげる。背の高い夕也を見上げていると、ドキドキしてきた。イスを引いてきて、その上に乗り、おそるおそるキスしてみた。ファーストキスはレモン味のはずなのに、思いっきり塩辛からくて、説子はちょっぴりガッカリする。

「これ、岩塩か何かでできてるのかしら？」

　さて、これからどうしよう……と考えて、説子はふと、ベッドの布団をめくると夕也の塩の柱を横たえた。



    

  
    
      



    

  
    
      「そうだっ！　抱き枕はダミーにして置いてきちゃったから、とりあえず抱き枕のかわりに、いっしょに寝てみようっと。くすくすくす……」

　夕也、別の意味で危機一髪。



    

  
    
      



第二話　戦え！　心霊写真





　日本の八月といえば、花火である。

　春はる紗しや学園中等部一年生の香か住すみ愛あい花かは、夏休みが始まって寮から実家に帰省して以来ずーっと、幼なじみの陣じんの帰りを待っていた。

「うふふ……。もうすぐ、江え戸ど川がわの花火大会だな。愛花、人ゴミは苦手なんだけど、毎年お兄ちゃんが連れてってくれたなぁ。今年も連れてってくれるかな……？」

　自宅の玄関前の階段に浴衣ゆかた姿で座り、頭にちょこんとおめんを乗っけたお祭りスタイルで、愛花はひたすら忠犬ハチ公のように待ちつづけている。どう見ても小学生にしか見えない童顔の愛花は、きんぎょさん模様の浴衣の帯も、大人用のふつうの帯ではなく、子供用のふわふわしたリボンのような帯を巻いていた。あまりにも可愛かわいすぎて、五秒でさらわれそうな勢いだ。

　陣が現在ヘロディオンにむかって日本を離れていることを、愛花は知らない。

　また陣の家は、この春休み、陣の両親が中ちゆう近きん東とうへ「ソロモン神殿」の発掘をしに出発したときに発掘費用を捻ねん出しゆつするため売り払われてしまったので、陣じんがこの家に帰ってくることはないのだが、ドジな愛あい花かはそのことにも気づいていない。

「お兄ちゃんと行く、江え戸ど川がわの花火大会……。すてきだろうなー」

　愛花はうっとりしながら、目を閉じた。



　愛花の空想の中で、陣も浴衣ゆかたを着ていた。白いトンボ模様が入った黒い浴衣が、大人っぽい。

『きゃあん！』

　履き慣れない下げ駄たに足をとられて、愛花が転びかける。陣が優しく、愛花を抱きとめた。

『何やってんだ、愛花はほんとにドジだなあ』

　愛花は陣の胸に、ふわっと抱きしめられる。優しい微笑ほほえみに、カーッと血がのぼった。

　何も無いところでもコケることができる特技を持つ愛花を支えるために、陣は愛花と腕を組む。愛花は両手でひしっと陣の腕にしがみつき、一生懸命ついてくる。

『さて、花火はどこで見ようか……』

　陣は、きょろきょろしながら夜店の列の間を歩く。ふと、愛花が、

『おにーちゃん！　あのぬいぐるみ、取ってー！』

　と、ダーツゲームの屋台を指さした。

『よし、愛花のためだ、がんばるぞ！』

　浴衣の袖そでをまくってダーツの狙ねらいを定める陣が、キリッとしていてかっこいい。ぽーっと見とれる愛花の前で、ダーツの矢は三本とも中心に突き立ち、陣は大きなぬいぐるみを愛花にわたす。

　空想の中のぬいぐるみは、愛花がときどきシエラの携帯電話を見て「可愛かわいいなーシエラ様センスいいなーどこにも売ってないなー。もしかして、セレブだからフランス製？」とうらやましくながめている、茶色くて四角いこんな顔をした人形である。

『ほら、愛花』

『わあっ！　お兄ちゃん、ありがとう！　かわいーい！』

　すりすり、と愛花がぬいぐるみに頬ほおずりする。と、陣がそんな愛花のサラサラした髪にすっと指を通し、頬を優しくなでる。愛花の顔が、ぽうっと赤くなった。

『お……お兄ちゃんっ……？』

『愛花のほうが……ずっと可愛いよ』

　陣はそのまま愛花の頬を両手で押さえ、そっと唇を寄せてくる。

　愛花は心臓が爆発しそうになり、うろたえて手足をわたわたさせた。

『きゃっ……きゃあああーっ！　お、お兄ちゃん、そんなっ……うれしいけど、愛花っ、心の準備がっ……！』

　暴れたひょうしに、こんな顔のぬいぐるみが愛あい花かの手からすっぽ抜けて、ぽーんと夜空高く飛んでいった。

　すぐそばに、花火の発射筒があった。もう導火線に火をつけて、花火師たちが退避しているところだったが、ぬいぐるみは筒の中にすぽっとはまりこみ、次の瞬間、

『どかーん！』

　と、筒が大爆発を起こした。空にはこんな顔の花火が上がり、大爆発を起こして飛び散った火の粉が周囲の花火や屋台に燃えうつる。

『どかーん！　どかーん！　どかーん！』

　屋台で使うガスボンベやら、積み上げられた花火玉やらに引火しまくって、花火大会の場は阿あ鼻び叫きよう喚かんの大騒ぎになる。

　もはやドジっ娘こということばでは言い訳できないぐらいテロリズムな光景を前にして、愛花は呆ぼう然ぜんとたたずんでいた。

　陣じんが優しく微笑ほほえんで、

『ははは。愛花は本当に、ドジだなあ』

　と言った次の瞬間、すぐそばで「ちゅどーん！」と爆発が起こり、陣は天高く吹き飛ばされてキラーンと星になった。



「きゃああああ！」

　愛花は悲ひ鳴めいを上げて、空想の世界から戻ってきた。

「も、もし花火大会で愛花のドジが発動したら、お兄ちゃんに嫌われちゃう……」

　全身から、脂あぶら汗あせが吹きだしていた。今までは辛かろうじて、つっ転んでかき氷をこぼすぐらいで済んでいたけれど、もしかして……と、心配すればするほど不安になってくる。

　愛花は大きくため息をつき、浴衣ゆかたのえり元を引っぱって風を通す。念のために書いておくが、愛花だから、浴衣のえり元を引っぱったところで、谷間どころか、わずかな等高線も期待はできないので、あしからず。

「汗かいちゃった。汗あせ臭くさいとお兄ちゃんに嫌われちゃう、着替えようっと」

　だからその陣はまだまだ日本に帰ってくる目め処どが立っていないわけだが、愛花は自分の部屋に戻って、浴衣を脱いだ。愛花の部屋は予想を裏切らず、ピンク色とフリフリレースに飾られた、女じよ玩がん系けいの可愛かわいい色あいで、パイプハンガーにはフリフリの私服が吊つられ、ベッドの上はぬいぐるみでいっぱいである。

　浴衣の下は「シミーズ」だ。くれぐれも「シュミーズ」ではなく「シミーズ」である。最近は絶滅したと思われている女子用の下着だが、タンクトップのような上半分に、ヒラヒラしたペチコートのような下半分、地味なレースがついていて胸元には小さなリボンが飾られた純白のものだ。愛花の母の「ブラジャーする前の女学生の下着は白のシミーズ！」というこだわりゆえのファッションである。

「ふう。クラスでシミーズ着てる子なんていないよね。愛あい花かも、早くシミーズを卒業してブラをつけたいなあ……」

　シミーズだからいいんじゃないですか、と声を大にして言っておこう。

　着替え用の新しいシミーズを愛花はタンスの中から探していたが、ふとＢＧＭがわりにつけっぱなしにしていたテレビに視線をうばわれた。

『……という、スピリチュアル・カウンセラーの鷺さぎ狗く斎さい先生の霊視でした！　いやー霊って、ほんっとに怖いですね！　引きつづき当番組では〈夏休み心霊写真大会〉への応募をお待ちしております！』

　お昼のワイドショーで、アナウンサーが募集要項を書いたフリップを出しながら言った。

『封筒に写真を入れるか、電子メールでご応募ください。応募は一人一点のみ、最恐賞は十万円です！』

　キラーン、と愛花の目が輝いた。

　江え戸ど川がわには、屋や形かた船ぶねが浮かんでいる。十万円あれば、陣じんといっしょに屋形船に乗って、料亭のごちそうを食べながら、江戸川花火大会を鑑賞することができるだろう。

「これだわ！　船の上なら、いくらドジな愛花でもほかの人に迷惑かけないし、食いしん坊のお兄ちゃんはきっと大喜びだわ！」

　大好きな陣を喜ばせたい……愛花はその一心で、心霊写真を撮ることに決めた。

　シミーズを着替えたあと、新しい浴衣ゆかたではなく、フリフリの洋服を着て、愛花は家を飛びだしていった。

　夏休みがはじまってからずっと玄関のまえに座っていた愛花がはじめて外に出ていったので、愛花の母はホッとしながら、その姿を見送っていた。



　愛花が電車を乗りついで向かったのは、春はる紗しや学園の女子寮「桜さくら寮りよう」だった。

　ここで心霊写真を撮れる、という確固たる自信があったのだ。

「入寮式のとき、先輩たちに脅かされたな。昔から、桜寮には幽霊が出るんだ……って」

　夏休みに入り、ひと気の無い寮を見上げて、愛花はごくりと息をのむ。

　もともと愛花は、心霊だの怪談だのが苦手だ。ひと気の無い寮はまるで廃はい墟きよのようで、昼間でも不ぶ気き味みに見える。その上に、先輩たちに聞かされた噂うわさが耳の奥によみがえる。

『誰だれもいないのに、廊下から、人が歩くような足音が聞こえたのよ……』

『トイレに入っていると、〈パシッ、パシッ〉っていう、乾いた木を折るようなラップ音がしたのよ……』

『夜中に外から寮を見ると、誰もいないはずの部屋の窓に、赤い光がともっていたんですって……』

　ぞわ～っ、と愛あい花かの全身に鳥肌が立つ。

　怖い。小さなころから本当に、自分は怖がりだったのだ……と、愛花はくじけそうになり、寮の中に入る勇気が出ずにしゃがみこんでしまう。

「うわーん、賞金はほしいけどやっぱり無理だよぉ……！　愛花、オカルト系ほんとに苦手だもん。遊園地のお化け屋敷だって、夏休みのホラー映画スペシャルだって、お兄ちゃんがいっしょだったから大丈夫だっただけだもん……！」

　愛花は思い出す。

　まだ陣じんも愛花も小学生だったころ、お化け屋敷で愛花は陣の腕にひしっとしがみつき、ずーっと目をつぶって出口まで連れていってもらった。陣はあきれて「目をつぶってるなら、最初からお化け屋敷に入る必要ないじゃないか」と言ったが、そういう問題ではない。陣一人でお化け屋敷に入って、置いていかれるのが嫌だった。

　同様に、テレビで夏休み恒例のホラー映画が放映される日は、必ず陣の家へ遊びに行った。ソファに陣と二人で並んで、頭から毛布をかぶって、陣にしがみついて横目でちらちらとテレビを見ていた。またも陣はあきれて「そんなに怖いなら、ケーブルテレビのトムとジェリーでも観みるか？」と言ったが、やっぱりそういう問題ではない。

　愛花は、はっと顔を上げた。

「そうだわ。心霊は怖いけど、お兄ちゃんといっしょにいられないことのほうが、愛花にはずーっと怖いんだもん！　賞金をもらってお兄ちゃんと屋や形かた船ぶねでロマンチックな花火タイムを過ごすためには、怖いだなんて言ってられないわっ！」

　こぶしに力を込めて、愛花は立ち上がった。その肩を、後ろから白い手がポンとたたいた。

「きゃ――――――――――――――――――――――――――――――――っっっ！」

　愛花は絶叫する。肩をたたいた人間のほうが、その声にびっくりして、後ずさる。

「ちょ、ちょっと香か住すみさん！　うるさくってよ！」

　オペラ歌手のように綺き麗れいな声を聞いて、愛花ははっと正気に戻った。

　後ろに立っていたのは、高等部三年生の寮長・雅みやび麗れい亜あだった。ツンとした感じの美しい顔をゆがめて、耳をふさいでいる。愛花はあわてて、ぺこりんと頭を下げた。

「りょ、寮長っ！　ご、ごめんなさいっ！」

「まったく……このわたくしを、幽霊だとでも思ったわけですか？」

「すごーい寮長、超能力」

　ぱちぱちぱち、と愛花が拍手する。麗亜は、優雅な長い巻き毛をばさっとかき上げた。

「そんなところだろうと思ったわ。こっちの人も、似たような事を言っててよ」

　と、麗亜が指さしたのは少し後ろに立っていた高等部一年生の桃もも井い杏あんだった。

　麗亜が長身のグラマラスなモデル体型だとすれば、杏はトランジスタグラマーだ。身長はクラスの平均ぎりぎりちょっと下ぐらいなのに、バストサイズは麗れい亜あをもしのぐかもしれない。二人とも私服で、麗亜はブラウスにタイトな七分丈パンツ、杏あんはキャミソールにスカート姿だ。二人とも胸が大きいので、風が通る服でないと胸の谷間にあせもができるのだろう……と考えて、愛あい花かは一瞬、いかなる服を着ようとも断固として風通しの良さそうな自分の胸を見下ろしたりしてみた。

「寮長を幽霊と間違えたってことは、もしかして香か住すみさんも心霊写真を撮りに来たのぉ？　そういうの怖がりそうなのに、意っが～い」

　杏は、おっとりした甘ったるいしゃべり方をする。そのうえトランジスタグラマーとくれば男子にモテモテなのだが、演技というかしたたかなところがあって、そういう自分を武器にしている点も否めない。

「桃もも井い先輩も、応募されるんですか？」

　と、愛花が遠慮がちにたずねた。杏はほほえんで、麗亜の腕に甘えるように腕をからめながら答えた。

「本当は、いいかげん今日あたり帰省しようと思ってたんだぁ。お姉様と二人で、夏休み明けにある『寮りよう祭さい』の準備をするんで残ってたんだけどぉ、お盆が近づくと交通ラッシュにもなるしぃ」

　そう。杏が寮にまだ残っていたから、「ぷ８！」でシエラの宿題が燃えてしまったとき、安あん藤どう奈な津つがシエラのクラスメイトである杏に宿題をコピーさせてもらって、シエラに送ることができたのである。

「でも、心霊写真募集の番組を見て、せっかく寮にいるんだから撮ろうって思ってぇ。実際あたしたちも、寮祭の準備をしてる最中、閉じてる扉が勝手に開いたり、変なラップ音が聞こえたり……怪奇現象を体験したしぃ～」

「か、怪奇現象を体験したしねって、怖くなかったんですかっ？」

　びっくりしている愛花に、麗亜が平然とした表情で言った。

「この寮で何年も暮らしていれば、日常茶飯事よ。香住も、そのうち慣れてよ」

「ぜ……絶対、慣れないような気がしますけど……」

　愛花は、いきなり怖すぎる話を聞いてブルブル震ふるえている。

「しかし、困ったわね。香住も参加するということは、同じ被写体を追う事になるわよ」

　と、麗亜が杏に言う。杏は腕組みをして、うーんと考えこんだ。腕組みをすると、たわわな胸が押し上げられているのが、薄いキャミソールごしにはっきり見えて、愛花はまたちょっと劣等感にさいなまれた。

「そうなんですよねぇ～、お姉様。応募は一人一点だけど、場所が同じだと、同一人物が何枚も送ってるように見えちゃって失格になりそうですよねぇ」

「取りあえず、桃井は男子寮の寮生と大おお江え戸どネズミーランドでデートする費用として、賞金の半分の五万もあればじゅうぶんなのでしょ？」

「はいぃ～、パスポートとぉ、ランチとおやつとディナーとお土産みやげとぉ～、忘れちゃいけないカレとペアでネズミーマウスの耳のついた帽子代ですぅ～」

「プークスクス」

「お姉様、今すごい笑いましたよねぇ～？」

「ほほほ、気のせいでしてよ。香か住すみも、五万で良いかしら？」

「は、はい！　それだけあればじゅうぶんです、っていうかあんまり大金だと怖いです」

「では、二人で写真を撮った中から一番怖いのを選んで二人で応募して、どちらかが賞金をもらえたら山分けすれば良いではないの」

　麗れい亜あは寮長らしく、素早く理路整然と話をまとめた。愛あい花かは、同意してうなずく。

「賛成です！　正直、一人で心霊写真撮るなんて怖いし、良かったぁ」

「でも、ドジっ娘この香住さんと組んで、大丈夫かしらぁ……？」

　杏あんは心配そうに愛花に視線を向けた。愛花は、ほっぺをぷうっと膨らませる。

「大丈夫ですっ！　愛花も、頑張るときは頑張るんですっ！」

「寮の食事当番のとき、何度爆破事故を起こしたか覚えてるぅ？」

「まあまあ桃もも井い。そう警戒しなくても、寮長のこのわたくしが一緒なんだから大丈夫よ」

　と、麗亜がフォローを入れてくれる。杏は、不安そうな顔をしながらも、麗亜の命令には逆らえない。

「……わかりましたぁ、お姉様」

　愛花はホッと表情をゆるめ、杏を見上げる。

「ありがとうございます、寮長、桃井先輩。でも、桃井先輩につきあってる人がいるなんて知りませんでした。桃井先輩、すごくモテてるのにいつも断ってるのは、本命の人がいたんですねっ！」

「うんまあ本命は本命なんだけどぉ……つきあってるわけじゃないんだぁ～」

　と、杏は照れくさそうにショートヘアの頭をぽりぽりとかいた。

「ネズミーランドに誘って、そこで告ろうと思ってる段階なんだよねぇ～。その人、すごくマジメで本にしか興味無くって、あたしのこととかたぶん見えてなさげだしぃ～」

「ええー！　モテモテの桃井先輩が見えてない男子とか、いるんですかっ？」

　愛花は驚くが、いるのである。それは、陣じんである。

　男子寮と女子寮の合同体育祭のとき、男子寮チームをフヌケにするべく、杏は胸ゼッケンの体操服にブルマという最終兵器を持ちだし、ＦカップともＧカップとも噂うわさされるたわわな胸をゆっさゆっさ揺らして短距離走に出た。

　男子の全すべてが釘くぎ付づけになった状態で、男子寮寮長の近衛このえ右う京きようと、男子寮に囚とらわれていた愛花を心配していた陣の二人だけが、杏に目を奪われなかった。

　もともと同じクラスなのに、一度もしゃべったことがなかった陣じんが気になってはいたのだが、その瞬間に「確定」した。

　杏あんのように、いつも男子にチヤホヤされるのが当然になっている女子にとって、自分に好意を寄せる男子は興味の対象外であることが多い。回かい転てん寿ず司しでいくらでもお寿す司しが回ってくるにも関かかわらず、コンベアにないお寿司をあえて板さんに注文して食べたくなる気持ちに似ている。自分を振りむかないからこそ、陣のことがほとんどわからなくてミステリアスで、だからこそ杏はそんな陣を手に入れて全てを知りたいと思っていた。

（そう、全て。新あら木きくんの全すべて。あの瞳ひとみとか、唇とか、そして外から見えないところ……服の下とか。ああっ、新木くんの全てが欲し～い！）

　杏は自分の体を抱きしめて、もじもじする。麗れい亜あは呆あきれたように、腰に手を当てた。

「……桃井がそこまで好きになるなんてどんな男子なのか興味はあるけれど、のろけ話を延々と話されても面倒だから、別に言わなくてよくってよ。でも可愛かわいい下級生の恋路のために、寮長としては、協力してあげなくてはね」

「愛あい花かの恋路もお願いします、寮長！　江え戸ど川がわ花火大会で、大好きな人と屋や形かた船ぶねに乗りたいんです」

　と、愛花が両手をすりすりしながら麗亜を見上げた。

「えらく渋いわね」

「愛花の好きな人は、ものすごく食いしん坊なんです。だから、屋形船でごちそう食べながら花火を見たら、きっと喜んでくれると思うんです」

「あら奇遇ねぇ～、あたしが好きな人もものすごく食いしん坊なの。だからネズミーランドに行って、最後は二人でマジカル花火ショーを見ながら、キャラメルポップコーンをキャラクターバケツで山盛りごちそうしてあげたいんだぁ～」

　愛花と杏は、うっとりと幸せそうに語る。

　二人が同一人物のことを語っている、ということに気づくほど麗亜には余裕がなかった。

（かっ……香か住すみ、中等部一年生のぶんざいで好きな男子がいるですって？　桃井はともかく、最近の中学生はいったいどういう了見なの？　この寮長のわたくしが人生十八年、まだ好きな男子の一人も作ったことがないというのに生意気な！）

　と、そっちの方向にばかり気をとられていたからだ。



　取りあえず、三人は寮の中に入った。

　三人ともデジカメを持って、背中合わせになりながら、廊下を進んでいく。

「幽霊は目に見えないから、ラップ音が聞こえたら一いつ斉せいに、それぞれの目の前を写真に撮りまくるのよ。全方位カバーすれば、どこかに幽霊が写っているかもしれなくてよ」

「さすがお姉様、すばらしい作戦ですぅ～」

　杏あんが誉ほめる。愛あい花かはデジカメをのぞきながら、少しずつ後ろ向きに進んでいたが、そのときかかとが廊下に張った板と板の間の隙すき間まに引っかかった。

「きゃあああ！」

　愛花は仰あお向むけに倒れる。このままでは頭を強打してしまう。愛花はとっさに手をのばし、体を支えるものをつかんだ。ふにょん、と柔らかい感触があった。

「え」

　と、愛花が目を大きく開く。つかんだのは、愛花の後ろにいた麗れい亜あの胸。そのまま、ゆっくりと愛花が倒れていくと、服が引っ張られて、ブラウスのボタンが全部弾はじけ飛んだ。

「きゃあああ！　かっ香か住すみ、何してるの！」

「すっすみません、あたしちょっぴりドジで……」

「これでちょっぴり？」

「ほら、やっぱり香住さんは疫病神なんですってばぁ」

　杏が、呆あきれて言った。愛花は、しゅんとしてしまう。

「そういうことを言わないのっ、桃もも井い！」

　麗亜は杏をいさめながら、ブラウスの胸を両手で閉じる。でも、白い胸もとと、そこからちらりと覗のぞくゴージャスなレースたっぷりのブラは隠しきれない。そのとき、

「パシャッ」

　と、乾いた音が空間に響いた。ぎょっとして、愛花がきょろきょろする。

「ラ……ラップ音！　幽霊です！」

「ど、どうしてこのタイミングなのよ！」

　麗亜は胸もとを押さえているので、デジカメで撮れなくてじりじりしている。麗亜の分まで愛花と杏がデジカメで写真を写そうとしたが、焦った愛花がまたツルッと床ですべってしまう。

「きゃあ！」

　とっさにつかんだのは、目の前にあった杏のスカートだった。ウエストがゴムだったので、引っぱられてずるずるっとスカートが下がってしまう。

「きゃーん！」

　杏が悲ひ鳴めいを上げた。スカートの下は、お尻しりにアルファベットが書いてあるタイプのＰＯＰなミニショーツである。いかにも普段着っぽいところが逆にリアルで、男心をそそる技に長たけている。

「ごっ、ごめんなさーい！」

　愛花はあわてて杏のスカートを戻そうとしたが、あわてるあまりずり落ちたスカートのすそが床板を打ちつけた釘くぎに引っかかり、ビリビリッとやぶれてしまう。

「わーん！　重ね重ねごめんなさい、愛花ったらドジでー！」

「これがドジで許されるなら、警察は要らなくってよ！　とにかく、香か住すみはまわりに迷惑をかけないよう、頼むからじっとしていなさい！」

　そう言いながら麗れい亜あは、ボタンが無くなってしまったブラウスの裾すそを胸の前でぎゅっとしばった。細いウエストとへそが見え、これはこれで洋画のヒロインのようでかっこいい。

「さて、とりあえず部屋に戻って着替えを……」

　と、麗亜が言いかけたとき、「パシャパシャパシャッ！」とラップ音が立て続けに鳴った。麗亜は素早くデジカメを手に取り、音がしたと思われる方に向けて連写した。

「まだいるわ！　着替えは後よ、あなたたちも撮って！」

「はっ、はいっ！」

　杏あんと愛あい花かが写真を撮りまくった。

　その後、三人はデジカメを持ち寄って後ろの液晶画面で画像を確認する。

　ほとんどの写真には、何も写っていなかった。ところが、廊下の奥のほうにカメラを向けたときだけ、画面に大きく「白い光の玉」が写っていた。

「あれっ……？　愛花の写真、これだけ変です！」

「あたしの写真も、同じ場所が真っ白になってるぅ～」

「わたくしの写真も……だわ」

　麗亜が最後に連写した写真では、大きな光の玉が徐々に廊下の奥のほうへ移動していた。

　麗亜がそちらにキッと視線を向け、デジカメを向ける。

　デジカメの後ろの液晶画面には、何も映っていない。けれどシャッターを下ろすと、また白い光の玉が写っていた。廊下の突き当たりを、右へ曲がろうとしているようである。

「動いてる！　これはもしかして、人ひと魂だまかしら？」

「追いかけましょう、お姉様！　もっとはっきりした写真を撮れるかも！」

「本物の人魂の連続写真なんて、賞金は愛花たちがもらったも同然ですよねっ！」

　賞金の前には「本物の人魂が目の前を飛んでいる」という恐怖もすっきりと忘れて、愛花たちは光の玉を追いかけた。

　写真にしか写らない光の玉を撮影しながら、そのあとを追いかけていく。光の玉はあまり早くは動いていない。ときどき「パシャッ、パシャッ」という小さなラップ音も聞こえつづけている。

「お姉様、行き止まりですよ！」

　と、杏が目を輝かせた。目の前は廊下の突き当たりで、右がわに古びた扉が見える。ふだんあまり使っていない場所で、湿ったホコリくさい匂においがしていた。

　麗亜は写真を撮る。光の玉は、古びた扉の隙すき間まから部屋の中へ入っていったようだ。

「倉庫に入ったわ。これで完全に、どこへも逃げられなくなったわけね」

　麗亜は獲物を追いつめた肉食獣のような眼光で、ぺろりと舌なめずりをした。倉庫のドアノブを回すと、スウッと開いた。

「？　鍵かぎが開いてるわ」

　この倉庫には寮りよう祭さいのときに使う看板などがしまわれており、年に数度しか開けられることはないため、普段は鍵が閉まっているはずだ。不審に思いつつ、三人は部屋の中に入る。

　灯あかりを点つけた瞬間、麗れい亜あたちは絶句した。

　部屋の天井にはロープが張られ、写真が無数に吊つり下げられている。古い木のテーブルの上には、錆さびた赤色灯と錆びた四角いホーローの皿が置いてあった。

「な……何、これ。写真の現像室みたい……」

「写真の現像って何ですか？」

　愛あい花かと杏あんが異口同音に、麗亜に尋ねた。デジカメが一般的になり、フィルムカメラを見たこともない世代には現像ということば自体が理解できないのだ。麗亜の顔が赤くなる。

「げ……現像を知ってて悪かったわねっ！」

「どうして怒ってるんですか、お姉様」

　杏が首をかしげる。愛花は写真を見上げて「あーっ！」と声を上げた。

「先輩たち、この写真見てください！　これ、盗撮写真です！」

　愛花が指さした写真には、自室で着替えをしている女子寮生の姿が写っていた。ブラジャーとパンティーだけという姿である。しかも、お尻しりの下のほうからアオリのアングルで写しているというマニアックなものだ。

　他ほかにも、食堂の長テーブルに並んで食事をとっている女子寮生たちをテーブルの下から撮影した写真、共同シャワールームで全裸の少女たちがシャワーを浴びている写真、階段を上っているところを下から撮影している写真、トイレに入っているところを天井から写した写真まであった。

「な……何なのっ？　わたくしの写真まであるじゃないの！」

　麗亜は真っ赤になって、一枚の写真をロープから引きちぎった。暑い夏の朝、玉のような寝汗を肌に浮かせてベッドで寝乱れている麗亜の官能的な姿が写っていた。

「誰かがわたくしの部屋に入りこんだとでも？　そんなバカな！　わたくしの部屋には寮生の名簿など貴重品が置かれているから、セキュリティーは万全のはずなのに！」

　麗亜は恥ずかしい写真を撮られた屈くつ辱じよくと、寮長として寮を守ってきた自分の仕事にケチをつけられた屈辱とで、写真を持つ手をプルプルと震ふるわせていた。

　杏あんも真っ赤になって、自分の写真を引き抜く。

「こ……これ、あたしが夕食のスペアリブ食べてる写真ですぅ～！　こんなエロい写し方するなんてひどいっ……っていうか、こんな近くから撮影されてたらふつう気づきますよね？　どうやって撮ったんだろぉ……」

　気味が悪くて杏も震えだす。そのとき、「ガチャッ」と不ぶ気き味みな金属音が倉庫の中にひびいた。

「えっ？」

　近くにいた愛あい花かが、あわててドアノブを引っぱる。だが、ドアは開かない。

「りょ……寮長！　鍵かぎが閉まっちゃいました！」

「えっ？　まさか……！」

　麗れい亜あがドアに駆けよって押したり引っぱったりしてみるが、やはり開かない。内側からも鍵で開けるタイプの扉なので、鍵を持っていない三人には開ける術すべが無かった。

「誰だれが閉めたというの？　寮の中に、わたくしたち以外の人間が残っているはずが……」

　さっきまで獲物を追い詰めたような表情をしていた麗亜が、今は追い詰められた獲物のような不安そうな表情で、室内をきょろきょろと見回した。

「お姉様！　窓の鍵もサビついていて開きません！」

　三人は、青ざめて顔を見合わせた。

「いったい……何が起こっているというの？」

　麗亜は息をのむ。そのとき、愛花がデジカメの画面を見て「あっ！」と声を上げた。

「どうかして、香か住すみ？」

「こ……これ！　メモリがいっぱいになっちゃったから、要らない写真を消そうとしたら……！」

　愛花が麗亜にデジカメを見せる。デジカメの画像調整機能のボタンをうっかり触ってしまったようだが、画面を明るくした写真の中に信じられないものが写っていた。

　光の玉……だと、麗亜たちが思っていたそれの下に、一人の男の体が写っている。光の玉がちょうど顔の位置にあり、両手でそれを支えるようにし、やや前かがみになっている。男のズボンは、現在絶滅したケミカルウォッシュのジーンズである。腰にはトレーナーを巻いている。

「なっ……何なの、これ！　二十年も昔のファッションセンスの男が、まるでカメラでこちらを撮影しているかのような……」

「かのような……じゃなくて、この部屋の中の写真もそうだけど……あたしたちが『撮影』されてたんじゃぁ……？」

　杏あんがブルブルと震ふるえながら言った。麗亜が青くなって、どなる。

「じょっ……冗談はやめなさい、桃もも井い！　だ、誰が『撮影』していたと言うのよっ！」

　その瞬間、部屋の灯あかりがプツッと消えた。

「きゃあああ！」

　三人は悲ひ鳴めいを上げて、抱きあう。そのときまた「パシャッ、パシャッ」と音が聞こえた。麗亜は、震えながらつぶやく。

「やっとわかったわ……。あの音はラップ音なんかじゃない。『シャッターの音』よ！　『光』はフラッシュ……わたくしたちは心霊写真を撮っているつもりだったけれども、逆に誰かが、わたくしたちの写真を撮っていたのだわ！　それが霊のものだから、フラッシュの光がカメラにしか写らなかったのよ。『赤い光がついていた部屋』は、ここのことだったのだわ。そして『赤い光』とは……！」

　麗れい亜あの言葉が終わるのを待たず、錆さびた赤色灯にぼんやりとした光がともった。

『ヌフフ……いいよねえ。女子同士が抱きあってる姿は百ゆ合り好みのマニアに大人気なんだよねえ……ヌフッ』

　麗亜はギョッとして、声の主の姿を探す。

「だっ、誰だれ！　古こ印いん体で喋しやべってるのは！」

「あ。あの怖い文字って、古印体っていうんですか」

　愛あい花かが、ぽんと両手を叩たたいた。

「先に言っておくけど、カレー用ソースポットと甘露じゃくしの話は、わたくしの管轄ではないわよ」

「寮長、何の話ですか？」

『ヌフフフフ……グラマーにロリ顔巨乳に真性ロリっ娘ことはまた、ナイスな被写体が揃そろったんだよねえ……』

　赤い光の中に、ぼんやりと人の姿が浮かびあがった。ヨットパーカーにケミカルウォッシュのジーンズ、腰にはトレーナーを巻いている……写真と同じ男だ。大きな一眼レフカメラをかまえていた。

「キャーッ！　幽霊！」

　悲鳴を上げると同時に、麗亜たちは写真を撮りまくろうとする。

　ところが、シャッターを切ることができなかった。

「あ……あれっ？　どうして？」

『失礼な小娘どもだよねえ……。幽霊にだって肖像権はあるんだよねえ、パシャパシャ撮られて失礼だっつーんだよねえ』

　男が、赤い光の中、三人に近づいてきた。

　麗亜が、気丈に言い返す。

「何言ってるの、死んだ人間にはもう人権は無くってよ？　第一失礼なのはそちらでしょう、この盗撮写真はあなたが撮った物でしょ！　ときどき目撃されていた『窓が赤く光っている部屋』とは、写真現像用の赤色灯の光ね！」

『ヌフフ……。その通り、これはぼくのすばらしいコレクションなんだよねえ、ヌフッ』

　男は、ニヤニヤと笑っている。

『ぼくの生前の名は亀かめ子こと言うんだよねえ。生前……二十年前は、名物カメラ小僧として、盗撮雑誌の常連だったんだよねえ』

「盗撮雑誌とかキモッ」

　杏あんが脊せき髄ずい反射的につぶやいた。亀子は杏を指さして激怒する。

『被写体のぶんざいで生意気言うと、永遠にこの部屋から出さないんだよねえ！』

「じゃあ、どうすれば出してくれるんですか？」

　愛あい花かがぶるぶる震ふるえながらたずねる。亀かめ子こは、ふんと鼻を鳴らした。

『ぼくは当時からこの女子寮に目をつけてたんだよねえ。けっこうレベルの高い娘がいるし、赤裸々な姿を撮影するほど雑誌内でのぼくの評価はウナギのぼりだったんだよねえ、ヌフフ。だが、ちょっとやりすぎたんだよねえ。三階の部屋を盗撮しようとして、屋上からロープでぶら下がったら、ロープが切れて落ちて死んだんだよねえ』

「だ、だからどうすれば出してくれるんですか！」

　泣きながらたずねた愛花を、亀子はいきなりどなりつける。

『まだぼくが喋しやべってるターンなんだよねえ！　人が喋ってる間に話を横取りする人間はマナー違反なんだよねえ！』

「盗撮はマナー違反じゃないとでも？」

　麗れい亜あが亀子をにらみつける。

『君らだって、心霊写真を応募して小遣いを稼ぐためにぼくの写真を撮ろうとしてただよねえ！　君らが無断で幽霊の心霊写真を撮るのと、僕が無断で君らの盗撮写真を撮るのと、何か違いがあるんだよねえ？』

「盗撮写真と心霊写真は別物でしょうが！」

『ほう～、別物だよねえ。他人の人権を侵害しても平気なのに、自分の人権が侵害されたら声高にクレームだよねえ。ご立派だよねえ～』

　ぐっ、と麗亜が言葉に詰まる。亀子の理論武装はよく聞けばムチャクチャなのだが、気は強くてもお嬢様であまり世間にスレていない麗亜は、完全に丸めこまれてしまった。

「そ……そのことは、悪かったわよ」

　と、非を認めてしまう。彼女が自分のペースにはまったことを察して、亀子はにやあっと笑みをうかべた。

『ヌフフッ。では謝罪の気持ちを込めて、まずはこの、猫耳と猫しっぽつきブルマーを穿はいてもらおうだよねえ～』

　亀子がいそいそとダンボール箱をかかえてくる。三人は、カアッと赤くなった。

「なっ、何で幽霊がこんな物持ってるのよ！」

「謝罪と猫耳と何の関係があるのかわかんなぁい」

「愛花こんなの着るの恥ずかしいよぉ～！」

　口々に不平をのべる三人を、亀子がどなりつける。

『いいから着るんだよねえっ！　嫌なら永遠にここから出さないんだよねえ！　夏休みが終わるまで助けは来ないんだよねえ、三人ともここで餓が死ししてミイラになるだよねえ。そしてぼくと同じ地縛霊になったら、この部屋の中で永遠にぼくの専属モデルになるんだよねえ～！　ヌフフフフーッ！』

「永遠って……それは嫌！」

　三人が同時に叫さけぶ。麗れい亜あはポケットから携帯電話を取りだして外部に助けを呼ぼうとしたが、電波は圏外になっていた。

「ど……どうして圏外になっているのっ？」

『ヌフッ、携帯ジャマーを通販で買ったのだよねえ。部屋の中でネグリジェでくつろいでいる娘を撮りたいとき、携帯ジャマーを仕掛けると電波が悪くなって廊下に出てくるのだよねえ～、ヌフフフフー』

　亀かめ子こが勝ち誇って笑った。麗亜たちには、完かん璧ぺきに勝ち目が無い。

「くっ……こいつ、変態のくせに頭いいわ。仕方がないわ、ここでこのゲス野郎と永遠に一緒にいるよりは……今は、自分を捨てるしか！」

　屈くつ辱じよくをこらえて唇を白くなるほど噛かみながら、麗亜は猫しっぽブルマに着替える。愛あい花かと杏あんも、いやいやながらそれに従う。もちろんその間も、亀子はものすごい勢いで撮影していた。

『ヌフフフッ、いいだよねえ、いいだよねえ！　自分から積極的にコスプレするような娘をコスプレさせても面白くないんだよねえ、プライドを折り羞しゆう恥ち心しんをこらえながらコスプレさせるのが最高なんだよねぇ～！』

　猫耳猫しっぽ姿の自分を遠慮なく撮影され続けて、三人の恥ずかしさは最高潮になる。麗亜は悔しそうに唇を噛かんでいるし、杏は真っ赤になっておろおろしているし、愛花は今にも泣きそうだ。しかし亀子は、さらに注文をつける。

『よーし、では次はグラマーとロリ巨乳が百ゆ合りっぽく抱き合うだよねえ』

「なっ……！　調子に乗るのもいいかげんに……っ！」

　どなる麗亜を、杏が慌あわてて止めた。

「お姉様っ、ここから出るためです、こらえてぇ！」

　ぐっ、と麗亜が息をのむ。屈くつ辱じよくに震ふるえながら、嫌々杏と抱き合う。亀子は大喜びでシャッターを切りまくった。

『ヌフッ、ヌフッ、いいだよねえ！　長髪巻き毛とストレートショートヘアの組み合わせがまたいいだよねえ。んじゃ次は、お互いに服を脱がせあうだよねえ』

「くっ……よくも次々にそんな変態的なシチュエーションを考えつくわね！」

「耐えてください、お姉様。あたしなら大丈夫ですぅ」

　杏が健けな気げに自分で服を半分脱いでから、麗亜が縛っていたブラウスの裾すそをするりとほどいた。気の強い麗亜は、顔を真っ赤にして屈辱に耐えている。

『ううーん、いいだよねえ！　ここでもう一人ロリっ娘こを投入だよねえ。幽霊になった今、楽しみといえば盗撮と、盗撮雑誌に応募することだけだよねえ。今はロリっ娘が人気だから、きっと〈今月のエロエログランプリ〉取れるだよねえ。ヌフフ……』

　と、亀かめ子こは三脚を持ってきてカメラをそれに固定しようとしたが、その前にふと思いつき、愛あい花かのほうに魔手をのばして言った。

『あっそうだ、おまえ、服を全部脱ぐだよねえ。そして先輩たちといっしょに、エロいポーズを取ってみせるだよねえ！』

「ええーっ！　ぜ、全部脱ぐなんて嫌ですぅ！」

「香か住すみさん、言われたとおりにしないと、ここから生きて出られないんだよぉ？」

　杏あんが、命惜しさに必死の表情で愛花を説得しようとする。

　愛花は怯おびえて泣きながら、亀子から少しでも遠ざかろうとするように後ずさり、首をふるふると横に振った。

「いっ……嫌です、恥ずかしいです」

『ぼくの言うことは聞いておいたほうがいいだよねえ。ぼくはいま、きみらの運命を一手に握にぎっている〈全能の存在〉だということを、まだ理解してないだよねえ？』

「か、香住さん。お願い、そいつの言うことを聞いてぇ。こんなところで地縛霊になんかなりたくなぁい」



    

  
    
      



    

  
    
      　杏あんが半泣きになっている。麗れい亜あは、さすがに守るべき後輩に対してそんなことは口に出して言えず、口をつぐんで顔を背けていた。

　愛あい花かは迷っていたが、確かにこのままでは全員餓が死ししてしまうのは明らかだ。

「……わかりましたっ！　愛花、先輩たちを助けるため、脱ぎますっ！　えーい！」

　と、愛花は思いっきり上着を脱いだ。思いっきりすぎて、脱いだ上着が三脚に当たった。愛花は、慌あわてて謝る。

「きゃあん！　ごめんなさいっ、愛花ったらまたドジっちゃいました」

『うぉぉっ？』

　倒れかけた三脚を、亀かめ子こが抱きとめようとしたが間にあわなかった。三脚は倒れて、机の上の現像用のホーローの皿にぶつかる。皿はその勢いで跳ねあがり、天井に張り巡らされた、写真を吊つるしたロープにぶつかる。

『わあっ！　な……何だよねえっ？』

　将棋倒しのように、次々に連鎖反応が起こる。亀子はカメラを手に、呆ぼう然ぜんとしている。

　麗亜と杏も、半ば呆あきれ、半ば感心して、その様子を見上げていた。

「すごいわ、香か住すみ。これがドジッ娘コンボ……！」

「っていうか、思いっきり○ピタゴラスイッチですよねぇ」

　伏字の意味を成していない伏字を口にしながら、杏がその行く先を目で追っている。

　ロープにぶつかった皿は、ロープのたわみでびよーんと跳ね上げられ、天井の蛍光灯にぶつかった。蛍光灯はバリーンと割れて、ガラスの破片が降りそそぐ。

　大きな破片がロープにぶつかり、ロープを切った。切られたロープがばらばらと落ちてくる。落ちたロープが壁に立てかけていた寮りよう祭さい用の看板を引っかけ、看板が倒れてくる。

『うぎゃああああ！』

　看板は亀かめ子こを直撃した。身を守るため、とっさに両手を前に出すが、その両手にはカメラが握にぎられていたため、看板にぶち当たってレンズがパリーンと割れた。

『……あっ』

　しまった、という表情を亀子がした瞬間、亀子の姿がスッと消えた。その瞬間、ロープに吊つられていた写真も全すべて消えてしまう。

　残されたカメラがゴトンと床に落ち、その上から看板が倒れかかった。

　ズウウゥ……ン、と低い音がひびく。ガシャッ、と音がして扉が開いた。ロックの部分が錆さびついていて、折れたことで開いたようだ。

「き……消えちゃった？」

　愛あい花かは呆ぼう然ぜんとしている。麗れい亜あは、落ちているカメラを拾いあげた。亀子が持っているときはよく手入れされた新品の一眼レフカメラに見えたが、今は錆さびとホコリにまみれ、シャッターやフィルム巻きハンドルも錆びついて動かない。

「多分、あの幽霊の念はこのカメラに憑ついていたんだわ。憑坐よりましが壊れたために、この世に存在しきれなくなって消滅したのね……」

「あ、あたしたち助かったわけですかぁ？　すっごい偶然……」

　杏あんが驚いて口を押さえている。麗亜は微笑ほほえんで、まだ呆然としている愛花の肩をポンと叩たたいた。愛花は、ハッとして顔を上げる。

「偶然じゃないわ。香か住すみのドジのおかげよ」

「あ……愛花のドジの？」

「こんなすさまじい、『トムとジェリー』に出てくるようなドジコンボは初めて見てよ。いったい香住のドジは不運か強運か、こうなるとわからないわねえ」

　感心している麗亜に同意して、杏もうなずいた。

「確かに、お姉様の言うとおりかも……。香住さんが、これほどドジにも関かかわらずほとんど大おお怪け我がもせず生き残っているということは、実はすごい強運なのかもしれませんね。あたしも少し、香住さんへの見方を変えないといけないですねぇ」

　反省している杏を見て、愛花は嬉うれしくなり、にっこり笑った。

　

　結局、せっかく写っていた亀子の画像も、亀子が消えた後で確認しなおしたら全て消えていた。大変な思いをした割に、愛花たちは心霊写真特集に応募することはできず、したがって十万円もゲットすることができなかった。

　けれど愛あい花かは浴衣ゆかたを着て、今日も玄関の前で待っていた。屋や形かた船ぶねはきっぱり諦あきらめ、そのかわりに、江え戸ど川がわの花火大会および、ほぼ同じ日程のいたばし花火大会と青お梅うめ市納涼花火大会にハシゴで行くことにしたのだ。

「愛花はドジじゃなくて強運の子だもん、お兄ちゃんと普通に花火に行って大丈夫なんだもん。それなら豪華な屋形船のごちそうより、お兄ちゃんと何度も何度も花火に行けたほうが楽しいもん♪　毎回違う浴衣着て行って、毎回『可愛かわいい』って言ってもらうんだもん。それに、お金のためにあんなに危険な事に巻きこまれて、二度とお兄ちゃんに会えなくなったら一番嫌だもーん♪」

　というわけで、そもそも陣じんが夏休みいっぱい帰ってこないとか、もしかしたら永遠に日本に帰ってこられない状態にあるとは夢にも思わず、愛花は再びお祭りルックで陣の帰りを待つのだった。



    

  
    
      



第三話　ナーギの長い夜





　ベトナムを出たシエラたち一行は国境を越え、西にあるカンボジアに入った。

「きゃー！　高ーい！」

「象ヤバい！　象デカい！」

　深い緑のジャングルの道を、象のタクシーがゆっくり歩いていく。象使いが引く象の背につけられた輿こしのような座席にシエラとアルフが座っていたが、揺れるたびに嬌きよう声せいを上げて抱きあった。トーレムはシエラのポケットの中で、携帯電話にしがみついてガタガタ震ふるえている。アジアゾウの背の高さは三メートルもあり、陶器でできたトーレムがこの高さから落ちれば確実に割れてしまうだろうからだ。

　陣じんたちは象の後ろから、対面座席と屋根がついたリヤカーをバイクで引く、「トゥクトゥク」と呼ばれるタクシーに乗ってついていく。

「……ミーハーな奴やつらだなあ」

　陣は呆あきれて、シエラたちを見上げる。対面座席の片方に陣とニコライと聡さと子こ、もう片方にシエラパパと大だい胡ごが座っていた。

　彼らは、シェムリアップ市から北に三キロほど行ったところにあるアンコール・ワット遺跡に向かっていた。

　シェムリアップ市の川ぞいにはオールドマーケットと呼ばれる、食料品や雑貨が雑多に溢あふれた昔ながらの市場がある。陣は、そこの屋台で買ってきたお菓子をぽりぽり食べている。フランスに「シガール（葉巻）」というラング・ド・シャの生き地じを巻いて作った菓子があるが、それに似た作り方のノム・トム・ムーンというカンボジアの伝統的な焼き菓子だ。ココナッツミルクの風味と素朴な味わいが飽きさせない、というか飽きもせず食べつづけている陣に、聡子が言った。

「全くです。あんなモノに乗るなんて、信じられません」

　聡子は本を読んでいて、象のほうを見ようともしない。シエラパパが、不思議そうにたずねる。

「えてして女子というものは軽薄な流行に流されやすくミーハーなものだが、聡子くんは違うのかね。『象チョー可愛かわいい～乗ってみたーい！』というのが、通常の女子の反応ではないのかね？」

「わたしは結構です」

「遠慮しなくても良いのだよ、今の座ざ堂どう家にはわが妻踊オードリーのおかげでお金は湯水のようにあるのだ。乗りたいのなら、もう一頭象を……」

「本当に良いのです。あまりしつこいと殺しますよ」

　聡さと子この目がすわっている。シエラパパは、びくーんと後ずさった。

「わ……忘れていた！　一見地味でおとなしい本好き眼鏡っ娘この中学三年生にしか見えないが、きみがラスボスだったという設定を……！」

「設定って何だよ」

　と、陣じんが菓子を食べながら、フォローするべく聡子に話しかけた。

「本ほん田だ、そう怒るなよ。動物が嫌いなのか？」

「嫌いというほどではありません。その地で神として崇あがめられている動物とは、相性が悪いだけです……」

「そういう話を聞くと、ああやっぱ本田ってアークダイモンなんだなって思うなあ」

「おや？　でも、カンボジアの宗教は仏教ではなかったかね？　仏教の神様はお釈しや迦か様さまではないのかね？」

　と、シエラパパが首をかしげる。

「今のカンボジアは仏教の国じゃが、アンコール・ワットができた十二世紀にはヒンドゥー教の国だったのじゃよ。そもそも『カンボジア』という国名からして、始祖である古代ヒンドゥー教の僧侶バラモン『カンプー』の『子チ孫ヤ』という意味じゃからの。そして、ヒンドゥー教の神の一人ガネーシャは象の姿をしておるのじゃ。また、雷神インドラの乗る聖獣も象なのじゃ」



    

  
    
      



    

  
    
      　と、大だい胡ごが答えた。聡さと子こが、うんうんとうなずく。シエラパパが「へええ」と感嘆した。

「さすが楔くさび形がた文字以外のことも詳しいのですな、新あら木きさん」

「特にアンコール・ワットについてはのう」

　大胡は含みのある様子で、遠くを見る。陣じんが、自分ではない遠くを見ているその目が何やら腹が立ち、ムッとした口調で大胡に言った。

「それぐらい、常識の範囲だろ。俺おれだって、アンコール・ワットが仏教寺院じゃなくヒンドゥー教寺院だってことぐらい、本で読んで知ってるさ」

　大胡は、鼻で笑う。

「フッ、陣。まだまだ甘いな、そのノム・トム・ムーンより甘いぞ」

「言っとくけどやらねーぞ」

「別にいらん。アンコール・ワットの入り口には屋台村があって、あらゆるカンボジアのグルメが食いたい放題だということを、わしは知っているのだからな」

「なっ、なんだとー！」

　陣が愕がく然ぜんとして叫さけんだ。大胡はニヤニヤして言った。

「フッ。愚かな息子よ、アンコール・ワットの屋台村のことも知らずに、こんなところで菓子をたらふく食うとは」

「いやまあ、これも食ってそっちも食うけどな」

「カンボジアといえば、米で作った麺めんヌムバンチョックにカレーの汁ソムローをかけた、カンボジア風カレーうどん『ヌムバンチョック・ソムロー・カリー』が名物じゃ。かつて世界で一番美味だと言われたカンボジアの胡こ椒しようがたっぷり入ったカレーが待っているというのに、菓子で腹いっぱいにしては美お味いしさ半減じゃぞ」

「何だ、そのうまそうな食い物はっ！　カレーを入れるあれが『カレー用ソースポット』だってことは知ってても、そんなうまそうな食い物は聞いたことがないぞ！」

「わしは、氷みつをかけるあれが『甘露じゃくし』だということも知っているし、アンコール・ワット周辺は観光地でうまい食い物の屋台が山ほどあることも知っていたのじゃ。だから計画的に、朝からちょっと食事の量を抑えていたのじゃ、ふふふ」

　ふと、陣は大胡を睨にらむ。

「……ほんとに、よく知ってるよな。そうやって父さんたちが世界中を飛びまわってたから、俺が一人ぼっちで留守番する羽目になったわけだな」

　陣は不服そうにつぶやいた。おや、とニコライが陣を見つめる。

　陣の両親が高名な考古学者で家を留守にすることも多く、寮に入ったのもそのためだ……ということを、ニコライはシエラからそれとなく聞いていた。そのとき、どこかシエラの境遇に似ているな、とニコライは感じていた。

　大だい胡ごに対して陣じんの態度がいつも反抗的でよそよそしいのも、多分そのあたりの軋あつ轢れきがあるのかもしれない……そう思ったニコライは、優しく陣に声をかけた。

「新あら木き様、喉のどがつまるでしょう。カンボジアコーヒーをいかがですか。カンボジア産のコーヒー豆で、酸味が少なく苦めですから、甘いお菓子によく合うと存じます」

　ニコライがステンレス水筒からプラスチックのカップに、熱いコーヒーを注いで陣に渡した。水筒は、聡さと子こがわざわざ日本から持ってきたキモブサガエルの柄だ。陣はカップを受け取り、驚いてニコライを見つめた。

「準備がいいなあ」

「執事にとってお茶を淹いれるのは、息をすることと同じぐらい基本的なことです。このニコライ・パブロフ、より執事レベルを上げるべく奮闘中でございます」

　陣はコーヒーを飲んだ。ニコライが言ったとおり、エスプレッソのように濃い。イライラしていた気持ちが少し収まり、苦味で頭がすっきりするような気がした。

「ありがとう、ニコライ。うまかった」

　陣がカップを返すと、ニコライは受け取ってにっこりと微笑ほほえんだ。

「そう言っていただけますと、執事冥みよう利りに尽きます。新木様は少々無愛想ですが、けっこうお優しいところもあるようですし、シエラお嬢様も何だかんだで頼りにしていらっしゃるようす。今回の遠征で、もしわたくしに何かあっても新木様がシエラお嬢様を守ってくださるのならば……このニコライ・パブロフ、安心して命すら惜しむことなく、シエラお嬢様のために全力で戦って散ることができます」

　胸に手を置いて、不吉なことばをすがすがしい表情で口にするニコライに、陣は不安そうな目を向けた。

「……あのさ、そういうこと言うのやめろよ」

「は？」

　きょとんとしたニコライに、陣はどなった。

「命は大事にしろってこと！　あんたに何かあったら、座ざ堂どうがどれだけ悲しむと思ってんだよ！」

　本気で怒っている陣を見て、ニコライは少しびっくりしていたが、やがて片眼鏡モノクルの底の青い目を細めた。

「ご心配どうも……本当に新木様は、シエラお嬢様によく似ておられますね」

「え？」

「新木様。わたくしは、シエラお嬢様のためにも、新木様をお守りするべく命を投げだすこともまた厭いとわない所しよ存ぞんでございますよ」

　ニコライは微笑んでいる。それが余計に不安に思えて、陣は怒った顔のままそっぽを向いた。

「あんた、人の話聞いてないのかよ！　それとも、からかってんのかよ？」

　ニコライは是とも否とも答えず、どことなくはぐらかすような微笑ほほえみをただ浮かべるばかりだ。

　陣じんは不安だった。旅に出てから、何度も危機に遭遇してきた。陣も同学年の男子に比べれば、遺跡の発掘で鍛えられているから、一対一ぐらいの喧けん嘩かなら勝つ自信がある。

　だからこそ、サロメや彼女が操る生骸ゾンビたちの強さもよくわかる。今までギリギリの線で何とかかんとかクリアしてきたが、サロメの背後にはまだその力の片へん鱗りんもわからないヘロデ王も控えているのだ。

（冷静に考えて、勝てるような気がしないよな……もちろん負けるわけにも行かないんだけど、な）

　陣は、象の上で無む邪じや気きにはしゃいでいるシエラを見あげて、ため息をついた。シエラは、ヘロデ王に狙ねらいをつけられているというのに、今ひとつ危機感に乏しい。

（あいつ、俺おれたちが負けたらヘロデ王の魔神にされちまうってことわかってるのか？　いや、座ざ堂どうのことだから、たぶん負けるってことは想定してない可能性大だな……）

　それに対して、サーベルの達人で陣などよりずっと場数を踏んでいる感じのするニコライは、陣以上にこちらとあちらの実力差をわかっているのかもしれない。相手の強さをはっきりわかっている者ほど、勝ち目が無さそうだということが戦いを重ねるごとに見えてきて、諦てい観かんしているのかもしれない、と陣は思った。

（だから、ニコライは死を覚悟してるみたいな言い方をしてるんだな。ニコライは、俺たちは生きて勝てないと読んでるってことか……）

　そして、恐らくニコライの分析がもっとも的を射ているのだろう。

「ニコライ」

　そっぽを向いていた陣だが、ふとニコライを見つめた。ニコライが陣に視線を向けると、陣は真剣な表情で言った。

「座堂を悲しませるようなことがあったら、俺が許さないからな」

　生きてくれと言っても聞きそうにないので、陣は搦からめ手からそう言った。ニコライは驚いた顔をしていたが、フッと笑って、

「善処いたします」

　と、事務的に答えた。陣は答えを断言してくれないことが気になって、もう少し何か聞こうかと口を開いた。だがそのとき、象の上にいたシエラが歓声を上げた。

「見て！　アンコール・ワットだわ！」

　陣たちも、目を向けた。

　深い緑の森の彼方かなたに、濠ほりに姿を映す寺院の姿が見えてきた。その姿は、大小の釣つり鐘がね饅まん頭じゆうが並んでいるようである。カンボジアの国旗にも、この世界遺産アンコール・ワットが描かかれている。

　アンコール・ワットがある地域は農村地帯で、四角い田んぼには稲が植えられ、立ち並ぶサトウヤシの樹液から砂糖も作られている。しかしアンコール・ワットの周辺は昔ながらの深い森に覆われ、孤高で荘厳な雰囲気を保ち続けている。

　とはいえ、アンコール・ワットに渡る橋の周りには屋台村が出来ていて、お土産みやげや絵葉書も売られ、にぎやかな観光地としての側面もある。カンボジアでは洋服が一般的なので、まるで日本の観光地にいるかのようだ。

「すご……」

　陣じんも、実物は初めて見るアンコール・ワットの姿に思わず言葉を詰まらせた。美しさといい神秘性といい、考古学マニアである陣の好みのど真ん中だった。

　一行が象タクシーとトゥクトゥクを降りると、聡さと子こが息苦しそうに眉まゆをひそめて言った。

「……あの、わたしたちはヘロディオンへ先を急いでいたはずですが。どうして、わざわざこんなところで観光をしないといけないんですか……？」

「あ、お寺の近くで調子悪いんだ。やっぱ、あんたってアークダイモンなんだねえ」

　アルフが感心したように言った。陣が、大だい胡ごを睨にらむ。

「だよな。先を急ぐはずだったのに、父さんがアンコール・ワットに寄るって言うから」

「すまんな、皆の衆。ヘロディオンから生きて帰ってこられるという保証は無いから、やり残したことをしておきたかったのじゃよ」

「やり残したこと？」

　陣は眉をひそめる。そのとき、アンコール・ワットの前でツアー客を見送っていたガイドが、くるりと顔を向けてこちらに走ってきた。

「新あら木き教授！」

　アンコール・ワットの石像たちによく似た、細くしなやかな体とつややかな肌の美女だった。ノースリーブのブラウスと細身のスラックスが知的で、クメール人独特の広い額とぱっちりした濃い二重まぶたの目と、わずかに波打つ黒髪が美しい。

「ボーファさん、久しぶりじゃな」

　大胡が帽子を取って、軽く会釈をした。ボーファ……カンボジア語で「花」を意味する美しい名を持った彼女は二十歳ぐらいで、ふと陣のほうへ澄んだ目を向ける。

「一目でわかりました。あなたが新木教授の息子の陣さんですね、いつも教授からお話は伺っていました」

「父さんがいつも俺おれの話を？」

　以前、京きよう都と大学考古学部の標しめ野の紫し乃の助教にも同じことを言われたのを、陣は思いだした。いつも陣を放ほうって世界中の遺跡を飛びまわっていた大胡は、陣のことを少しでも考えることはないとばかり思っていたので、その話を聞くたび意外で、信じられなかったのだが……。

「あれ……日本語っ？」

　アルフがすっとんきょうな声で叫さけんで、ボーファを指さした。考えこんでいた陣じんは、その声で現実に引きもどされた。ボーファは微笑ほほえむ。

「数年前、新あら木き教授の助手としてアンコール・ワットの修復をしたときに覚えたのです。そのときに得た考古学の知識と日本語を活用して、ガイドの仕事をしています。わたしの名はダムレイ・ボーファです、よろしければ皆さんにアンコール・ワットをご案内しましょうか」

「そうじゃな、陣は実際に来るのは初めてじゃからガイドしてもらうと良いじゃろう。わしは、第一回廊の修復工事の現場に用があるのじゃ。屋根の修復に役立つ資料を見つけたので、現場監督に伝えねばな」

　大だい胡ごはそう言い残すと、さっさと第一回廊のほうへ走って行ってしまった。陣は、狐きつねにつままれたような顔をしている。ボーファが、声をかけた。

「では、案内いたしましょう。足元が崩れかけているところもありますので、気をつけてください」

「あ、わたしは遠慮します。そのへんの屋台に座って、本でも読んでます……」

　聡さと子こは後ずさった。陣が、聡子に声をかける。

「意外な弱点だなあ。じゃあ待ってろよ、誰だれかにからまれても変なもの召喚するなよ」

「新木先輩がそうおっしゃるのでしたら了解しました……ククク……」

「そのクククは信用できないなあ」

　陣は余計に不安になりながらも、聡子を置いてゆき、ボーファについてアンコール・ワットの中に入った。巨大な石像の頭が飾られた、石塔の列のあいだを抜けていく。石の壁には、ヒンドゥー教の神話をモチーフにしたレリーフが彫られていた。インド舞踊を思わせるしなやかな体の線と動きには、なまめかしい美しさがある。

「……父さんは、遺跡の修復を手伝ったりしてたのか？」

　ところどころ、顔が破壊されたレリーフがあるのを見つけて陣がボーファに尋ねた。

「アンコール・ワットの修復には、日本人がとても力を尽くしてきてくれたのです。豊とよ臣とみ秀ひで吉よしのころに日本では朱印船貿易が栄え、東南アジアと交易を行い、カンボジアにも移住して日本町を作りました。日本とアンコール・ワットは昔から深い縁があるのです」

「あちこち石像が壊れているわね。ベトナムでも壊れた仏像を見たけれど……やっぱり、戦争のせいなの？」

　シエラが、胸を痛める。ボーファは答えた。

「内戦のためです。三十年前、独裁者たちが政権を追われてアンコール・ワットに立てこもりました。アンコール・ワットは幅二百メートル近い四角い濠ほりに囲まれた、うってつけの要よう塞さいでした。しかも独裁者たちは宗教的なものを否定し、アンコール・ワットの神々の石像を打ち砕いたのです」

　ボーファは、アンコール・ワットの濠を指さした。美しいボーファと静寂な寺院のたたずまいからは考えられない凄せい惨さんな歴史に、陣じんたちは衝撃を受けた。旅に出てから、戦争が文化を破壊してきた話ばかり聞いている気がして、陣は深いため息をつく。

「もったいない話だなあ……」

「しかし現在のカンボジアは武器と地雷を撤去し、平和に向かおうとしています。アンコール・ワットが観光資源となり、わたしのように外国語を勉強してガイドで身を立てる者もいます。ですから、祖先がカンボジアに残してくれた最大の財産であるアンコール・ワットの修復に協力してくれた新あら木き教授には、心から感謝しているんです」

　明るい笑顔でそう語ったボーファのことばを聞いて、陣は何やら考えこんでいた。シエラが、そんな陣に声をかける。

「庶民のお父さんって、普段はおちゃらけたおじさんだとばかり思っていたけれど、立派な人だったのね」

「まあ……遺跡を守りたいってのは、考古学者の使命感ってか、本能なんだろうな。そして、ボーファさんが言うように、過去の遺跡が未来への遺産になる……。親父おやじはそれを守ってきたのか。たとえ危険な地雷が埋まってる国でも」

　陣は、前髪をくしゃくしゃにしてため息をついた。

「くそっ。これじゃ、『俺おれをいつも一人で置いて行きやがって』なんてグチグチ言ってた俺が、何かすごくちっちゃい男みたいじゃないかよ。『親父になんか負けるもんか』って、いつもそう思ってきたのに……」

　シエラはそんな陣を少し心配そうに見つめていた。シエラ自身も、子供のころから自分のことを放ほうって世界中飛びまわって遊んでいたと思っていた母・踊オードリーが、実は座ざ堂どう家が貧乏にならないよう会社を作って頑張っていたということを、最近知った。そのときの、嬉うれしさと裏腹の自己嫌悪感というものが、シエラにはよくわかる。

　シエラはしばらく考えていたが、ふと腕組みをして、つんっと上を向いた。

「ふん、庶民のくせにそもそも自分がそんなに大きな人間だと思ってたわけ？　思いあがりもはなはだしいとは、このことね」

「何だとー！」

　陣は怒る。ニコライが、慌あわててシエラをなだめた。

「シ、シエラお嬢様ともあろう方が、何ということをおっしゃるのですか」

「だって、人間なんて誰だれもちっぽけなものよ。ちっぽけな人間が必死に力を出しあって進んでいくからこそ、偉いんじゃないの。西安シーアンで出会った神聖皇帝やヘロデ王や、ボーファさんの独裁者の話でもわかるじゃない。大きな武力だの権力だのを持ってる大きな人間なんて、ロクなことをしやしないって」

「座ざ堂どう……」

　陣じんは、呆あつ気けに取られてシエラを見つめる。

（もしかして、座堂、今、まさか……俺おれを慰めたのか？）

　陣にじっと見つめられて、シエラはちょっと赤くなる。それを隠すように、シエラはぷいっと顔をそむけた。

「そっ……そんなことより、ボーファさんにガイドしてもらってる最中じゃないの！　サクサク見て回らないと、アンコール・ワットの敷地だけで縦横一キロ半もあるのよ！　ボーファさん、行きましょ！」

　慌あわててシエラはボーファに言った。そのときボーファは、優しく微笑ほほえんだ。

「シエラさんでしたか、あなたは不思議な人ですね。神にも匹ひつ敵てきする偉大な力を秘めているのに、人間らしい優しい心を持っている」

「おお、わかられますか！　シエラお嬢様はこの世を救う女神の転生なのです、そして今の新あら木き様へのセレブらしい気品に満ちた叱しつ咤た激げき励れい、このニコライ・パブロフ感動いたしました！」

　ニコライはテンションが上がっている。シエラは戸惑いながら、ボーファに尋ねた。

「わ……わたしのこと、新木教授に何か聞いたの？」

　ヘロデ王の追撃を防ぐため、また別の人間が悪用しようと襲ってくるのを防ぐため、ランプの魔神の話は外部には漏らさないと言っているはずなのに、まさか……と、シエラは心配になる。ボーファは、首を横に振った。

「いいえ。アンコール・ワットの石像の中に毎日いるとわかるのです、人間のオーラとは全く異質な、神のみが放つオーラというものが」

「そっか。人々の祈りか土地に宿る神性か……俺も遺跡に行くと、確かにうっすらと感じるな。俺たちはその神秘的な魅力に引き寄せられるけれど、本ほん田だはそのオーラのせいでアンコール・ワットに入れなかったわけか」

　陣は納得してうなずく。ふと、ボーファが寂しげに長いまつげを伏せた。

「どうしたのかね、ボーファさん。何か嫌なことでも思いだしたかのような顔ですな」

　シエラパパに尋ねられ、ボーファは北を指さした。

「はい……。このアンコール・ワットは多くの人の力添えのおかげで、かつての神性を取りもどしました。けれども『死んだ遺跡』もあるのです」

「死んだ遺跡？」

「アンコール・ワット寺院から国道六六号線を一キロほど北に行くと、アンコール・トムがあります。その中心部にある、ピメア・ナカス神殿です」

「ピメア・ナカス……『天空の楼ろう閣かく』って意味だな」

　と、陣じんがつぶやいた。

「十世紀ごろに造られた神殿で、土着信仰とヒンドゥー教の蛇神ナーガ信仰が合わさって生まれた、翼を持った蛇へびの女神ナーギが住んでいたと言われています。歴代の王はナーギの神殿で、現あら人ひと神がみとなる儀式を受けました。そして歴代の王は毎夜ナーギのもとへ通い、国を栄えさせるための知恵と権力を授けられました」

　ボーファは語り部のように、八百年以上も昔の歴史を静かな声で語った。

「十二世紀前半にアンコール・ワット寺院を作ったスリヤヴァルマン二世が亡くなったあと、アンコール王朝は隣国チャンパに侵略されました。それを救ったのが、智ち・武ぶ・勇ゆうの資質に長たけた王ジャヤヴァルマン七世です」

「智・武・勇……？」

　陣がシエラの頭をなでるときの呪じゆ文もん「ちちんぷいぷい」は「智ち仁じん武ぶ勇ゆう」という王者に必要な四つの資質を意味している。一文字足りないな……とシエラは漠ばく然ぜんと感じた。

「ジャヤヴァルマン七世は十二世紀後半に、ピメア・ナカス神殿と王宮を中心にしてアンコール・トムの都を作りました。ナーギの助言に従って道や病院を作り、国民に慕われ国力を増し、ジャヤヴァルマン七世の治世は栄光に包まれたのです」

「守護神ってわけだね。あたしと陣の関係みたいなもんか」

　と、アルフが陣の肩にひじを置いてくっつく。陣は赤くなって、身を避よけた。

「か、関係ないだろ」

「しかし。今やナーギは滅び、ピメア・ナカス神殿は死んだ遺跡となっています。晩年のジャヤヴァルマン七世はナーギを捨て狂信的に仏教を崇すう拝はいし、数多くの仏教寺院を建てて人民を疲弊させたことで、アンコール王朝そのものも衰退していったのです」

　ニコライの疑問に、ボーファは答えた。シエラは、少し胸が痛む。

「ジャヤヴァルマンは、どうしてナーギを捨てたの？　彼と国の栄光を約束してくれた勝利の女神なのに」

「恐らく、王は老いたのです」

　と、ボーファは答えた。

「ナーギは王に現世の栄光を約束しました。しかし仏教は死後の生を約束します。地上の王国も栄光の王座も、死の恐怖の前には無意味だったのでしょう」

　ボーファの美しい声と、アンコールワットの静寂が寂しい。

　陣たちは、しばらく黙りこんでしまった。



　やがて大だい胡ごが戻ってきた。

「お待たせしたのう！　さっ、とっとと旅を続けようかの！」

　アンコールワットの前で陣じんたちと合流した聡さと子こと大だい胡ごだが、陣は弱りきった表情で言う。

「んーまあ……もう一ヶ所見に行きたいって、座ざ堂どうたちが」

　と、陣はシエラたちを指さした。シエラとアルフとシエラパパが、滝のように涙を垂れ流し、口をＭ字型にひん曲げて、えぐえぐ泣いていた。観光中は他人の目に触れないようシエラのポケットの中で携帯電話のストラップになっていたトーレムも、シエラの肩に乗ってこんな感じで泣いている。

「わっ！　ど、どうしたんじゃっ？」

　大胡は思わず退ひいた。シエラが涙をぬぐいながら言う。

「だって……ナーギが可哀かわい想そうで」

「このモヤモヤした気持ちはさっ、同じ『魔神』にしかわかんないよ！」

　現役魔神の二人に加え、元魔神のシエラパパも涙をるるーっと流しながらうなずいた。

「うむ、うむ。わたしもナーギの墓所をぜひ尋ねて、御み霊たまを慰めたいものだ」

「ああなるほど。その三人が泣いているのは、そういう繋つながりだったわけですね……」

　と、聡子が大胡に目を向ける。

「わたしは賛成ですよ……ピメア・ナカスは死んだ遺跡です、神がいないのですからヘッチャラピーです。わたしだって、少しは観光を楽しみたいですしね……ククク……」

「神がいないとか言わないでー！　また涙が出ちゃうー！」

　シエラとアルフが抱きあいながら、わんわん泣いた。やれやれ、と陣はため息をついてニコライに言う。

「仕方ないな。またちょっと足止めになるけど、ニコライは？」

「わたくしは常にシエラお嬢様に従います、使用人にお気き遣づかいなさる必要はありません」

　ニコライはうやうやしく頭を下げた。

「それに、ナーギがジャヤヴァルマン王にとって『守護神』のようなものなら……シエラお嬢様を守り続けてきたわたくしにも、その気持ちには思うところがございます」

「意外に皆ロマンチストだったのじゃな。それでいいのじゃ、歴史はロマンじゃ！　では、日が落ちるまえにアンコール・トムに案内しよう」

　と、大胡は観光客待ちのトゥクトゥクを呼びよせた。



　アンコール・トムはアンコール・ワットに似た、幅百メートルの四角い濠ほりに囲まれた城じよう砦さいである。しかしその縦横の長さはアンコール・ワットの倍、一辺三キロの広大な城砦都市だ。

　アンコール・ワットやアンコール・トムをはじめとするアンコール朝の遺跡群は、観光客でいっぱいだ。シェムリアップ市から出てアンコール遺跡群をぐるっと一周する国道六六号線は広大なアンコール・トムの真ん中を突っ切っていて、利便性がはかられている。

　それでも暑い季節であり、遺跡全体がだだっ広いので、時折しんと、ひと気が途絶えるときがある。ナーギが住んでいたというピメア・ナカス神殿も、そのときはちょうど他ほかに観光客が来ていなかった。

　赤っぽい石が高く積み上げられ、ピラミッド型というより四角いチョコケーキのように見える。その高さは四十メートルもあり、赤っぽい石の間に白い石でテラスが造られている。階段の両側やテラスには、白い石で作られた巨大な獅し子しの像が並んでいた。頂上の祭さい祀し場へ行くにはほとんど垂直の階段を、ウォールクライミングのようによじ登って行かなくてはならない。

　ロマンチックな悲恋に弱い魔神一同は、すでに涙をぼろぼろ流して感傷にひたっている。トーレムも泣きっぱなしだ。

「これがナーギの神殿……！　もう王様の宮殿は朽ち果ててしまって、一人寂しく眠っているのね」

「ジャヤヴァルマン七世が造った『勝利の門』と繋つながってるんだね、ほんとに勝利の女神として頑張ってたのに切ないやね」

「わしもわが愛する妻踊オードリーを大事にせねばいかんなあ。色男金と力は無かりけりと言うが、わしは脱ぐと結構すごいのだぞ」

「脱がなくていいから」

　陣じんが冷ややかにツッコミを入れてから、ナーギの神殿を見上げる。

「それにしても、この階段状のピラミッド構造といい、てっぺんに祭祀場があるところといい、急な階段といい、マヤ文明の階段状ピラミッドに似てるなあ。あっちは紀元数世紀ってころで、ナーギの神殿よりずっと昔にできてるけど」

「いいところに気づいたのう、陣」

　と、大だい胡ごが横で笑う。

「マヤ文明の遺跡で世界遺産になったチチェン・イツァに、蛇神ナーガククルカンの神殿がある。ククルカンは天地創造を行ったマヤ神話の最高神で、やはり翼を持った蛇へびの姿をしておるのじゃ」

「翼を持つ蛇？　ナーギも、翼と九つの頭を持つ蛇だよな。ナーギって言葉は、インドの梵語サンスクリツトの蛇神ナーガから来てる。空を飛び天気を操るインドの蛇の王ナーガラージヤだとか、中国の龍りゆうだとか……大きな蛇が空を飛ぶイメージってのは、人類共通なのか？　なんでだ？」

「それはこのわしにもいまだ解けぬ謎なぞじゃ。息子のおまえが解けるわけがないわい」

　大胡に煽あおられ、陣はムッとする。そのとき聡さと子こがニヤリと笑って、陣にくっついてきた。

「新あら木き先輩。『百聞は一見にしかず』ということわざをご存知ですか？」

「何か嫌な予感がするなあ」

「たとえば推理小説なんて、死体に聞けば一発で犯人がわかるというのにあーたらこーたら、めんどくさいったらありませんよね。結果を出すまでの過程など、何の意味もありません。考古学も同様です、土器のかけらをくっつけてあーたらこーたら古代人の暮らしを推測するなんて面倒くさいじゃありませんか、直接聞けばいいのに」

「ちょっと待て、おまえがやろうとしてることがわかった！　絶対やめろ！」

「永遠に横たわると見えるもの、しかれどもそは死者にあらず。五ご芒ぼう星せいの力弱まりしとき、驚異なる永えい劫ごうの時を経て、死すら死を迎えん！」

　聡さと子こはキモブサのカエル柄のポシェットから、黒い表紙にドクロが描かかれた「死者の書ネクロノミコン」を取りだして呪じゆ文もんを詠えい唱しようする。

　とたんに、ナーギの神殿が激しく揺れはじめた。感傷にひたっていたシエラたちは、びっくりして神殿から離れる。

「なっ、何、地震っ？」

「ほ……本ほん田だ！　おまえ、何の生骸ゾンビを呼びだした！　神官の生骸ゾンビでも呼びだすのかと思ってたけど、何か天変地異始まってるぞ！」

　青ざめている陣じんに、聡子は平然と答えた。

「死んだ神なら、わたし平気なんですよ。たとえ生骸ゾンビでもね」

　神殿の頂上の祭さい祀し場がぱかっと二つに割れた。天を貫くような光が幾筋も、サーチライトのように神殿から吹きだし、その光の中に一人の女が立っていた。

　さっきアンコール・ワットで見た石像のような、細くしなやかな体に薄い絹を巻きつけ、黄金の装身具で飾り立てた、なまめかしい姿をしていた。身長よりも長い銀色の髪は、数十メートルもあるかもしれない。眉み間けんに、蛇へびのうろこの模様があった。成熟しきった女性という感じの年とし頃ごろで、体は細いのに胸は恐ろしいほど豊かだ。何よりも、肌の色が透き通るように白い。遠目に見ても、恐ろしいほど神秘的な美女だった。

「おい本田、あれ……もしかして、『ナーギ』なのか！」

　焦っている陣に、彼女はふと金色の目を向けると、長い髪をなびかせて、ナーギの神殿の頂上から飛びだした。

　ほとんど垂直と言っていい神殿である、飛び降りれば四十メートル下の地面まで真っ逆さまだ。

「きゃーっ、グロ映像！」

　シエラは慌あわてて目を覆う。だが、彼女が地面に叩たたきつけられることはなかった。彼女は長い髪を、蛇のように尾を引きながら、空中を滑るように飛んで陣のもとへやって来た。その瞬間、陣はさんざん大だい胡ごと議論した「空を飛ぶ蛇」の姿を見た気がした。

『智ち・武ぶ・勇ゆうある者……われを呼んだのはそなたか。そなたが新たな王なのか』

「え」

　陣が返事をする前に、彼女は真っ白い胸に彼を抱きしめていた。柔らかすぎ豊かすぎる胸の中に埋まって、陣じんは窒息しそうになる。

「うー！　苦しいー！」

「ちょっ……わたしの庶民に何してるのよ！」

「どう見てもこいつ化け物じゃん！　っていうかシエラ、今の所有格は何だよ！」

　アルフに指摘されて、シエラはぼんっと赤くなる。

「べっ……別に他意なんて無いわよっ、ニコライのことだって『わたしの使用人』って言うわよ！」

「これが『ナーギ』か……。伝説の百倍ぐらい色っぺーのじゃが、わしのほうが大学教授だから頭いいし、考古学の発掘で体力もあるのじゃがのう……」

　物欲しそうに、大だい胡ごが自分を指さした。が、彼女は完全に無視して、陣にしどけなくからみつき、二つの巨大な胸の谷間に彼を挟みこむ。

『われはナーギ、王に知恵をさずける者。王よ、天地創造の物語を聞かせてさしあげましょう。ヴェーダ神話によれば、神族デーヴアと悪魔族アスラが協力して乳色の海を掻かきまわし、神々と聖獣、そして最後に不老不死の薬アムリタを産みだしたのです』

「ははは。庶民も今、まさに乳の海の中で溺おぼれかけている状況だなあ」

「パパっ、下品なオヤジギャグはやめてよね！」

　シエラがシエラパパをにらんだ。

「年とし頃ごろの娘に父親が一瞬にして嫌われ軽けい蔑べつされる原因というものは、えてして少女特有の潔癖さを逆さか撫なでするような、エロネタかシモネタをうかつに口にしてしまうことですよね……」

　聡さと子こが冷ややかに分析した。水風船のように柔らかいナーギの乳房につぶされている陣を見て、シエラは怒りが一気にわきあがってきた。

「ちょっと庶民！　いつまでくっついているのよ！　わたしより蛇へびのゾンビのほうがいいわけっ？」

　プンスカプーと怒っているシエラに、聡子が低い声でささやいた。

「ククク……座ざ堂どう先輩、思春期の男子というものは、年上の女教師とかに憧あこがれるものなのですよ。ククク……」

「ま、まさか庶民があんな蛇おばさん好みだなんて……！　もしや熟女マニアなの、だからこんなに可愛かわいいわたしが側そばにいても、ストライクゾーン外だったから相手にしなかったのねそうなのね！　わーん！」

「おいおいおい、勝手に決めるな！　俺おれだって逃げたいけどよ……！」

　陣は、ナーギの胸の中から脱出しようとするが、脱出するため腕を突っぱろうとすると、柔らかいナーギの胸に手のひらがふれる。絹ごし豆腐のように柔らかい手ざわりにどぎまぎして陣は手をひっこめる。

「ち、知恵とかどうでもいいし、俺おれはアンコール王朝の王様じゃない！　放せよ！」

『どの王も最初はそうして照れたものです。アンコール王朝の王は毎晩、妻や妾めかけと睦むつみあう前に、必ずここに来てわれと睦むのが決まり。一日でも欠かせば、王に備わったわれの神通力は失われ、王は死に国は滅ぶことになりましょうぞ』

「む……睦むってつまりそのあれですかな？　毎晩そのナイスバディとあんなことやこんなことをしておったのですかな、何とうらやまけしからん！」

　シエラパパが、思いっきり食いついてシエラに引かれている。

「パパ……。今までもバカだバカだと思っていたけれど、こんなにも血を分けた父親のことを軽けい蔑べつしたことはないと思うわ……」

　シエラの声が硬い。ナーギは陣じんの首に抱きつき、血の気けの薄い唇を彼の耳に寄せて、甘い声で囁ささやきかける。

『さあ王よ、ピメア・ナカスへ行きましょう……わが神殿、われらの褥しとねで睦みあいましょうぞ』

　しなやかな腕と柔らかな白い肉が陣にからみついて、妙齢の男子としてはドキドキしないと言えば嘘うそになるが、それ以前に絞め殺されそうで苦しい。

「ちょ……放せっ、落ち……落ちるっ……！」



    

  
    
      



    

  
    
      『ほほほ。これからあんなことやこんなことをする予定だというに、今から気を失っていては先が思いやられますぞ』

　妖よう艶えんな笑みを浮かべるナーギを、アルフが指さしてどなった。

「人の話を聞いてない蛇へびだねっ、陣じんは王様じゃないって言ってんだろ！　そういえばカンボジアでは蛇料理が名物だそうだね、腐った生骸ゾンビじゃあ腹壊しそうだけどさ。このアルフ様が料理してやるよ！」

　ちなみに蛇料理とは、蛇をブツ切りにして焼いたり煮込んだりした料理のこと。内陸部が多いカンボジアでは、川魚と並んで蛇や昆虫が貴重なタンパク源なのである。

　陣はナーギの胸に埋もれて声を出せる状態ではない。アルフはポケットから携帯電話を取り出すと、着信音として録音していた陣の声を再生した。

『アブラカダブラ』

　一見マヌケだが、古いアラム語の呪じゆ文もん、「我が言う通りに成なれ」を意味することばで、アルフを剣の魔神へと変化させる呪文である。

　アルフの体が光り輝き、ナーギが一瞬気を取られた。身にまとっていた普段着が消え、剣の魔神のコスチュームであるウエイトレス姿となる。ツーテールの髪をなびかせながら、腰に巻いたエプロンのポケットから勘定書きを書くためのボールペンを抜くと、それはたちまち反りのある中ちゆう近きん東とうの剣「シャムシール」へと変化した。

　ナーギは驚き、切れ長の目をさらに細める。

『何と……そなた、異教の神か』

「陣の守護神だよっ！」

　アルフはナーギに斬きりかかった。だがナーギは陣を抱えたままするりと身をかわすと、ナーギ神殿の周囲を、長い髪の尾を引いてとぐろを巻くように飛びながら逃げる。

「待ちなっ！」

「アルフ様、このニコライ・パブロフも助太刀いたします！」

　ニコライがサーベルを抜き、アルフとともにナーギ神殿の階段を駆けあがる。

　しかし階段は、ほぼ垂直と言えるほどの急勾こう配ばいだ。片手でつかまりながら、もう片手でナーギを攻撃するものの、長い髪は針金のように硬くて刃やいばが通らない。

　ナーギの髪が太い鞭むちのように大きくうねって、階段にいるアルフとニコライを叩たたきつけた。

「おぐっ！」

　丸太の直撃を受けたような衝撃に、二人は吹っとばされた。地面に叩きつけられる前に、大だい胡ごが銅の巻物カツパースクロールを取りだして投げる。

「行けいっ、『ソロモンの判決』っ！」

　巻物は、名裁きを誇ったソロモン王の裁判の記録を書き記したもので、悪を断罪する魔力を持つ。笛を吹いたら巻いた紙がぴろろーと伸びる「吹き戻し」の要領で、物を引き寄せることも可能だ。

　巻物は、落ちてきたニコライとアルフをトランポリンのように跳ねあげて、衝撃を緩かん和わした。二人は体勢を整えて、草の上に着地する。ナーギの本体は既に、神殿の上へ到達していた。

「いけないっ、新あら木き様がもうあんな所まで！」

「さすが神様だけあって、生骸ゾンビになってもそこそこ強いねえ」

「息子の風紀指導は父親の役目！　陣じんっ、ＡＢＣは結婚するまでお預けじゃぞ！」

　大だい胡ごが再び、巻物を投げた。巻物はナーギの足に巻きついて、引きもどす。ナーギは地面に叩たたきつけられ、その反動で陣を手放した。空中に浮いた陣を、巻物が巻きもどるついでに引き寄せた。陣は大胡の足元に尻しりもちをつく。

「いてて！　もっとソフトな助け方は無いのかよ！」

「助けてもらっておいて注文をつけるとは、態度が巨大じゃな」

『うぬぅ、邪魔をするでないわ！　われを拒絶するのならば、そなたもジャヤヴァルマン王と同じ！　一人残らず死ぬが良い！』

　地上に立ったナーギが命令するように手を上げると、先ほどまでは一匹の蛇へびの尾のようだった彼女の長い髪が、九本に分かれて陣たちに襲いかかった。九本の髪の先にそれぞれ蛇の頭が現れ、陣たちを丸のみにしようと大きく口を開けて攻撃してくる。

「何だこりゃ、まるでヤマタノオロチだね！」

　アルフは目の前の一匹に斬きりかかる。ニコライと大胡も戦ったが、陣たち一行は七人だから数の上で圧倒的に不利だ。

「きゃああ！」

　シエラが蛇に巻かれて宙に浮く。ニコライが気づいて助けようとするが、高く持ちあげられて剣が届かない。ナーギは高らかに笑った。

『ほほほ！　まずはそなたの全身の骨を折ってやろう。蛇は獲物が喉のどに引っかからぬよう、獲物の全身の骨を折り砕いてから飲みこむのだ』

　ぎりぎりと締めつけられ、シエラの華きや奢しやな全身の骨がきしんだ。シエラの息が詰まり、苦しげにのけぞって酸素を求めるように大きく口を開ける。

「かはっ……！」

「座ざ堂どう！」

　陣がポケットから魔法のランプを取りだし、ソロモンの指ゆび環わをはめてこすった。

　次の一絞めでシエラの全身が砕ける……という寸前に、シエラの全身が光って消えた。

『何っ？』

　服だけが残って、ナーギは戸惑った。陣が持っているランプから紫色の煙がもくもくと湧わき、メイド服姿のシエラが現れた。シエラは「けほっ、こほっ！」と咳せきこんで、陣をにらむ。

「もっと早く助けなさいよっ、もうちょっとで死ぬところだったわよ！」

「そんなに元気な瀕ひん死しの人間は見たことが無いなー」

「シエラ！　今あんた魔法使えるじゃないか！」

　アルフに指摘されて、シエラはハッとする。

「そ、そうか、無事に脱出できてホッとして、忘れてたわ。砂魔法ラツムール！」

　シエラは魔法書を取りだし、蛇へびたちに指をむける。ゴオッ、と砂すな嵐あらしが起こり、蛇たちが翻ほん弄ろうされた。

『こっ、この魔法は……まさか〈ランプの魔神〉！』

　ナーギは愕がく然ぜんとする。九匹の蛇の頭が、次々に地面に落ちて眠りはじめた。陣じんが、ホッとしてシエラに声をかける。

「やったな、座ざ堂どう。ちゃんと魔法、役に立つじゃん」

「ふふん、当然よ」

「でも、ナーギ本体はピンピンしているようですが……」

　ニコライが心配そうに言った。眠った九匹の蛇は髪に戻ってひとつにまとまり、再びナーギの長い尾のようになる。シエラは、愕然として頭をかかえた。

「嘘うそっ！　どうしてっ？　砂はナーギのところまで届いていたはずなのに！」

「ククク……座堂先輩の魔力より、ナーギの抗魔力のほうが上だったんですよ。やはり、腐っても神……生骸ゾンビでもなかなか楽しませてくれますね」

　聡さと子こが黒い笑みを浮かべた。大だい胡ごはふと気づいて、聡子に尋ねた。

「あのー聡子くん。考えてみればわしらが必死こいて戦わなくても、ナーギは君が生骸ゾンビ化させたんだから、君が術を解けば消えたはずでは……？」

「ええそうですよ」

「ずいぶんサラッと答えたな！　それならなぜ、ずっと傍観しておったのじゃ！」

「だって、皆さんがどれぐらい強くなったか見ておきたいじゃありませんか……。ここで二人や三人死んでも、実力が足りずにヘロデ王に皆殺しにされることを思えば誤差の範囲ですからね。ククク……」

「君のその、個というものを完全に無視した考えは非常に合理的だが、まあぶっちゃけラスボスなんじゃろ？」

　大胡は聡子にツッコミを入れた。

「ナーギにはいろいろ聞きたいことがあるから呼びだしたわけですが、正直これほど暴れられると少々鬱うつ陶とうしいのも事実ですね。土に戻っていただきますか……」

　聡子は冷ややかに微笑ほほえんで、「死者の書ネクロノミコン」を取り、呪じゆ文もんの詠えい唱しようを始める。

「土は土に、灰は……」

『ま……待て！　頼む、しばし待て！』

　ナーギが悲痛な声で叫さけんだ。だが聡さと子こは、その声に一秒も止まることなく呪じゆ文もんを続ける。

「灰に、塵ちりは……」

「本ほん田だ、思いっきりスルーして唱えつづけてるな。ちょっと話を聞いてやれよ」

　陣が聡子を遮った。ナーギが、はっとして陣じんを見つめる。聡子はつまらなそうに、

「まったく……お人よしですね、新あら木き先輩は」

　と呟きながらも、素直に本をポシェットにしまった。



　陣たちは、おとなしくなったナーギに導かれてピメア・ナカス神殿の最上段に上がった。

　よじ登った上には、白い石で作られた神殿があった。天空の楼ろう閣かくピメア・ナカスは「空中楼閣」や「天上の城」とも訳されるが、四十メートルの高みから周囲のアンコール・トムの遺跡群を見まわすと、まさにその名がふさわしいと思える。

『そなたたちは、われが待ち続けた王ではないが、悪人でもない様子です。そしてランプの魔神よ、われにはそなたの力が必要なのです』

　ナーギはシエラたちを案内しながら、石の柱の間を歩いて神殿の奥へ向かう。

「わたしの力が……？」

　シエラは不思議そうに自分自身を指さした。ニコライが、二人の間に割って入る。

「ランプの魔神とは何ですか、シエラお嬢様は女神の転生なのです！　そんなアラビアン・ナイトに出てくるアラジンの下しも僕べのような失礼な呼び方は看過できません。ランプは単なる変身の道具に過ぎません。バトンを持った変身魔法少女を『バトンの魔神』と呼ばないのと同じです！　ランプの魔神は他人に仕える者、セレブなシエラお嬢様を言い表すには不的確にも程があります！」

「黙っておれ、話がややこしくなるから」

　大だい胡ごがさりげなく釘くぎを刺した。シエラパパは間近でナーギの胸が見られたのでデレデレとして、

「そうだそうだ。美人とボインの言うことならば、白を黒と言われても全力で信じるのが紳士たるものだ」

「でも蛇へびですよ」

　舞い上がっているシエラパパに、聡子が冷たく水をさした。

「で……わたしの力が必要って、何があったの？」

　シエラは、じっとナーギを見上げてたずねる。親身になってくれているのがわかるのか、ナーギは素直に語った。

『はるか昔、ジャヤヴァルマン王の心がわれから離れたため、われは神性を失い死にました。しかしわれが死ねば、アンコール王朝もやがて滅びてしまう。そこで死ぬ間際、われは最後の力を振りしぼって卵を産んだのです。いつの日か、この国に再び祝福を与えられるようにと……』

「やっぱり神様でも蛇へびだから、子供は卵で産むのね」

『そのとおりです。神とはいえしょせん蛇ですから、このとおりわれの肌は冷たい……』

　と、ナーギがシエラに抱きついた。たぷんたぷんと水風船のように柔らかく豊満なふたつの胸に包みこまれて、シエラも窒息しそうになった。

「きゃー！　苦しい、冷たいーっ！」

『そう……われの肌は氷のように冷たいのです』

「変温動物の上に生骸ゾンビだものね。冷たいから放してくれる？」

『そう言われると身も蓋ふたも無いのですが……そこでナーギ族は卵を神殿の頂上に置き、日の出の太陽の光に当てて温めながら、魔力を注いで孵ふ化かさせるのです』

　ナーギはシエラを手放し、案内を続けた。陣じんが、背後からナーギに尋ねる。

「爬は虫ちゆう類るいは日向ひなたに卵を産んで、太陽の熱で孵化させるもんな。それなら、神殿の上で産めば良かったのに」

『その力がもう、われには無かったのです。卵を産み終わると同時にわが命が尽きるのはわかっていました、魔力を注げなければ卵は孵化しません。大事な卵が鳥や猿の餌え食じきとならないよう、安全のために神殿の地下で産んだのです。われの代わりに、地上に降りた太陽……人の子の手にもたらされた太陽である〈炎〉をつかさどる魔神の力を与えて、孵化させて欲しいのです』

「で、でもわたし、火関係の魔法なんて全然知らないわよ？」

　戸惑うシエラに、ナーギが驚いて切れ長の目を丸くする。

『えっ？　だってそなたは、ランプの魔神でありましょう？』

「でもわたしの魔法書には、土属性関係の魔法しか……」

　シエラは慌あわてて、メイド服のポケットから魔法書を出し、必死にページをめくった。どんなに必死に探しても、まだ「砂魔法ラツムール」しか無かったが。

「うむ、そう言えばそうだ。わしが現役時代も、砂魔法ラツムール、泥魔法トウイーン、石魔法ハジヤル、岩魔法サツフル、土魔法テユラーブ、谷魔法ワーデイ、山魔法ジヤバール、地魔法アルルドとまあ、こんなラインナップだったな」

　シエラパパが言った。ナーギはショックを受けてうなだれる。

『そ……そんな……！　ランプの魔神が土属性魔法のレベルを上げるなんて、神官の筋肉質よりも無駄！』

「そ……そうなの？　わたしの呪じゆ文もんって無駄なの？」

　シエラが青ざめる。まさに、ベトナムにいたときに陣が抱いた疑問だった。陣が慌てて、ナーギに言う。

「なっ何も魔法を使わなくても！　あんたは今、生骸ゾンビとはいえ生きかえってるんだし、さっき俺おれたちに襲いかかってきたのを見ても、ちょっとぐらい魔力が残ってるはずだぜ。明日の朝、卵を神殿の上に持っていけばいいじゃないか。本ほん田だがここを離れたらあんたは死骸に戻っちまうから、明日の朝まで俺たちも待機しといてやるよ。アンコール・ワットの周りには店がいっぱいあるから、いくらでも時間はつぶせるしさ」

『な、なんと申し訳ない……！　しかし、何という良い考えでしょう。一目見てジャヤヴァルマン王そっくりの知性的な瞳ひとみに心こころ惹ひかれましたが、やはりジンどのは頭がよろしいのですね。ここにおミソがいっぱい詰まっておられるのですね』

　ナーギは陣じんの頭を胸に抱きしめて固定し、頭をナデナデする。

「だからっ！　何ですぐに抱きつくんだよっ！」

「ずっと一人ぼっちでお寂しいのだろう。わしならいくら抱きついてもよろしいぞ」

　シエラパパが頬ほおを染め、一生懸命自分を指さしてアピールする。シエラが軽けい蔑べつの目を向けた。

「パパ……ママに言いつけるわよ」

『だが断る。われはメンクイなのでな』

　ナーギが冷たくシエラパパを睨にらんだ。まさに冷血動物に相応ふさわしい、酷薄なまでに冷ややかな瞳がシエラパパの心臓を貫く。

「わ……わしだって、脱いだらすごいのにーっ！」

「脱がなくていいから」

　アルフも冷たくツッコミを入れた。床にくずおれるシエラパパを後にして、ナーギは陣を抱きしめたまま神殿の奥へと急ぐ。

『そうと決まれば、奥へ行きましょうぞ、ジンどの！』

「だから放せって！」

　ナーギは神殿の中央に重なる石を軽々と持ち上げ、その下に続く階段を降りていく。壁のランプには、何百年ぶりかに火がともっていた。

「知らなかった……。ピメア・ナカスにも、エジプトのピラミッドみたいな地下室があったんだ」

『ここは歴代の王とわれの褥しとね……他ほかの者は決して知らぬ秘密の場所ゆえ』

「ピラミッドや古墳ってのは、何度見てもドキドキするよな。大型機械も無い大昔に、何トンもの石を積みあげて崩れない空間を作る技術があったなんて……！」

　暗いオレンジ色の光に照らされたピラミッド内部の空間を見て、陣は頬を紅潮させている。ナーギは陣を胸に抱いたまま、怪け訝げんそうな視線を向けた。

『ジンどの……ひょっとして遺跡を見ながら、われに抱きしめられたときよりも心臓の鼓動が速くはなっておられませぬか』

「そうだ、さっきナーギが神殿の上から降りてきたときに、何か胸の中でモヤッとしたんだけど、今ひらめいた！　世界共通の『空飛ぶ蛇へび』という神話のモチーフがどこから来たものなのか！」

『ジンどの……妙齢の男子が、われの胸に抱かれてモヤッとするのがその内容で良いのですか』

「日本では神のような怪物のことを『ヌシ』って呼ぶんだ、沼のヌシとか。虹にじを見て古代の日本人はそれを怪物だと思い『ヌシ』と呼んだ。それが訛なまって『ヌジ』になったのが『虹』の語源だそうだ。空を飛ぶ長く巨大な七色の『ヌシ』ってのは、鱗うろこがぎらぎら七色に光った長い蛇のイメージだったのかもしれない！　そうだ、これをレポートにまとめて夏休みの自由研究にしよう！　ついでに『全国高校生考古学論文大会』にも応募するぞ！」

　陣じんは完全にナーギを無視して、目をキラキラさせている。シエラがナーギに囁ささやいた。

「ほーら、やっぱり庶民はこんな蛇おばさんになんか興味無かったのよ、っていうか歴史以外には興味無いのよ。庶民を色仕掛けでどうにかできるなんて思っていたら、大きな間違いなんだからっ！　庶民にとって楔くさび形がた文字や古代の歴史以上に萌もえるものは、大盛りごはんぐらいしか無いのよ！」

『色気より食欲というのは……つまりまだお子チャマということか？　十六歳といえば昔は立派な大人だったというのに……』

　ナーギが頭を抱えてしまうが、陣の暴走は止まらない。

「虹という漢字に『虫』の字がついているのも、『蝮まむし』など蛇類のことを虫と呼ぶのに由来してそうだ。だから世界各地の『翼を持つ蛇』や『龍りゆう』は、天空や天候を支配した。天を支配しているわけだから、創造神とも考えられた。ときどき雨の後に巨大な虹が現れたのを古代の人々は、神が姿を現したと思ったのかもしれない。ナーギも、カンボジアの内陸部に雨をもたらすクメールの虹の女神だったんじゃないのか？　当たってる？」

「あ、ナーギ。虹の女神って誉ほめことばだよ、ここ喜ぶところだよ」

　少々自信喪失気味のナーギを、アルフも同じ魔神として気き遣づかっている。大だい胡ごが後からついてきながら、嫉しつ妬としたように口をひん曲げる。

「うぬぬ、陣め。息子のくせに、わしも解けなかった謎なぞを解いてしまうとは生意気な。このままでは父親としての権威を保てん、わしも知識が深いところを見せておくとしよう。皆の者、『長い』という日本語は『ナガい』、すなわち長い蛇ナーガから来ているのだ」

「それ知識っていうかオヤジギャグですよね、ククク……」

　聡さと子こが手を口に当てて密ひそかに笑う。

「ほ、本当じゃって！」

「はいはい、顔真っ赤顔真っ赤」

「君は今、わしの中で確実にラスボスと決定したぞ」

　大胡が低い声でつぶやいた。

『そ……そうだ、こうしてはいられない。こうしている間にも、クメールの民はこの国のどこかで苦しんでいるかもしれぬ。一刻も早く、われの卵を孵ふ化かさせねば』

　ナーギは気を取り直して、階段を降りきったところにある広い空間に陣じんたちを連れてきた。

　高さは三メートルほど、広さは縦横十メートルあまり。中央には石で作られた箱がある。上の部分が蓋ふたのように開けられるようになっていた。

『この箱はわれの褥しとね、卵はこの内に大切にしまいこんだ。われの身は床で朽ち果てたが、再び民の信仰を集めればナーギ族は不老不死、永遠にこの国を守るであろう』

「こんな暗いところで、一人で死んじまったのか。俺おれはピラミッドや遺跡が大好きだからそれも本望だけど、普通は、ちょっとキツいかもな。心細くて寂しかっただろうなあ」

　陣が広間の中を見まわしてつぶやく。ナーギが、悲しげにうつむいて涙を流す。

『われがジャヤヴァルマン王の心をとどめられなかったから悪いのです。王に心変わりをさせたのはわれの責任、われに魅力が無かったからです。ですからわれが死んでもそれは自業自得、しかし国が廃れればわれが守護を誓った国民に申し訳が立ちませぬ』

「だけど、王様は死んでも他ほかのみんなは生きて行くじゃないか。それなら、あんたが自分を責める必要なんて無いんだ」

　と、陣はいきなりナーギの肩を強くつかんだ。ナーギは白い頬ほおに涙をぽろぽろこぼしながら、陣の強気な調子に戸惑う。

『……え？』

「あんたの王様を悪く言いたかないけど、あんたが自分を責める必要なんか無い。若いときは現世の権力をくれるナーギを利用し、歳としをとったら死を恐れて死後の安らぎをくれる仏ぶつ陀だを都合よく利用してただけ、そこまでの男だよ。あんたのせいじゃないんだ」

　ナーギは少し驚いた顔をしていたが、一度しゃくりあげると、細い指で涙を拭ぬぐった。

『……ありがとう、ジンどの。われの愛する偉大な王の悪口を言ったのは特別に許します、長いあいだの心の痛みが少し和らぎました』

　ナーギは微笑ほほえんだ。彼女の悲しみが癒いえて、陣もほっとし、微笑みかえす。

　シエラは頬をぷくーっと膨らませて怒っていた。アルフが、ひじでツンツンとシエラのわき腹をつつく。

「妬やいてる？」

「ごっ、ごだーじょん！」

　シエラは慌あわててそっぽを向く。「ご冗談」を言い間違えるほどうろたえているようなので、あまりいじめすぎると泣くと思ってアルフはツッコミを入れるのを免除してやった。

「よし、さっそく開けてみるかのう」

　世界中で発掘作業をつづけてきて、年齢の割には筋骨隆々とした大だい胡ごが腕まくりをする。

「蛇へびの卵って、気持ち悪そうですね……」

　ワクワクしている大だい胡ごと引いているニコライが、石の蓋ふたを両方からかかえて外し、箱を開けた。

　ところが、箱の中にはバスケットボールぐらいの大きさにくぼんだ綿が入っているだけで、卵などどこにも無い。ナーギが悲ひ鳴めいを上げながら、箱の縁に取りついた。

『わ……われの卵っ！　われの卵が無い！　どこへ行ったのだ、われの可愛かわいい卵、あれが無くてはクメールの民の再興もあり得ぬ！』

　取り乱したナーギは、こけつまろびつ広間じゅうを探しまわる。その様子を見て、シエラは胸がズキンと痛んだ。

「たとえ蛇でも……子供を失った母親って、あんなにも悲しんで必死に子供を探すのね。わたしたちも探してあげましょうよ」

「おやシエラ、敵に塩を送るんだ。さすがセレブ、紳士協定だね」

　アルフにつつかれて、シエラはまた怒る。

「て、敵ってどういう意味よっ、わたしは別に庶民のことなんて何にもっ！」

「うん。だから、さっきまで死闘を繰り広げていた敵という意味で使ったんだけど……」

　アルフが戸惑いながら答える。自爆したシエラは、ぼんっと赤くなった。

　横でそれを聞きながら、陣じんも不機嫌そうに赤くなっている。

「おまえら、さっきから何をわけのわからない会話してるんだよ、探せよ」

「だが陣、ここってちょっとおかしくないかのう……？」

　大胡が怪け訝げんそうに、広間の中を見まわした。

「おかしいのは父さんのヒゲのスタイルだろ」

「個人攻撃は置いておけ。つまりここは、歴代の王がナーギと褥しとねをともにした寝所ってことじゃろ？　それにしては殺風景すぎんか、普通ならアンコール・ワットやアンコール・トムみたいなすごい彫刻が壁一面に彫ってあるんじゃないかと思うんじゃが……」

『はっ……！　そ、そう言えば無い、われの体同様朽ちたとばかり思っていたが、考えてみれば黄金や石は朽ちぬはず！　なのに王が顔を洗うのに使われたルビーを飾った黄金の桶おけやわれの装身具が無い、睦むつみごとを指南する性愛経典カーマ・スートラの壁の浮き彫りも全すべてはがされておる！』

　ナーギが壁を見上げて叫さけんだ。ずっと難しい話ばかりでつまらなそうな顔をしていたシエラパパが、とたんに元気になって話に参加してくる。

「今、カーマ・スートラと！　それは人類の文化遺産にして芸術ですな、知的好奇心の一環としてぜひ見てみたいものです！　いったいどこへ行ったのですかな？」

「盗掘されたんだよ、エロオヤジ」

「新あら木き様っ！　旦だん那な様をエロオヤジ呼ばわりはおやめくださいっ！」

　ニコライが慌あわてて陣じんに苦言を呈する。ナーギはぼろぼろと涙をこぼしていた。泣きながら、ゆらりと陣のほうを振りかえる。

『盗……掘とは何です？』

「遺跡をあばいて、中身を売り払う悪党どもがいるんだよ。ボーファさんが言うように、遺跡はその国の祖先が子孫たちに残した財産なんだ。その国に残しておけば文化的にも観光的にも財産になって、未来永えい劫ごう子孫たちに富を生む。それを外国へ勝手に持ち出したり、一時の富を得るために売り払えば、結局国が廃れることになる」

　陣は、床にある引きずったような跡を辿たどっていく。

「やることが荒っぽいな、床も壁も傷だらけだ。傷が風化してないってことは、盗まれてからあまり日は経たっていない……」

『おのれ……われの子を盗むとは、もはや人間などに望みは無い！　嵐よ、全すべての台風よ、破壊の風どもよ！　天空の神ナーギの名のもとにここへ来い！　この国もろとも、愚かな人間どもを滅ぼしてしまえ！』

　憤怒のナーギが両手を高々と差し上げた。あわてて、陣が彼女の腕を掴つかんで手を下ろさせた。

「待て、ナーギ！　関係ない人たちまで殺す気かよ。この国の復興を信じて頑張ってる人もいっぱいいるんだぜ！」

『うるさい！　誰だれが盗んだのかもわからぬなら、皆殺しにするまでだ』

「だから待てって！　俺おれたちが絶対に見つけ出すから早まるな！」

『どうやって見つけ出すというのだ！　いつ盗まれたのかもわからぬのに！』

「大丈夫だ、俺が見つける。俺を信じろ」

　陣がナーギの目をじっと見つめた。ナーギはその目に飲まれたようになって、とまどいながら後ずさる。

『勇気と叡えい智ちに溢あふれた目……そなたの目は本当にジャヤヴァルマン王に似ている。だが何かが違う、智ち・武ぶ・勇ゆうの他ほかにそなたにいったい何があるのです……？』

　聡さと子こが、陣に言った。

「何もわたしたちがそこまで面倒なことをしなくても、ナーギが逆上するのが危険なら、元の死骸に戻せば良いだけです。卵が盗まれてこの国が守護神を永遠に失い廃れたところで、わたしたちには無関係ですしね……ククク」

「無関係じゃない。考古学に携わる者のプライドとして、盗掘者は絶対に許せないんだ」

　凛りんとした陣の表情を見て、シエラは頬ほおが赤くなる。アルフがシエラに囁ささやいた。

「考古学に燃えてるときの陣は、あたしたちとか他のことにはまるで興味が無いけれど、皮肉なことに一番カッコいいよねえ」

「べっ……別に、わたしには関係ないわっ！　それより……」

　と、シエラは不安そうに陣じんにたずねる。

「庶民、そんな安請け合いして大丈夫なの？　とっくに、どこか外国に売り払われちゃってるかもしれないじゃない」

「大丈夫、蛇じやの道は蛇へびって言うだろ」

「ナーギだけに」

「いや、そんな『うまく言っちゃった』みたいに目をカマボコみたいにしてほくそえまれても困るから。父さん、『裏骨こつ董とうオークションサイト』を見てみようぜ」

「おお！　なるほど、その手があったか！」

　大だい胡ごがポケットから携帯電話を取りだした。電波が弱いので、全員神殿の外に出る。

「ほれ陣、探せ」

　携帯電話で繋つないだサイトには、古代の壺つぼや石像など、国宝級の美術品が大量に表示されていた。シエラとトーレムが、覗のぞきこんでくる。

「裏……オークションサイト？」

「遺跡から発掘された美術品は、考古学マニアと骨こつ董とうマニアと美術マニアがそれぞれ興味を持つから、価格が跳ねあがる。それをいいことに、国外持ち出し禁止クラスの美術品をやり取りするインターネットサイトがあるんだ。もちろん政府に見つかれば死刑にされる国もあるから、あくまで会員制で一般には知られてない。父さんたち考古学者はダミー会員になって、貴重な文化遺産を売買している奴やつらを見張ってるんだ」

「でも、あんな薄汚れた石の彫刻がそんなに高く売れるの？　ピカソの絵ならともかく、作者の名前もわからない美術品にそんな価値がつくとは思えないけど」

「『グエノル・ライオネス』っていう、イラクのバグダッドの近くで発見された五千年前のメソポタミア文明時代に作られた、石せつ灰かい岩がん製の雌ライオンの頭をつけた男の像がある。高さは八・三センチ、サザビーズのオークションでついた値段は六十四億円」

「ろくじゅうよんおく！」

　シエラの声が引っくりかえった。

「せ、石灰岩ってただの大理石の仲間でしょ、そのへんに転がってる石でしょ？　それにちょっと彫刻して六十四億円っ？　セレブのわたしでもびっくりの価格だわ！」

「あっ……やっぱりだ、あった」

　陣が皆に携帯電話の画面を見せた。カーマ・スートラの石のレリーフ数枚のあとに、虹にじ色に輝く卵が掲載されていた。ナーギが、シエラたちを押しのけてのぞきこんだ。

『こ……これだ、われの卵！』

「カンボジアで発掘されたアンコール王朝の宝石。世界最大のオパール……か。もう入札額、一億円超えてるぞ」

「カンボジアは宝石資源に恵まれておるから、普通に宝石だと思ったのじゃろう。大地の恵みである豊かな宝石が、幾度も戦火にさらされた原因のひとつでもあるのじゃが……」

　大だい胡ごは腕組みをして、沈痛な表情を浮かべている。シエラは言った。

「じゃあ、この卵を買う？　座ざ堂どう家の財産なら、一億や十億すぐ用意できるわよ」

「高く売れるとわかればまた盗まれる。大事なのは取りかえすことさ」

　陣じんはぽちぽちと携帯電話を操作する。すぐに「ピロローン」と、着信音が響いた。

「百億円で即決裏取引を持ちかけた。実物を見て納得したらその場で買う、って。マヌケども、速攻で食いついてきたぞ」

　陣は不敵に笑った。アルフは頬ほおを赤らめて、シエラをひじでつつく。

「ねえねえシエラ！　やっぱ考古学が関かかわると、陣って五割増しカッコいいよね。あんなワルっぽく笑う陣、初めて見た！」

「ど、どうしてわたしに同意を求めるのよ、関係ないでしょっ？」

　シエラは赤くなって怒り、アルフをにらんだ。



　盗掘者たちは、アンコール遺跡群から北へ二十キロほど行ったところにあるジャングルで待っているという。

『ナーギは王との契約に縛られる身、この神殿から離れることができぬ。どうかわれの卵を無事取りかえしたまえ』

　祈るナーギを神殿に残し、陣たちは借りたジープに乗って手を振りながら、待ち合わせの場所に向かった。

　到着するころにはもう、日が暮れかけていた。深いジャングルの中の細い道を、ジープはのろのろと進む。いつ戦闘態勢になっても良いように、シエラはメイド服のままだったし、アルフもウエイトレス服のままだ。

「旅に出てから、兵へい馬ば俑ようだの生骸ゾンビだのと戦ってきたからねえ。人間相手なら楽勝さ、あたし一人でチョチョイと畳んじまうよ」

　アルフが余裕の表情でからからと笑う。聡さと子こもニヤリと微笑ほほえんだ。

「何も肉弾戦でしんどい思いをしなくても。ジャングルの中には野生動物の死骸もいっぱい転がっていますから、わたしのネクロノミコンの呪じゆ文もんで一発ですよ。ククク……」

「まあ確かにねー。聡子はレベルが違うからなあ、バランスブレイカーだよね」

　どっちにしても楽勝コースっぽいので、陣たちも余裕の表情を浮かべている。

　そのとき、薄暗い闇やみの中から「しゅるん」と音がした。

「え……」

　聡子の目が点になる。体がふわりと浮きあがった。象の鼻に巻かれていたのだ。

「なっ……何ですか、これはっ……！」

「本ほん田だ様！」

　ニコライが慌あわててブレーキを踏む。気づくと、周囲を象に取り囲まれていた。

　象の上には、男たちがニヤニヤ笑って座っていた。

『アホめ、ジャングルの中をジープで移動するとは。ジャングルは、象で移動するのが一番効率的なんだよ』

　男たちは英語で喋しやべっている。外国人のようだ。陣じんが英語で答えた。

『おまえらが〈卵型のオパール〉の出品者か？　こっちは客だぞ！』

『〈招かれざる客〉だろう？』

　ボスらしき、恰かつ幅ぷくの良い男が葉巻をふかしながらニヤッと笑う。

『〈裏骨こつ董とうオークション〉に出入りして検挙を続けてる鬱うつ陶とうしいノミどものことは、出品者の間でとっくに情報が行き渡ってんだよ！』

「うぬう、しまったわい。罠わなにはめたつもりで罠にかかったわけか」

　大だい胡ごが呻うめく。だがシエラは余裕の表情で言った。

「大丈夫よ、こっちには本ほん田ださんがいるわけだし。本田さん、ちょちょいとネクロノミコンの呪じゆ文もんでこいつらを……」

「ふにゅうぅ……」

「ふにゅう？」

　空気が抜けたような悲しげな声を聞いて、シエラは振りかえった。

　象の鼻に巻かれた聡さと子こは、脱力してメガネもずれてしまっている。他ほかの象たちも興味を持って鼻を伸ばしてきた。象の鼻は太いホースのように見えるが、細い針でも摘つまみあげることができるほど、意外に繊細だ。そんな象たちの鼻にふにふにともみくちゃにされ、いつもクールな聡子とは思えないほどうろたえ、顔を真っ赤にして半泣きになっていた。とても呪文を唱えられるような状態ではなさそうだ。

「あっ、やっ、やめてくださいぃ、象嫌いぃぃぃ！」

「しまった！」

　陣は慌てて象の前に行く。聡子が象タクシーに乗りたがらなかったことを今更思いだした。聖櫃アークの妖魔ダイモンである聡子にとって、その土地で神聖視されている動物は弱点なのだ。

『おい！　その子を下ろしてやれよ！』

「あ、新あら木きせん……ぱい」

　聡子が、涙の浮かんだ目を陣に向ける。

『はああ？　誰だれに命令してるのかなぁ～？　踏め！』

　男が象に命じると、象は陣の胸を踏みつけた。

「うぐぅ！」

「新木先輩っ！」

「やめな！」

　アルフがシャムシールを抜く。陣じんが地面に仰あお向むけになりながら、必死に象の足を両手で押さえつつ叫さけぶ。

「アルフ、象は傷つけるなよ！」

「わかってるさ、あたしはこれでも動物好きなんだ」

　アルフは手近にいた象の鼻先に飛び乗ると、ものすごい勢いで駆けあがった。

『うわあああ！　ウエイトレスが象の鼻の上を走ってくる！』

　象に乗っていた男が拳けん銃じゆうを向ける。チュンッ、とアルフの顔の横を銃弾がかすめる。

「ひゃっ！」

　銃弾を避よけたひょうしに、アルフは象の鼻の上から滑り落ちる。地面に叩たたきつけられた上から、象に踏まれた。

「ぐふぅ！」

「相手が象の上じゃ攻撃が届きません、どうすれば……！」

　ニコライがサーベルを手に躊ちゆう躇ちよする。大だい胡ごとシエラが、同時に攻撃した。

「遠距離攻撃なら任せろ！　『ソロモンの判決』っ！」

「砂魔法ラツムール！」

『待てっ！　妙な動きをすると、こいつらを踏み潰つぶすぞ！』

　ボスが怒鳴った。地面に押さえつけられている陣とアルフの上に、それぞれ象の体重がかけられる。

「ぐああああ！」

　大胡とシエラは、ギョッとして途中で攻撃を引っ込めた。

「くっ……あたしはいいから、このクソ野郎どもに思い知らせ……かはっ！」

「や、やめてっ！」

　シエラは泣きながら叫んだ。ボスがそれを見て、ヒュウと口笛を吹く。

『ほう……。よく見ればこの娘、すばらしく美人だな。美しいだけでなく香り立つような気品があり、可愛かわいいし上品だしセレブらしい高貴なオーラが全身から漂っている』

「誉ほめすぎだろ」

　象の足の下で陣がつぶやく。ボスはシエラを指さして、好色そうな笑みを浮かべた。

『よし、決めた。二度と俺おれの仕事に手出ししないと約束して、あとその娘を差しだすなら、てめえら全員見逃してやろう』

「何だとっ！　この無礼者、戯ざれ言ごとを！」

　ニコライが怒り心頭に発してサーベルを構えるが、シエラが手を横に伸ばして制止する。

「待って、ニコライ！」

「シエラお嬢様っ？」

「ここはわたしたちが圧倒的に不利よ。わたしの犠牲で三人が助かるなら……」

「いけません、シエラお嬢様！　お嬢様の高こう邁まいな精神はこのニコライ・パブロフ理解さしあげておりますが、だからといってあんなヒヒジジイの魔手に落ちるなど！」

「いいえ、これは高貴なる義務ノーブルス・オブリツジ。有事には自ら身を挺ていして使用人を守ることこそが、セレブの使命なの！」

　シエラは止めようとするニコライを振りはらい、象の上のボスを見あげた。陣じんが叫さけぶ。

「やめろっ、座ざ堂どう！　誰だれがおまえの使用人だってんだ！」

『クフフ……その凛りんとした気丈な態度がまたそそるじゃないか。これほどの美少女がプライドをくじかれ、俺おれ様の思いのままになると思っただけでゾクゾクするねえ～』

　ボスは鼻息を荒くしながら、葉巻をべろりと舐なめた。シエラは、全身に鳥肌が立つほどの嫌悪感に襲われたが、陣たちの命を救うために必死にこらえた。

　そのとき、シエラの後ろにいたシエラパパが、ゆっくりとタキシードを脱ぎはじめた。

「おいおい、父親であるわしの前で娘に暴言を浴びせるとは度胸があるものだ。それならば、もっとゾクゾクさせてやるとするかな？」

「パパ……！　ずっと黙ってたからビビって隠れてると思ってたのに」

　シエラは驚いてシエラパパを振りかえる。

「フッ……言っただろう、シエラ。パパは脱ぐとすごいのだよ」

　シエラパパはタキシードの上着を脱いだ。が、ワイシャツ姿でも別に筋肉質には見えない。むしろヒョロヒョロだ。

「パ、パパ……大丈夫なの？」

「フフフ、大丈夫だとも。安心しろ、娘よ」

　と言いながら、シエラパパはズボンもいそいそと脱ぎだした。シエラは悲ひ鳴めいを上げた。

「パパーッ！　大丈夫なのーっ？」

「ちょっ……喧けん嘩かの前にズボンは脱がなくていいじゃろズボンは！」

　大だい胡ごも叫んだ。

　シエラパパのズボンの下は、白いシルク製でフリルつきのキラキラしたトランクスだ。さらに、黒い蝶ちようネクタイまで外しはじめた。ボスも象の上でポカーンとしている。

『えーと……。おまえはいったい、何をしたいわけだ？　喧嘩なら、上着だけ脱げば良いよな普通？』

「喧嘩？　フッ、本当のセレブというものは決して自分の手など汚さぬものだよ。フランス王室に反感を抱いた貴族たちが、民衆にあることないこと吹ふい聴ちようしてネガティブキャンペーンを敷き、フランス革命まで持っていったようにな！」

「パパ、それはセレブにあるまじき姑こ息そくな手段だと思うわ」

「とにかく、大事な娘の手を引いてバージンロードを歩くというパパの夢を壊す奴やつは許さん！　ゆけい、タキシーレム！」

　シエラパパがシルクハットを勢い良く投げ上げた。

　すると、シルクハットに引き寄せられるように蝶ネクタイと上着とズボンが立ち上がり、まるで透明人間がタキシードを着ているかのような姿になる。

『な……何だっ、この化け物は！』

　ボスは焦って、シエラパパがタキシーレムと呼んだそれに向かって拳けん銃じゆうを撃った。

　パンパンと乾いた音を立てて弾丸が発射されたが、タキシーレムのボディに当たるとキキキンッと跳ねかえされてしまった。

『……』

　タキシーレムは口が無いので何も言わないが、手首を横に振って「チッ、チッ、チッ」と舌打ちしたげな動きをした。

『ひいい！　じゅ、銃が効かないっ！』

『……』

　タキシーレムはボスが乗っている象の片方の前足にガシッと抱きつくと、思い切り持ちあげた。

「パオーン！」

　象がびっくりして後ろ足で立ち上がり、上に乗っていたボスは転がり落ちる。

『わー！』

『ボ、ボスっ！』

　敵がうろたえている隙すきに、タキシーレムはアルフを踏んでいる象の腹の下に入り、頭上高く持ち上げた。

「パオオーン！」

　象はビックリして、空中で足をバタバタさせている。それを見て、陣じんを踏んでいる象が驚き、陣を今にも踏み潰つぶしそうになる。

　だがタキシーレムは片手を象から放してシルクハットを取ると、陣を踏んでいる象に向かって投げた。シルクハットは鳥のように自由自在に飛びまわり、象の足と地面の間にスポンと入った。シルクハットなのに、象に踏まれてもびくともしない。

「な……何だ、これは？」

　陣は戸惑いながらも、シルクハットが支えになっている隙に象の足の下から這はいだした。陣が逃げたのを確認して、タキシーレムは象を支えたまま片手の手首をくいくいっと曲げ、シルクハットを手招きする。シルクハットはヒュヒュンッと回転しながら飛んで、再びタキシーレムの頭（らしき位置）に戻った。

「パオオォ～ッ！」

　象は大きな体に似合わず神経質な動物で、ネズミなどに足元をチョコマカされることを非常に嫌がる。足元を飛びまわるシルクハットも気味悪かったのか、象たちは慌あわてて逃げだした。聡さと子こを捕まえている象も怯おびえ、彼女を放ほうって逃げだす。象が全速力で走ると激しく揺れ、上に乗っていた男たちが次々に転がり落ちた。

『うぎゃー！』

『わああー！』

「もういい、タキシーレム！　象を放してやりなさい！」

　シエラパパが、どこから出してきたのか真紅のバラを一輪手にし、香りをかぎながら華麗に命じる。下半身はトランクスだが。

『……』

　タキシーレムは無言のまま、こくりとうなずき象を下ろした。無言なのは、口が無いからである。象は慌あわてて仲間を追いかけ、走り去っていった。

　地面に落ちて体を打ち、動けなくなっている盗掘者たちを、タキシーレムはロープでぐるぐる巻きにして、陣じんたちの前に連れてきた。

　何が起こったのかわからず、陣たちは狐きつねにつままれたような顔をしている。

「……なんでタキシードが勝手に動くんだ？」

「だから言っただろう、わしは脱いだらすごいとな」

　シエラパパは得意げにフフンと笑った。そのとき、トーレムがタキシーレムのほうにてててっと駆け寄って、その足を短い手で叩たたいてみた。カチンカチン、と硬質な音がする。



    

  
    
      



    

  
    
      『ぷっ……ぷきゅー！　ぷきゅー！』

　トーレムは取り乱したようすで、両手を必死に振りながら陣じんたちに何かを訴えようとしている。シエラが、最初に気づいた。

「わかったわ！　これは……『陶レム』ね！」

「ピンポーン。さすがは可愛かわいく賢いわが娘、パパにそっくり」

「笑えない冗談はいいから、部外者にわかりやすく説明してくれよ」

　陣が冷ややかにツッコミを入れた。シエラパパはカイゼルひげを撫なでながら、話しはじめる。

「では、一般庶民にもわかりやすいように噛かみ砕いて説明してやろう」

「なんかムカつくな」

「魔神は代替わりすると魔力を失うが、魔法で出した後に『変性』したものは、もはや魔法で出したときと同一の物ではないがゆえに、魔法が消えても魔法力が残るのだ。シエラが出したゴーレムやコーレムは魔法書を再発行すると同時に魔法書を失って土に戻ってしまったが、高熱で焼かれて陶器となったトーレムはそのまま残ったように」

「このタキシードが陶器だってのか？」

「ヨーロッパの高級置物である、ドレスデンドールと呼ばれる磁器人形を知っておるか？　レースに陶土を浸して焼き上げ、磁器の布を作って人形に貼はりつけて焼くことで、陶製のレースを作って繊細な表現を可能にするという手法だ。わしはかつて、その手法を応用して、タキシードをゴーレム化の術をかけた陶土に漬け、焼き上げることで陶製のタキシードのゴーレムを作りあげたというわけだ」

「すごいわ。だからいつも、同じタキシード姿だったのね。単に趣味が悪いのだとばかり思っていたわ」

　シエラは本気で感心している。シエラパパはフッと笑って、タキシーレムを再び着こみはじめた。

「踊オードリーのハートをゲットするために作ったタキシーレムだが、まだまだ役に立ちそうだな」

「ママのハートをゲットするため？」

「彼女はバイトを転々として、全すべてのバイト先でマドンナ状態だったため、競争率が高くてなあ。金の力だけでは引かぬ奴やつらが次々にストリートファイトを仕掛けてくるのを、ちぎっては投げちぎっては投げして、最強のわしに彼女がほれたというわけだよ」

「パパ、それズル」

「強さは腕力だけではないさ。庶民が『ソロモンの知恵』を持っているように、腕力の足りない分をオツムで工夫して補うのも強さのうちではないかね？」

　シエラパパはシルクハットのつばを人差し指でついと押し上げながら、珍しく正論を吐く。

　一方、アルフは縛られている盗掘者たちをシャムシールの先でツンツンつつきながら、邪悪に笑う。

「さあ、ブツ切りにされたくなけりゃ卵のありかを教えるんだよ！」

『ひいいー！　トラックにっ、ジャングルの奥に隠してあるトラックに盗掘した物は全部入ってますぅ～！』

　盗掘者たちは叫さけんだ。シエラはにごった目で、

「……オツムの足りない分を腕力で補うのもアリっぽいわね」

　と、つぶやいた。

　ふと、聡さと子こがアルフの肩をトントンと叩たたいた。

「アルフさん、お待ちください」

『おおっ！　眼鏡っ娘こはおとなしくて優しいと相場が決まっているのだ、助けてくれー！』

　盗掘者たちがアルフにまだチクチクつつかれながら、助けを請う。だが、

「ハァ？　誰だれが助けると言いましたか……？」

　と、聡子は言い捨てた。盗掘者たちは、その冷たさにビクーッと背筋が凍りつく。聡子も静かな表情をしているけれど、ものすごく怒っているようだ。背後のオーラが、黒く渦巻いている。

「アルフさん……ブツ切りにした後は、わたしにお任せください。ネクロノミコンの呪じゆ文もんで復活させて差しあげます、このわたしに象を近づけて、事もあろうにふにふにさせるなんて、一度殺したぐらいでは足りません。死ねない生骸ゾンビにした状態で切りきざんで、たっぷり苦しんでいただかなくてはね……ククク……」

『ひいいいい！』

　盗掘者たちは、悲ひ鳴めいをあげた。



　そして、数時間後……。

　陣じんとニコライはジャングルの奥からトラックを発見した。

　シェムリアップ市からは警察が駆けつけた。縛られたまま体のあちこちにプチプチと小さな穴をアルフに開けられた盗掘者たちは泣きながら、いきなり警官を怒鳴りつけた。

『お巡りさんっ！　遅すぎ！』

『助けてお巡りさんっ、助けてぇぇぇ！』

『……はぁ？』

　警官たちは、呆ぼう然ぜんとして顔を見あわせる。盗掘者たちはお互いに縛られたまま必死に立ち上がり、警官の足にすがりつく。

『早く逮捕して！　刑務所に入れて！　シャバになんか出さないで！』

『怖いよー！　小娘たちがいじめるよー！』

『何でこの凶悪犯どもがこんなに怯おびえているのかよくわかりませんが、盗掘犯逮捕に協力ありがとうございました、新あら木き教授』

　と、警察署長らしき男が大だい胡ごに敬礼した。

　警察とともに、ボーファもやってきていた。陣じんたちが持ってきたトラックの中の発掘品をあらためてから、警察署長に言った。

『アンコール遺跡から盗まれた美術品は、全すべてそろっているようです。すぐに倉庫に運んで、明日から修復して元の位置へ戻していきます』

「頑張ってくれ、ボーファさん。急ぎの旅ゆえ、お手伝いできないのが心苦しいが」

　そう言った大胡に、ボーファは微笑ほほえむ。

「いいえ、新木教授。わが国の文化遺産を何度も守ってくださった恩は、決して忘れません。ところで……」

　と、ボーファはオパール色の卵を差しだす。バスケットボールぐらいの大きさがあって、かなり重そうだ。

「この飾り玉だけ、アンコール遺跡の中で見かけたことが無いのですが、ご存知ありませんか？」

「ああ。これなら、わしが責任を持って『もとあった場所』に返しておこう」

　ナーギという神が今も実在するということが明らかになれば、観光客だけでなく、知恵と権力を求めた悪党がまたこの卵を盗むかもしれない……大胡はそう考え、答えをはぐらかせた。

「これは何なのでしょう？　石像の部品かしら」

「これは、この国に永遠の祝福を与える物じゃよ」

　大胡は卵を受けとり、微笑んだ。大胡の説明がよくわからなくて、ボーファは首をかしげた。



　一行は夜のうちに、ナーギの神殿ピメア・ナカスに戻った。

　神殿の下で首を長くして待ちつづけていたナーギは、卵を見ると涙を流して喜んだ。

『おお！　これぞまさにわれの卵、可愛かわいい卵……！　本当に取りかえしてくださったのですね、約束を守ってくださったのですね』

「もうすぐ夜が明ける。神殿の上に持ってあがろう」

　陣がそう言って、ナーギに卵を渡す。ナーギは卵をぎゅっと抱きしめ、うなずいた。

『今のわれの身はあさましき死骸、なれど最後の魔力を振りしぼり、必ずこの子を孵ふ化かさせましょう』

　ナーギのことばに、陣はギョッとした。ナーギが、今生骸ゾンビとして存在している最後の力をも使いきろうとしていることに気づいた。香港ホンコンで、執念の力のみで存在し続けていた生骸ゾンビである南なん海かい不ふ敗はいが、シエラにその執念を打ち砕かれて塵ちりとなったことを思いだした。

　ふと、卵を抱いて神殿の階段を上がりかけていたナーギが振りかえった。陣じんが泣いていることに気づいた。

『……ジンどの。なぜ泣かれます、まるで死者の野辺送りをするかのような景気の悪い顔をしておられますぞ』

「気づいてないのか、あんたは？」

　陣は尋ねる。ナーギは少し考えて、ふっと笑った。

『ああ……。われが死ぬことを、悲しんでくださっているのですか』

　ナーギの長い髪が夜風になびく。漆黒の空の彼方かなたが青ざめた光に包まれはじめ、星々が悲ひ鳴めいを上げて逃げまどう。灼しやく熱ねつの朝が近づいている。

『あなたがおっしゃったのですよ。〈王様は死んでも他ほかのみんなは生きて行く〉……と』

「それとこれとは……話が」

『われが死んでもわが子は生きます、王は死んでもこの国にその子孫らが生きています。わが子は彼らを祝福し守護するでしょう、われがかつて歴代の王たちにそうしたように』

　ナーギは陣を最後に一度、名残惜しそうに強く抱きしめた。

『そなたはジャヤヴァルマン王に似ている、しかし似ていない。それがなぜかようやくわかりました。自らの栄光と自らの死後の安らぎを何よりも求めた王には、智ちと武ぶと勇ゆうはあっても、そなたにある〈仁じん〉が足りなかった。人を愛する心、民を愛する心、そしてわれを愛してくれる心……そなたにはその〈仁〉があります』

　ナーギの冷たい唇が陣の唇に押し当てられた。陣はびっくりして、固まってしまう。硬直した陣からナーギはゆっくりと離れ、卵を抱いて神殿の上へと上がっていった。

「ちょっ……、庶民！　しっかりしなさいよ、庶民っ！　あんなおばさんのキスでトロットロになっちゃうなんて、庶民のバカー！」

　シエラが怒って泣きながら、陣の襟えり首くびをぐらぐらと揺らした。陣はハッと我にかえり、額を押さえる。

「何だ……徹夜したのに、頭がすっきりしてる。今までよりずっと、頭の中がなめらかに動いてる気がする……。ナーギが俺おれに『知恵』を与えてくれたのか？」

「あっ、見な！　日が昇るよ！」

　アルフが東の空を指さした。深い緑のジャングルの彼方かなたに、真っ赤な太陽が顔を出した。

　神殿の上に立ったナーギは、両手で高く卵を差しあげた。神殿の下で心配そうに自分を見上げている陣の視線に気づいて、ナーギは微笑ほほえんだ。

『ジンどの……天より、そしてそなたの祖先と両親より授かったその智ち仁じん武ぶ勇ゆうに、このナーギも神として祝福を与えた。そなたの親切は忘れぬ、わが子も決して忘れぬだろう』

　太陽の光を浴びた瞬間、ナーギは塵ちりとなった。ほっそりした美しい姿はほろほろと崩れ、風に乗ってサラサラと飛び散っていく。

「ナーギ！」

　陣じんは叫さけんだ。微笑ほほえみながらナーギが消えた後には、虹にじ色に輝く卵だけが浮かんでいた。太陽の金こん色じきの光に包まれて、卵は強い力を放つ。表面がピシピシッとひび割れ、ひびから光が噴き出す。

「うおっ！」

　陣たちはまぶしくて、目に手をかざす。光の中からふたつ……光り輝く幼い子供の姿が現れた。二人は宙に浮かびながら胎児のようにひざを抱えて眠っていたが、太陽の光に照らされてゆっくりと目を開く。陣は呆ぼう然ぜんとしていた。

「ふ……ふたつ玉子だったんだ、ふたつ玉子って『当たり』だよな！」

「庶民。それ、食べ物視点からの表現よね」

　シエラが硬い声でつぶやいた。

　二人は宙に浮かびながら、お互いの周りをゆっくりと回っている。ナーギと同じ額の鱗うろこ、背の高さよりも長い銀色の髪。一人は銀と金の目、もう一人は金と銀の目をしている。裸の白い背中には、天使のような小さな翼があった。

　太陽が昇りきると、二人を包む光もあっけなく消え、宙に浮いていた二人は、ぽてっと神殿の上に落っこちた。

「うわーっ、まさかそこで落ちるのかっ！」

　陣は真っ青になって、階段を駆けあがった。アルフたちも追いかけたが、ほとんど垂直の階段を高さ四十メートルまで一気に駆けあがるなど、とても人間業ではない。

「ひいひい……じ、陣の奴やつ、けっこう体力あるんだね。考古学の発掘って、そんなに体力つくものなのかな」

「庶民のことだし、ナーギが死んだから、自分が保護者みたいな気持ちになってるんじゃないの？」

　階段を登りながら不機嫌に言うシエラに、アルフはニヤッと笑った。

「何怒ってんのさ」

「怒ってません！」

　噛かみついたシエラに、シエラパパと大だい胡ごが横から、

「怒ってるな」

「怒っとるのう」

　と、つぶやいた。



　ナーギ神殿の頂上に上がった陣は、石の床の上に倒れている二人の子供を抱きあげた。

　蛇へびは生まれてすぐに自立しなくてはならないからか、孵ふ化かしたばかりといえども人間でいえば七歳ぐらいの見かけである。女の子の双子だった。

「おい、大丈夫か！　ケガしてないか！」

　陣じんに抱き上げられて、二人はぱちっと目を開いた。落っこちてちょっとびっくりしただけのようだ。二人はホッとしている陣を、金と銀の目と、銀と金の目でじいっと見つめてきた。

『……ママ？』

『ママじゃないよ。オスだから、パパよ』

『パパかぁ。パパパパー♪』

　二人がいきなり、陣に抱きついてきた。陣はびっくりして、悲ひ鳴めいを上げる。

「やめろっ、俺おれはおまえらのパパじゃないー！　あと服着ろ服！」

「ははは、『刷り込み』だね。卵から生まれたばかりのヒナは、最初に見た奴やつを親だと思うのさ」

　やっと頂上に上がってきたアルフが、他ひ人と事ごとのように無責任に笑った。シエラは、幼いといえどもナーギにそっくりの美少女が二人、陣に抱きついているのを見て背骨の下のほうからめらめらと炎が湧わきあがるのを感じた。

「庶民のバカー！」

　シエラは叫さけんで神殿を駆けおりる。

「なんでバカだ！　おまえっ、『ちちんぷいぷい』はどうするんだ！　ナーギの子供が無事に生まれて、俺今すごくおまえに感謝してるのに！」

『パパー♪』

　陣はシエラを追いかけたいのに、ナーギの子供たちがしがみついて行かせてくれない。

「パパじゃないからっ、放せ！　ああっ、せっかくの感謝が薄れていく、感謝ゲージが減っていくー！　座ざ堂どうっ、帰ってこい！　今ならまだ間にあうからー！」

　陣の叫びは、シエラには届かなかった。



　アンコールワットの周りの屋台で、ニコライが服を買ってきた。

　お土産みやげ用の、ヒンドゥー教の天女アプサラスの薄うす衣ぎぬだが、よく似合っている。バリ島の観光パンフレットで踊っている人の服、というのがわかりやすいだろうか。一人は金と赤、一人は金と青の色違いの薄衣で、金の冠もおまけについている。

『パパ、見てみて、ナーナの服似合ってる？』

『ふんだ、ギーギのほうが似合ってるわよね、パパー』

　服を着ても、二人は陣にまとわりついて彼を取りあいっこしている。

「いちいち俺に同意を求めるな！　あと、ナーナとギーギっておまえらの名前か？　服のセンスより、まず名前のセンスを磨くべきだと思うぞ！」

『ふふーん、ナーナの名前のほうが可愛かわいいもん、ギーギはしぼりかすー』

『パパー！　ナーナがいじめる、叱しかって叱ってー！』

「だーかーらー喧けん嘩かすんな！」

　陣じんは頭を抱えてしまった。そんな陣にシエラは背を向けて、遠くのほうで三角座りをしている。

　せっかく今回シエラは頑張ったのに、結局ちちんぷいぷいのタイミングを逃してしまって、感謝ゲージもほとんど光らず、呪じゆ文もんも新しく増えないままに元の姿に戻ってしまっていた。

「庶民のバカ庶民のバカ庶民のバカ庶民のバカ庶民のバカ庶民のバカ庶民のバカ……」

　膝ひざを抱えてシエラはブツブツとつぶやいている。陣はそんなシエラにちょっと気をつかいながら、ナーナとギーギに尋ねた。

「あ……あのさ、俺おれはこれからまた旅に出なきゃいけないんだけど、子供二人でだいじょうぶか？」

『もちろん！　ナーナはナーギ族の姫よ、自分が何をすべきかはわきまえてるわ』

『ギーギだってナーギ族の姫よっ、ナーナなんかよりずっとわきまえてるわ！』

『なんですってー！』

『なんですってー！』

「うわー仲悪い。大丈夫かなあ」

　幼いとはいえ神とは思えない取っ組み合いっぷりを見て、陣は胃に穴があきそうになった。

　ふたつ玉子というのは、一個の卵の中にふたつの黄身が入っているものだ。温めれば双子のひよこが孵ふ化かしそうなものだが、実際にはお互いに栄養を取りあって育たなくなってしまう。取りあいっこというのは、ふたつ玉子から生まれた二人の宿命のようだ。

　シエラは陣のほうをちらっと振りかえるが、陣と目が合うと、真っ赤な顔で怒ってぷーんとそっぽを向いた。

（ふんっだ！　庶民のバカバカ、庶民なんか知らないんだからっ！）

　陣は、ため息をつく。

「やれやれ……あいつ、すっごい怒ってるな。タイミングを逸したせいで、感謝ゲージが少なかったからなあ。こりゃあ長引きそうだ……」

　シエラが怒っているのは感謝ゲージのことではないのだが、考古学以外の部分では思いっきりカンが悪い陣には気づくよしも無い。ナーギが与えてくれたはずの知恵も、そっち方向には全然効果が無いようだ。

　怒っているシエラに気をもみつつ、喧嘩している二人を引き離しつつ、陣は何となく愛あい花かのことを思いだしていた。

　年齢よりずっと幼く見える愛あい花かも、こんなふうにいつも自分を追いかけて、まとわりついていた。ナーナとギーギを見ていると、わがままで喧けん嘩かばかりしているけれど、可愛かわいいなと感じるところもあった。父性本能ってやつかな、と陣じんは思った。

（そう言えば、毎年夏休みは聖櫃アークを探す発掘旅行の合間に、愛花と花火やお祭りに行ってたのに、今年は連れてってやれないなあ。花火大会って八月最後の週にはもうほとんど無くなっちまうし……それまでに何とか帰れたらいいなあ。ネズミーランドの花火は年中見られるけど入場料が高校生には厳しいもんなあ……）

　日本からヘロディオンまで、九〇〇〇キロ。

　陣たちの現在地、カンボジア。ヘロディオンまで、あと七二〇〇キロ……。

　その距離を思うと、陣は気が遠くなりそうだった。今から節約して、ネズミーランド代を確保しておかなくては、と考えていた。

　シエラはまだ、ぷんすかしていた。



　そして、そのころ日本では……。

「くしゅんっ！」

　相変わらず浴衣ゆかた姿で玄関に座って陣を待っていた愛花が、くしゃみをした。

　愛花同様童顔の母、香か住すみ梨り花かが玄関のドアを開け、心配そうに声をかける。

「まったく、こんな朝っぱらから玄関に座っていたら冷えるわよ。朝ごはんできたから、食べなさい！」

　日本とカンボジアの時差は二時間である。二時間前に日の出を迎えた日本では、七時を回ったころだ。

「だってぇ、お兄ちゃんが帰ってくるかもしれないんだもん」

「あのねぇ……！」

　陣が旅に出ていることを愛花たちは知らないが、どっちにしても陣の両親はヘロディオンの発掘旅行のために家を売ってしまったので、陣が帰省してくることはない。梨花はそのことを愛花に言いたいのだが、信じきって待っている愛花を見てはとても言えない。

「はぁ……。陣くん、高校生になって忙しくなったのかもしれないけど、夏休み中にちょっとうちに顔を出してくれないかしら。このままじゃ、愛花は夏休みの宿題が終わらないわ……」

　梨花もまた、ため息をつきながら、首を長くして陣の帰りを待っていたのだった。



　一方、時差が同じベトナムでは、今回全然出てこなかったサロメが、木の上で夕ゆう也やの抱き枕まくらを抱きながら泣いていた。どうやら陣たちがカンボジアであんなことやこんなことをしているあいだ、ずーっと泣きどおしだったようだ。

「くそっ、くそっ……！　わらわのほうが強いのにっ、ヘロデ王だって期待して下さっているのにっ……。『百の首』は鎌かま之の助すけラス１いちになってしまうし、鎌之助も偽物を掴つかまされて頼りにならないし、わらわに勝てる要素は無いではないか。『ランプの魔神』も『ソロモンの知恵者』も『偶像崇すう拝はい』も、あいつらなんて性格悪いし大嫌いだっ、くすんくすん……」

『サロメ王女！　朝のニュースをごらんになったでござるか、サロメ王女！』

　由ゆ利り鎌之助のドクロが、嬉き々きとして飛んできた。ホーチミンの町でテレビを見てきたようだ。抱き枕まくらにうつ伏せているサロメの周りを、ぐるぐると飛びまわる。

『〈ソロモンの知恵者〉どもが、カンボジアにいるそうでござる！　朝のトップニュースになっていたでござる、〈世界的な考古学者、新あら木き大だい胡ご教授が、国際盗掘団の逮捕に協力した〉とか何とか！　あのアホども、必死こいて身を隠して逃げまわっていたくせに、こんなところで身バレするとは愚かなりでござる！　この由利鎌之助、実は奴やつらに絶対勝てる良い考えが浮かんだのでござる』

「絶対勝てる良い考え？　『百の首』がもはや、そなたただ一人だというのにか？　いや、わらわのもとに仮に『百の首』があったところで『ソロモンの判決』の前には手も足も出ぬ。やっぱりわらわには、勝てる理由がないではないか」

『そこでござる！　奴らが絶対に勝てぬ〈戦士〉に心当たりがあるでござるよ、ぜひ新たな〈百の首〉のひとつに加えるでござる。だから、すぐに奴らを追いかけるでござるよ、サロメ王女！』

　鎌之助のドクロが、興奮してサロメに呼びかけた。しかしサロメはまだ、夕ゆう也やの抱き枕を抱いて泣いている。

「くすんくすん……行きたくないっ、あんな嫌な奴らに会いたくないっ……ヘロデ王に会いたい、くすんくすん」

『あらら、戦闘拒否でござるか。結構打たれ弱いのでござるな、サロメ王女……』

　鎌之助のドクロは困り果てて、はーっとため息をつく。

『だが……それがしの作戦を聞けば、きっと乗り気になっていただけると思うでござる。何せ、忍者にとって〈卑ひ怯きよう〉は誉ほめ言葉でござるからな』

　不ぶ気き味みな忍び笑いが、鎌之助の口をついて出た。嵐あらしが近いのだろうか……明るい朝だというのに、不気味な黒雲が地平に湧わきあがっていた。



《完》



    

  
    
      


あとがき



　いよいよ「ぷいぷい！」も九巻を迎えました。次はとうとう十巻です。二桁の世界に突入です。ひとえに愛読者の皆様のおかげです。どうもありがとうございます。これからもよろしくお願いします。

　八巻では中国と香港ホンコンが舞台でしたが、「ぷいぷい！」は小説も漫画も中国語に翻訳されています。タイトルは「神燈女僕」、つまり「魔神のランプのメイドさん」という意味です。シンプルにして必要十分、文字の配列も綺き麗れいで良いタイトルです。

　香港人の読者様からのお手紙によれば、中国版のシエラ様は「座ざ堂どう莎拉」だそうです。

「莎拉」の発音は「サラ」に近いということでした。教えていただいてありがとうございました。

　さてアンコール・ワットといえば、古代遺跡萌もえには垂すい涎ぜんの地です。アンコールとは「大きな」、ワットは「寺院」の意味で、見た目のとおり「大寺院」という意味です。アンコール・トムのほうは「大きな都市」という意味です。

　江え戸ど時代の日本人で、アンコール・ワットに行った人がいます。肥ひ後ご（熊くま本もと県）の侍で、森もり本もと右う近こん太だ夫ゆう。彼は、豊とよ臣とみ秀ひで吉よしの家臣である加か藤とう清きよ正まさの家来、森本義ぎ太だ夫ゆうの息子で、亡くなった父親の供養のために、海の彼方かなたにある「祇ぎ園おん精しよう舎じや」を目指します。祇園精舎とは、釈しや迦かが説法を行った寺院のことです。実はアンコール・ワットは一六世紀に改修されてヒンドゥー教寺院から仏教寺院に変わっていたのでした。

　そのへんのざっくばらんさもすごいですが、インドにあるはずの祇園精舎をアンコール・ワットだと信じて参拝した人々のざっくばらんさもすごいです。当時のアンコール・ワットの観光客の中には、ラクガキをしていた人もいましたが、森本右近太夫は一六三二年に、墨で思いっきり自分の住所氏名などを書き残していったのでした。

　エジプトのピラミッドも、できた当時から観光資源として活用され、船着場から観光船が出ていたのですが、この船着場にも「○○見参」的なラクガキが残っていたとか。

　一方、ピラミッドのほうには内部の壁に、建設にたずさわった労働者が書いたと思われる「最近の若い者は……」というラクガキが残っていたとか。何千年も前から言ってたんだなとか、っていうか公共の建造物にラクガキしてる　お　ま　え　が　言　う　な　状態ですが。

　ちなみにラクガキは器き物ぶつ損そん壊かい罪ざいになります。とくに数千年の歴史を生きのびてきた人類の文化遺産に傷をつけたりラクガキしたりするのは、絶対アウトですぞ。

　では、次の巻もお楽しみに。なもり先生作画の漫画版「ぷいぷい！」も小説とは一味違った脚色で、くるくる表情の変わるシエラが激しく可愛かわいいので、ぜひぜひごらん下さい。

　　二〇〇八年八月夏なつ緑みどり＠泣きトーレムけっこう自信作



    

  
    
      

　著者

　夏緑（なつ・みどり）

　　小説『くろかの』（ＨＪ文庫）、『ヒカリとヒカル』（ポプラ社）、漫画原作『獣医ドリトル』（小学館）、など、猛暑にうだりながら書いてます。

　　猛烈な夏風邪をひいてしまい鼻水が二週間も止まりませんでした。鼻の皮がむけました。



　イラスト

　なもり

　　名古屋在住、６月25日生まれ。

　　風邪ひいて咳のしすぎでろっ骨を疲労骨折しました……！

　　この本が出る頃には完治してるとイイナ！

　　公式ＨＰ「ＥＬＥＧＹ　ＳＹＮＤＲＯＭＥ」

　　http://www.geocities.jp/elegy_syndrome/



    

  
    
      

ぷいぷい９！
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●株式会社メディアファクトリーＭＦ文庫Ｊ『ぷいぷい９！』（２００８年８月31日　初版発行）に基づいて制作されました。



※本書の内容を無断で複製・複写・放送・データ配信などをすることは、かたくお断りいたします。
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